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本報告書 は、わが国における情報処理教育のよ り一層の充実 に向けて、翻 日

本情報処理開発協会 ・中央情報教育研究所が平成3年 度事業 として実施 した、

「情報処理教育 に関す る海外実態調査」の調査結果を と りまとめた ものである。

今年度 は、昨年度 に引 き続 き、アメ リカにおける情報処理技術者の育成に関

す る調 査を行 ったが、 と くに 「情報処理教育」機関を中心 に調査 を実施 した。

具体的には、各教育機関で実施 している学習カ リキ ュラムや教育 メデ ィアなど

のい くっかの事例 を もとに、それ らが果たす社会的な役割 も含めて、実態調査

を行 った。 また、 ヨーロ ッパ におけ る動向を さぐるため、限 られた範囲ではあ

るが ヒア リング調 査等 も実施 し、資料 としてま とめた。

本調 査 は時間的な制約の もとで行われたため、必ず しも満足の行 く成果が得

られた とはいえない部分 もあるが、資料編のデータな ども含め、関係す る方面

諸氏の参考 となれば幸いで ある。

なお、末筆 とはな ったが 、本調査の実施 に当た って ご協力 いただいた岡野壽

夫氏(筑 波技術短期大学教授)な らびに訪問先をは じめ とす る諸 関係機関や諸

氏に対 して、 ここに厚 く謝意 を表す る次第 である。

平成4年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

中央情報教 育研究所
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第1編 海 外 に お け る 情 報 処 理教 育 の 実 態 に つ い て

第1章 調 査 研 究 の 目的

1.1調 査研究結果の概要

今回の調査テーマは、(1)教 育 カ リキ ュラム ② 先進的教育 メデ ィアの活

用状況(3)地 域 との関連 、その他 の3項 目に集約 し、 それぞれ に分かれて

担当 した。

なお、訪問調 査の 日程 は次の とお りである。

調査 日程

日

日

日

に
U

C
U

ワ
一

月

月

月

-
⊥

て
■

-

1月8日

1月9日

1月10日

1月11日

1月12日

1月13日

1月14日

成 田 → ボス トン

ボス トン市内視察:NETG(教 育 システムのデモと意見交換)

ボス トン市内視察:ウ ォ ーススター ・ポ リテ クニ ック大学(学 校

説明 と意 見交換)'

ボス トン市内視察:ウ ェ ン トワース科学技術専門学校(学 校説明

と意見交換)

ボス トン → サ ンフラ ンシスコ

ア ップル コ ンピュータ㈱本社(会 社見学、意 見交換)

サ ンフラ ンシスコ市内 ・市場視察

サ ンフラ ンシスコ市内 ・市場視察

サ ンフラ ンシスコ →

成 田

1.1.1学 校教育 と しての特徴

訪問先4カ 所の うち、教育機関 はNETG、 ウースター理工科大学、それに

ウェ ン トワース科学 技術専 門学校であ るが、学校法人 は後2者 であ る。 いずれ

も、学士(BachelorDegree)コ ースを主体 とす る4年 制大学で、調査員の所

属す るコンピュータ専門学校 とは趣 きを異にす るが、一般 に米国の大学 は学士

コース以外 に も一般 聴講生 向けの有料講座を数多 く開講 してお り、地域企業の

従業員 も自 らの技術 向上 に利用 してい るのが普通である。 したが って、 カ リキ

ュラム構成、教授法 、 メデ ィアの活用など、見習 うべ き点 は多い。

両者 は共 に技術 系の大学 であ り、情 報系以外 に、機械 ・建築工学 など一般工

学 コースを幅広 く提 供 して い るが、教育 における共通 した特徴は、実社 会に役
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立つ教育 と言 う観点 か ら、時間的には学校教育の主体 とな っている講義 ・座学

に重点が偏 らないよ うに種 々配慮 している点であ る。

ウースター理 工科 大学で は、専門技術の応用分野、例えば実際の企業にお

け る具体的問題 の解 決をテーマ と した論文、およ び一般教養 ・人文科学の応用

分野 として、地域 の社会問題 の解決をテーマと した論文 の2っ を卒業の条件 とし

、通常の講義は これ らの論文 の作成のために必要な もの として位置づけてい る

。実社会では、た とえ純 粋に専門技術の問題 と考え られる ものであって も、 こ

の解決 に当た って は、 これを受 け入れ る側の集団の立場か ら、人間の心理や社

会的常識を含め、幅広 く 「問題 の解決」 という問題 を乗 り越え る必要があ る。

この側面では、専 門技術 よ りもむ しろ一般教養 が ものを言 うことにな り、一般

教養科 目の価値が実際 に生 きて くる。 この問題 は座学 で教え るのではな く、学

生 に実務 として経験 を強いてい るのである。 もちろん、 この論文 カ リキュラム

の実施には、特 に指導教 員が 自分の専門 と異な る分野で、 しか も経験 のほとん

どない事業社会の分野で いか に学生を指導す るかなど、わが国では難 しい問題

もある。

ウェン トワース科学技術専 門学校ではラボ ラ トリワー クに重点を置いてい る。

講義 によ る理解のみ な らず、実験 によ りさ らに体 得す るという思想のため、実

験 ・実習設備 は充実 して いる。理解ではな く体 得を重要視す ると言 うことは、

わが国では企業界で重ん じられて いることであ るが、 ウェン トワース科学技術

専門学校で は、理論的理解 よ り実験的理解の方 が学生を 引きつける し、また容

易で もあるという考え も強 いよ うに思われ る。大学院で はな く、カ レッジの レ

ベルではこう した考 えが一般的であ る。 したが って、 この反面で論理的な解析

力が犠牲 にな る傾 向があ るので はないか と思 われ る。

いずれ に しろ、理 論的講義で はな く、実践 に長 けた教師が必要 となるが、わ

が国 との決定的な相違 は、米 国の大学の教員は大体実業界の経験があ り、企業

社会 と大学 との雇用流 動性が高 いとい う一般的状況 に強 く支え られている点 で

あ る。 また、両校 とも専任教 員の数が驚 くほど少 ない。 これ は主 に予算の問題

だ と言われてい るが 、専任 教員 は恐 らく教育の負担が極めて大で自 らの研究、

研修活動 はかな り制 限を受 けてい るので はないだ ろ うか。 当然、教員の不足分

には外部か らの多 くの兼任教 員で充当す ることにな る。 この点で も、一般企業
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との連携が保たれることになる。

学生 に一般企業 におけ る実習を義務づ けるの はわが国の大学教育 も同 じであ

るが、実習期間が はるかに長 く数ケ月に及ぶ。実際の就職 との関連は無視で き

ないが、 これ は大学 と地域 との強い連携を示す一側面であ ろう。 このよ うに見

てい くと、実践教育、つま り論文、実験、実習等の比率が高ければ、学生の時

間的負荷 は当然ハー ドにな る。米国の大学生活 は、 日本のそれのよ うに優雅で

はないことは周知の事実で あるが、 これだけハー ドな学業を こなせる学生を確

保す ることもそれ ほど容易で はない。入学 してか ら自 らの実力に見切 りをっけ

て大学を去 って行 く学生 は、両校 とも2割 を超す と言 う。米 国の大学 は入学 は

できて も卒業が難 しいのが普通である。当然、学校側の教育設備や教員配置は

、実際の卒業生 に対 して相 当の余裕を持 っていなければな らない。学生の教育

よ り、設備 ・要員の有効活用を優先す る予算運用 に慣 れ きって しま ったわが 国

の現状で は考えに くい ことである。今回の調査対象 とな った2大 学の充実 した

実践教育 は、 このよ うな社会条件の前提 の上 に成立 しているのである。

1.1.2学 校以外での教育

ボス トンにあ るNETGは 、教育機 関ではあるが学 校ではない。企業 目的は

一般企業を対象に した経営 コンサルタ ン ト業務であ り
、あ くまで も顧客の求 め

る利益の確保である。同社 は歴史的に教育技術 に優れてお り、顧客の利益確保

の手段 と して教育が用い られ ることが多 いとい う意味では教育機 関に近 い。 し

たが って、教育 の内容やカ リキュラムは教育 その ものを 目的 とす る学校法人 の

それとは趣 きを異 にす る。NETGは 、む しろその教育技術 として先進 的メデ

ィアの利用面 に特徴がある。NETGは 早 くか ら種々の企業内教育 カ リキ ュラ

ム、および教育 ソフ トウェア ・ハー ドウ ェアの作成を行 ってお り、その主力 は

コンピュータに教師の役 目を果た させ るCAI形 態で ある。同社の教育 内容 は、

経営 コンサルタ ン ト業務 に付随す るものであ るか ら、大学 における学 問や論理

体系ではな く、顧客企業の新 しい施策 に沿 った作業標準の徹底や導入機器 のマ

ニ ュアルなどが中心 である。 これ らは被教育者の思考 力や理解力の養成 よ りも、

む しろ被教育者の考 え方を一 方向に指向 させ る目的の ものが多 い。また、教育

の現場 も受講者を教育機関 に集めるより も、仕 事のサ イ トで行 う方が望 ま しい
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こと も含 めて、CAIが 適 当かっ充分な場合が多 い。技術的には レーザ ディス

クと連動 し、映像、丁音 声およびコ ンピュータソフ トの完全なラ ンダムアクセス

が可能な最 も進んだマルチメディアの開発 でかな りの実績を積んでいる ものの、

ハ ー ドウェアが極端に高価 になる欠点があ り、売 れ行 きは今一っであ った。一

方、 この よ うな教育 ソフ トウェアで は、セールスマ ン教育のよ うに接客態度の

映像その ものが主題 とな るものを除 けば、映像に対す るラ ンダムアクセスを必

ず しも必要 と しない もの も多 い。結局、ハ ー ドウェアの大幅なコス トダウ ンの

ため に、LDで はな くCDを 用 いた音声 とコ ンピュータソフ トのみのラ ンダム

アクセス によるメデ ィアに切 り換えっっあるとの ことであ る。 この ことは最近

のマーケ ッ トの傾向 と して注 目に値す る。

ア ップル コンピュータは コンピュータメーカであ り、教育機関ではないが教

育 プロジェク トを持 っている。 ここでの教育 はNETGと は反対 に、学校が対

象であ る。開発の中心 は、教材 と して用 い られ る大規模計 算 システム、解析 シ

ステム、 シ ミュレー シ ョンシステム等 である。同社 はこれ らの膨大なカタログ

を擁 してお り、大学での売行 きをかな り伸ば しているようである。一方、CA

Iに ついては学校では使われ に くい と考えて いる。作業標準 やマニ ュアルの よ

うに、理 屈や学習者の好み にかかわ らず一方向に指導す る内容 と異な り、学校

教育 は基 礎の付与であ り、考え る力の養成であ る。正解 も必ず しもひ とつ とは

限 らない。 したが って、 たとえCAIコ ースウェアを開発 して も、学校の教育

現場で は受 け入れ られ ない し、今後 に伸 びが期待で きるとは必ず しもいえな い

わけで あ る。

しか し、同社マ ッキ ン トッシュのマルチ タス ク前提のOSを 生か したマルチ

メディアCAIの オーサ リングシステムは、業界で も不動 の地位を 占めてお り、

我 々の訪 問に際 して も、オー ソ ドックスに整理 された明快 なプ レゼ ンテー ショ

ンが用意 されていた。 これ は教育 プロジェク トとは別 に、マルチメデ ィアを扱

うシステムの開発 と して位置づけ られてい る。 このオ ーサ リングシステムを活

用 したCAIコ ースウェアの開発 にっ いて は、 この プ レゼ ンテーシ ョンにおい

て もわずか しか取 り扱われていない。オーサ リングシステムの実際の活用 につ

いて は、 む しろ次 に述べ るウェン トワース科学技術専門学校 におけるマルチメ

デ ィアの利用に学ぶ ところが 多い。
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1.1.3ウ ェン トワース科 学技術専門学校におけるマルチメデ ィアの利用

先に も述べ たよ うに、同大学 はラボラ トリワー クを重視 し、設備の充実に力

を入れている。 その一環 と思われ るのが マルチメデ ィア ・プ レゼ ンテーション

システムの各教室へ の配慮で ある。我々が訪れた教室には、IBM386ワ ークステ

ー ションとマ ッキ ン トッシュが各1台 ずっ据えつけ られ、天井に設置 されたプ

ロジェクタに接 続 されていた。 ス クリー ンは通常のOHPス ク リー ンの倍程度

の大 きさで、 コ ンピュータか らの映像 は極めて鮮明であ った。デモ ンス トレー

シ ョンは梁のたわみの例題解説 であ ったが、計算理論の解説表示 は もちろん、

実際の たわみの形態 も即座 に示す迫 力のあ るもので あ った。

これ は市販のCAIコ ース ウェアを使 うのではな く、教員 自身がオ ーサ リン

グシステムを使 って 自 らの講 義の教材 を作成 しているのである。 したが って、

簡単 な動画 くらいはあ るものの、CDやLDを 決 して多用 してい るわけではな

い。 ほとんど、 フロ ッピーデ ィスクに記録 され、 自らの講義内容 の整理、体系

化 と蓄積 に役立て、併せて学生への教材配付や宿題 ・レポー トの収集 に も利用

している。

もともと教 師の講義 は自由な ものであ るか ら、実質的に無限の大 きさを持 っ

て いる黒板を最大 限に使 った り、何台 ものOHPを 駆使す るよ うな講義が、 こ

の ようなマルチメデ ィア システムで全部がカバーされ るわけで はない。同大学

で も、黒板への注記 との併用 の形 を とるのが普通で ある。講義 内容の完全な登

録を始め、 システムの効果的利 用のためには、一度 に教え る内容 を限 られたス

ク リーンの大 きさの範囲に収 め るよ うにモ ジュール化す るな ど、 教授 内容の筋

運 びを含めた再編 成が必要 であろ う。

ウェ ン トワース科学技術 専門学校で も、 このような設備が全ての教室に整 っ

ているわけで はないであろ うし、 また全 ての教員が この システ ムを活用 してい

る段階で はないと思われ る。だが、 このよ うな設備を一つ も備えて いない我 々

の教育機関に とって は、 まず取 り組むべ き対象を示 して くれたよ うに思われ る。
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第2章 学 習 の た め の カ リ キ ュ ラ ム と 運 用

2.|ア メ リカの職業教育に見 る一般教育

2.1.1ウ ースター理工科大学における一般教育 と専門教育

(a)一 般教育への取 り組み とその考え方

ウースター理工科大学は学士、修士、博士の課程を もち職業専門教育 を

行な う実学部門の教育体系を とって いる大学である。

この大学 に入学す る学生は、 「CB(CollegeEntranceExamination

Board)に よって実施 され るSAT(ScholasticAptitudeTest)試 験 におい

ての平均 スコアが平均620～700点/800点 とい う高得点 で、全米 で上 位

8%に 入 る学生であ り、 また入学生の85%が 出身高校の上位25%以 内に

入 っている学生であ る。 したが って アメ リカにおいて は優秀 な学生が入学

す る大学で ある。」 と関係者が 自慢す るほど優秀な学生で占め られてい る

学 校である。教育の成果 ・実績 も大学の教育理念 とと もに、学生の優秀性

の上 に成 り立 って いると思われる。

この大学 にお ける大 きな特徴の ひとっはrWPIプ ラ ン」と呼ばれ る教

育 プ ログラムで ある。 このプ ログラムは 「知識 と応用 との結 びつ き」を重

視 す るとい う教育理念(ウ ースター理工科大学の伝統)に もとつ いて いる

ことである。

その教育理念 は 「教育 は社会 に役だたなければな らない。 したが って社

会 に役立っ教育 を 目的 と して、その教育プログラムはただ教室で学ぶだ け

で はな く、実践の教育 をす ることも重要である」 とし、学生達 に完壁 な概

念的な基礎を提供す るとともに、彼 らが教室で学んだ ことを実社会での各

種の問題 に適用す る能力を発揮 できるよ うな教育に心が けてい るとい う。

また一般教育 において も 「本 当の技術者 となるためには文系のバ ックグ

ラウン ドが なければ、社会に出た時、片寄 った技術者 となって しま う。」

と、専 門教育のみの、あ るい は技術教育のみの片寄 った教育に対 して警鐘

を鳴 らして いる。 そのため に職業専 門教育 に幅広い人 間的基盤を持 たせ よ

うとす る努力を してい る、そ してまたそれを学校の売 り物 と してい るので

あ る。
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こうした教育 の もと、学位の取得 にあた っては、人文科学の単位の取得

の他、以下に示す い くっかの一般教育 関連 プロジェク トの履修の義務付 け

を行 ってい る。'〉

以下 に示す 表2-1は 一般教育および一般教育関連に関す る卒業必要要件

(requirement)の 一部であ る。 この うちIQPとTHESufficiency、 社会

科学(SocialScience)の3分 野で履修 コースに換算 して11コ ースの履修が

義務づ け られてい る。4年 間の卒業までの履修単位数が コースに換算 して

45コ ースであ り、 ここに提示 した以外 の一般教育科 目が さ らに履修科 目と

してあることを考 えれば、大学関係者が述べ ているように、アメ リカにお

ける大学の中ではユニークで あるとい うことがで きる。 この一般教育関連

分野 の多 さも、すべて、大学の教育理念 に基 いての ものである。

表2-1大 学が示 した一般教育関連分野

THEIQp(lnteractionalQualifyingProject)

THEMQP(MajorQualifyingProject)

THESufficiency

社 会 科 学(SocialScience)

(b)実 践型教育 に向けての プ ロジェク トと一般教育

この大学の教 育理念か ら、社会 に役立っ教育、生涯教育 とともに 「新世

紀 に向けて専門知識 だけで はな く、社会に同化す るための応用知識 も必要 」

との もとに、社 会 とのかか わ り合 いを一般教育 としてと らえ、設定 してい

るのが 「THEIQp(lnteractionalQualifyingProject)」 とTHE

MQP(MajorQualifyingProject)」 の2つ のプロジェク トである。

「THEIQPプ ロジェク ト」(相 関領域 プロジェク ト)は 卒業のた

めに必ず完成 させなけれ ばな らないプロジ ェク トとして学生に履修を義務

づ けている。

このプロジェク トは 自分 の学習 してい る分野 また学 習 して きた技術 と科

学が、社会構造 において、 また社会的価値 において、 どのようなかかわ り
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合 いを持つのか を研究 ・調査 し、論文を提 出す るプ ロジェク トであ る。 こ

のプロジェク トのテーマの例は、た とえ ばナ シ ョナル ・サイエ ンス協会の

調査結果を踏 まえて 「なぜ アメ リカの学生の数学の レベル は低 いのか」の

研究調査をは じめ、 「科学 ・技術 と文化 とのかかわ り合 い」 「エネルギー

と環境問題 」など学生に関連する事柄や社会 をとりま く話題を取 り上げ研

究す ることなどをテーマと している。

また、 このプ ロジェク トは学生 に国際的 な教育 と しての プロの技術者 と

なる一 歩手前 の教育 としてオ ン ・キ ャンパ ス、オ フ ・キャ ンパ スで教育の

機会が提供 されて いる。 なお国際的な教育 は後述するMQPと 同様、オ フ

・キ ャンパ スで行われる。

このプ ロジェク トは、1期 の7週 間を まるまる使用 して取 り組む よ うに

な っている。 この大学 におけ る1年 は4期 か ら成 り、1期 は7週 間か ら構

成 されている。 また このプロジェク トに取 り組んでいる期間は他の学科 目

を一切 とらないこととしてい る。

こうした取 り組みは一般教育 と専門教育の学習を深 く関連づ けての教育

の典型的 な例であ り、大学において もこの プロ ジェク トは他の理工系大学

に見 られ ないすば らしいプロジェク トと して 自負 して いる。

この大学 においては、 こうしたIQPの プロ ジェク トの内容を は じめ、

学生が 自主的 に選択できる教育科 目は一般教育科 目であれ、専門科 目であ

れ、学生が主体的に一貫性を もって選択がで きるように している。後述す

る自主研究(independentstudy)、IQP、MQPな どの経験学習(expe-

rimentallearning)な どを学部教育のカ リキ ュラムと して位置付 け、カ

リキ ュラムを学生 自身が設計す ることがで きるよ うに している。 こうした

教育 は、教室で は得 られない教科外の教育 と して、学校教育では得 られ な

い、見え ない、隠れた教育効果を狙 った もので ある。IQPやMQPに よ

る経験学習 は、学生 と学生 との関係、学生 と研修機関先 での人間関係、専

門教育 と一般教育、教科外活動 と一般教育 との関連 とを強 く結 びつ ける機

能 を促進 して いるとい うことがで きる。

IQPの プロジェク トの分野の例を表2-2に 示す。 これは在学生用 に案

内されて いる ものの一部である。
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表2-21QPの ガ イ ド

IQPDIVISIONGUIDE

DIVISION41

DIVISION42

DIVISION43

DIVISION44

DIVISION45

DIVISION46

DIVISION47

DIVISION48

DIVISION49

DIVISION50

DIVISION51

DIVISION52

技 術 と 環 境(TechnologyandEnvironment)

エ ネ ル ギ ー と 資 源(EnergyandResources)

健 康 管 理 技 術(HealthCareandTechnology)

都 市 と 環 境 問 題(UrbanandEnvironmentPlanning)

科 学 と 技 術:政 治 と経 済

(ScienceandTechnology:PolicyandManagement)

科 学 と 技 術 の 社 会 研 究

(SocialStudiesofScienceandTechnology)

危 険 分 析 と 信 頼 性(RiskAnalysisandReliability)

技 術 の 人 間 性 研 究(HumanisticStudiesofTechnology)

経 済 の 成 長 、 安 定 そ し て 発 展

(Econo皿icGrowth,Stability,andDevelopment)

社 会 と 人 間 の 役 割(SocialandHumanServices)

技 術 社 会 に お け る 教 育

(EducationinaTechnologicalSociety)

法 律 と 技 術(LawandTechnology)

またrTHEMQP」 のプ ロジェク トもこの大学におけ る必修 プロジ

ェク トであ り、4年 次に取 り組 むプロジェク トで ある。 このプ ロジェク ト

は教育教科3コ ース分に相当す る大規模プ ロジェク トであ り、個人によ る

研究だけではな く、数人によ る共 同研究 も可能 と してい る。 この場合、共

同研究において は学部を越 え、電気工学専攻や化学工学専 攻な ど異な る専

攻分野 との学生 との研究 も許 している。また このMQPの 履修にあた って

は3期 に渡 って3コ ース分 に相 当す る履修 をす る こと もで きれば、7週 間

すべてをMQPに 費や して も良 いようにな って いる。

こう して取 り組 まれ る研究課題 は学生の個 々の発案によ る決定 もあれば、
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大学の教員か ら提案 され るもの もある。 あるいは学外 組織 か ら要請 される

トピックによる課題で もよいとされている。

さらに こうした プロジェク ト(IQPを 含む)を 完 成 させるために、プ

ロジェク トセ ンタが世界に用意 されてお り、学生は これ らのプロジェク ト

セ ンタを利用す ること もで きるよ うにな っている。

参考 まで に、オ フキ ャンパ スで行なわれ るプロジェク トの場所に は、 ワ

シン トンDC、 サ ンフランシスコ、ロン ドン、バ ンコク、チ ュー リッヒ、

台湾 、ホ ンコ ン、 プエル トリコなどを挙 げている。

なおコ ンピュータ ・科学学科においてのWPIプ ロジェク トのオ フ ・キ

ャンパ ス ・プロジェク ト・セ ンタはDEC(DigitalEquipmentCorpora-

tion)な どが受 け持 っている。

DECに お いては コンピュー タ科学、電気工学、半 導体、機械工学 など

の研究がな され、学生 にはDECの 研究 グループか ら課題が提供 された り、

大学 との共同研究分野 などか ら課題が提供 された りす る。たとえばデ ィジ

タルについての研 究の要請がDECか らあれば、それを大学がMQPプ ロ

ジェク トと して請 け負 うよ うな仕組み となってい る。

こうしたオ フ ・キ ャンパ スでの教育研修は、学生が 大学で学ぶ分野の基

本的 な概念を知 るとともに、技術の進歩の激 しい社会 で柔軟 に対応で きる

技術者を養成す るのに も大 いに役立 って いる。 また大 学で学ぶ教育の場 か

ら一歩離れて、技術 と社会 との関連を体験で きる良い機会 ともな ってお り、

専門教育を行 な う専 門学校 において も良 い参考 とな るところであ る。

ちなみに コンピュータ科学学科 におけるMQPの プ ロジェク トの論文の

審査 は、記述 した論文 とともに、口頭による審査 も学 生 に要求 されてい る。

(c)専 門教育 の中の一般教育 カ リキュラム

ウースター理工科大学 においては、入学の段階か ら学生は専攻分野を決

定 し、その分野 を志望 して いることか ら、当然の ことなが ら大学 において

は専門教育志 向型の カ リキュラムが組まれている。 したが って一般教育 も

専攻学科 のカ リキュラムの中に必然的に組み込 まれ ることになる。

た とえば この大学 における各学科の一般教育を含めた基礎学科 は、基礎
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科 学(BasicScience)あ る い は技 術科 学(EngineeringScience)と して表

現 され、 最低 限履 修 しな け れ ば な らな い コー ス と して 設定 され て い る。

(表2-3中 に お いて の 項 番2お よ び3が それ で あ る。)

そ して その 履 修 の コー ス は12コ ー ス に も及 ん で い る。 なお 表 中 にお け

る5/3の 分 母 の3は1単 位 の コ ー ス数 を 示す もので あ る。

表2-3コ ンピュータ ・科学学科におけ る必修履修一覧

1.コ ン ピ ュー タ科 学(MQPを 含 む)

2.数 学

3.基 礎 科 学/技 術 科 学

7/3

5/3

コンピュータ ・科学学科 におけるこれ ら基礎科学や技術科学 に属する分

野は生物学、生物 医学、化学工学、化学、電 気工学、地球科学、物理、原

子 力、機械工学、技術科学が あ り、学生 はこれ らコースのひ とつの分野か

ら少 な くと も2コ ース以上を選択 し、合計で5コ ー スの履修 を義務づけ ら

れている。

また一般教育の主 たる教育 は人文、社会科 学系の学科 によ って行なわれ

ている。 この大学 にお いて はすで にのべたIQP、MQPを 除 けば一般教

育 はこれ らの学科 と数学、体育であ る。

次の表2-4は ウース ター理工 科大学における コンピュータ ・サイエ ンス

学科における一般科 目、専攻学科の基礎分野の45コ ースを示 した ものであ

る。

表2-4コ ンピュータ ・科学学科 の履修 コース数

学

文

学

育

科会

数

人

社

体

コ ー ス

コ ー ス

コ ー ス

コ ー ス

MQP

IQP

コンピュータ科学

基礎科学

3コ ース分 に相 当

3コ ース分 に相 当

18コ ース

5コ ー ス
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数学 は 日本の理 工科 系大学 と同様、基礎科 目と して位置付け られてお り、

全学 科必修 とな って いる。

米 国の大学にお いては後述する工業教育基準協会(ABET)の ア ク レ

デ ィテー ションの認可を受 けている場合、 カ リキ ュラムの教育内容等に基

準が示 され、それ に従わなければな らない仕組み とな っている。

ウースター理工科大学 にお いて も、ABETの 審査をパ ス した学 科 にお

いては数学が大学 において基礎科 目と して位置付 けされてお り、 そ してA

BETよ り示 された基準に したが い、それを満足す る教育 を行 なわ なけれ

ばな らないよ うにな っている。

ABETに おいて数学にかか る項 目の説明 川 は次のよ うに示 されてい

る。

「数学の学習 は三角関数 を超えた ものであるべ きで、計算 よ りも数学的

概念や原理 に重点 がおかれなければな らない。微分、積分、微分方程式が

含 まれ る必要があ る。確率統計、線形代数学、数値解析、上級微分積分か

ら1～2の 科 目が付 け加え られ ることが望ま しい。

コンピュータ使用 ない しプログラ ミングの技能訓練科 目は数学、基礎科

学の必修要件を満 たす もの とはみなされない。」

また人文諸学科 は数学 とともにこの大学で重要視を してい る一般教育 で

ある。人文諸学科の コースは1000レ ベル、2000レ ベル、3000レ ベルの コー

スに分かれ、各分野、各 レベルに応 じて多 くの コー スが設定 されてい る。

ところで この大学 においては学生が履修すべ き人文諸学科を"SUFFICI-

ENCY"と 名付 けて いる。 この言葉は 自分の専門にかかわ るコー スと履修課

程を示す もので、学生 は人文諸学科 で選択 した学科の知識がいか に得 られ

たか、 また学生個 々の専門外の科 目でどれだけ履修 したかを認識す る意味

で用い られている。 そ して、 これ まで専 門とは異 なる関係のな いコースに

お いて、 どのよ うな コースを何単位取得 して進級 したかを示 して いた従来

の単な る数値 とは意 味を異な るもの と している。

人文諸学科で提示 され る学科を選択 し、履修す るかわ りに、特別の専門

分野を研究す る 「自主研究(independentstudy)」 はsufficiencyの 中で

示 され るコースにおいては最 も多 い単位数を もつ コースである。
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「自主研究」 とは人文諸学科 もしくは一般教養の分野において、学生が初

めて とりかか る研究 であるとい って もよい。

これ は履修の規定 において、人文諸学科 の分野 においては、学生 に提示

した多 くの コースの 中か ら6コ ー スの履修 をす るか、あ るいは6コ ース分

に相 当す る時間 を、学生個 々が独 自のテーマを もって論文を書 く 「自主研

究」を履修す るか、 どち らかが義務づ けられて いるためである。

自主研究の論文 は、学生の 自由な選択の もと、 たとえば欧州の歴史 と米

国の歴史 とい う2つ のセクシ ョンを学 び、そこか ら 「欧州 と米国の関係が

どのように変わ って きたか」など とい うよ うな ものであ る。 自主研究の意

義は、学生が多 くの異 なった コースを履修 し、 それ らの コースの散漫的な

分野の影響を受 けるよ りも、む しろ学生が 自分の選択によ り、ひとっのテ

ーマを もち、研究す ることの方 が有意義 とい う判断 に基づいての ものであ

る。 これはまたWPIプ ランの意向に沿 っているということができる。

ところですで に述べたよ うに ウースター理工科大学では人文諸学科の単

位修得をすべての学生 に義務付 け して いる。 これ はウースター理工科大学

の教育理念か らきて いるものであ り、人文諸学科の これ らの分野 を学習す

る目標を次のよ うに掲げてい る。

i)人 文領域につ いての充分 なバ ックグラウ ン ドを もっ技術学生を育て上

げるということ。

五)工 学 もしくは科学 において発揮 され る人間の創造性を洞察する能力を

養 うこと。

苗)物 事を正 しく、広い 目で見 る ことができ、 もの ごとを正 しく評価、検

証す る力を持 たせ ること。

次の表2-5は 数多 くの人文諸学科の中の科 目の 中か ら、1年 次に学習す

べ きものの一部 を学生 に紹介 しているもので ある。

次 に社会科学 にっいて述べれ ば、 この科 目はどの学科において も、必ず

履修すべ き学科 であ る。 それが取 り扱 う分野 は、学生 ・社会を とりま く経

済や政治の仕組 みそ してそれ らが いかに形作 られ、統制 されて いるか また

学生個 々あるいは集団における行動 などを取 り扱 うもの と して いる。学生

は経済学、政治科 学、社会学、心理学、人類学 などの どの分野か らで も自
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由にその コースの選択が可能であ る。

ところで この大学 における社会科学 分野 の考 え方 は大 きく2っ に分かれ

てい るのが特徴であ る。

ひ とつ は社会科学 を学習することで、その領域 と範囲を学生 に理解 させ、

いかにIQPの 設計 と関連 させ るかを考 えさせ るコア とな るコースであ る。

もうひとつ は社会科学を一歩踏 み込み、特別 な課題、問題を学生に提供

す る、 あるい はまた社会問題を取 り上 げ るなど し、社会科学分野のよ り詳

細 な理解を図 るとともに、物事を深 く見 るための コースである。 これ ら提

供す る社会科学の コースはいつれ もIQPの ための知識 と技量を与 えるの

に役立っ もの と して いる。 したが って2コ ースの履修を必修 と してい るの

もIQPと の強い関連か らきてい るものである。

IQP、 人文諸学科、社会科学 の3分 野を あわせ ると11コ ースが あ り、

これだけの科 目を一般教養にさ くことは米国の大学においては非常 にユニ

ークであ る。そ して この3つ の分野 において、学生は3つ の論文の提 出を

義務づけ られている。提出された論文 は、それ ぞれの論文か らいかに該 当

の科 目を理解 を して いるのか、また科学的 な知識 は備わ ってい るのか、 あ

るいは社会 と関連 した工学的知識 は備 わ って いるのか、語学力、文章力 は

ど うかなどのチ ェックが該 当学科 の教員 によ って行われている。

このよ うな教育の現状を見てみ る と、一般教育、専門教育 ともにカ リキ

ュラム運営 の中で、お互いの科 目の同化が 自然 な形でなされ、各学科 の教

務関係者が い う 「技術バカでない優秀 な技術者」の土壌作 りを している こ

とを十分理解す ることができる。
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表2-5人 文諸学科の学生への案内

はじめは人文諸学科か ら

これ らは学生が最初 に選択す る人文諸学科の1000レ ベルコースである。

美術史 相互 関連

AR1111美 術史 入 門 HU1411ア メ リカ研 究 入 門

英 語 外国人のために

EN1221ド ラマ入 門;

劇 場 に お け るス テ ー ジと場 面

EN1222シ ェ クス ピァ

EN1231ア メ リカ文 学 と文 化

EN1242英 語 に よ る作 詩 法

EN1251文 学入 門

EN1253政 治 ・文化 入 門

EN2211作 文 の 基礎

IS1811外 国人学生 のための作文

IS1812外 国人学生 のための話 し方

IS1813外 国人学生のための

アメ リカの歴史

音 楽

MU1611音 楽 の 基礎

外国語 哲学と宗教

GN1511ド イ ツ語 入 門

GN1521ス ペ イ ン語 入 門

PY/RE1731哲 学 ・宗 教 入 門

歴 史

HI1311ア メ リカ都市の歴史入 門

HI1312ア メ リカ社会の歴史入 門

HI1313外 国政治 と外交歴史入 門

HI1322ヨ ーロッパ文化 と

社会 の歴史入 門

HI1323ロ シア/ソ ビエ ト歴史入門

HI1324心 理学 、伝記、歴史入 門

HI1331科 学の歴史入 門

HI1332技 術の歴史入 門

一16一



2.1.2ウ ェン トワース科学技術専門学校における一般教育科 目とその設定

(a)一 般 教育 重視の背景

今回訪問 した ウェン トワース科学技術専門学校(日 本文の訳の関係で専 門

学校 と してい るが、 日本の専門学校 と異な り大学である。)は ニ ューイ ン

グラ ン ドにおけ る最大の工学系の技術者育成の学校で あ り、 その教育 内容

はい くらか、 日本の工業系の専門学校色を帯 びていると言 ってよい。

ウェ ン トワース科学技術専門学校 において も一般教育 は、 ウースター理

工科大学 と同様、重要視されて いる。 しか しなが ら日本同様、一般教育科

目受講 に対 す る学生の関心の度合いは、ディスカ ッションの席上で伺 うか

ぎり概 して低 い との ことである。 したが って技術者教育 にあ たり、一般教

育の意 義等 、学校 自体が学生 に対 して必要 に応 じて啓蒙を行 っているとい

うことで あ る。 ただ年を追 うごとに一般教育の意義の理解が されて くるよ

うであ る。 こうした一般教育に対す る関心度の状 況は、 この学校が職業専

門教育 を主体 とす る学校 であ り、実務に強い人材育成を狙 った教育 を行 っ

ている こと、 したが って内容的には日本の専門学校 と同様、専門分野 の教

育 に力を入れ 、即戦力の人材育成 に力を注 いでい ることか らこのよ うな状

況が発生 して い るよ うである。 しか しなが ら同校 においての教育体系、技

術者育成の体系 を見 る限 り、決 して一般教育 は軽率 には扱われてお らず、

質の高 い技術者育成を 目指 している。

この よ うな状況下においての同校 における学校 の教育方 針 は以下の よ う

に示 されて いる。

(ア)若 者を社会で通用す るプ ロフェ ッショナルに育て ること。

(イ)教 育の哲学 は、批判す る目を持つ人を育 て ること。

(ウ)キ ャ リアを もった人を育 てること。 このために数学、科学 の教育 に

力を注 ぐ。

(エ)修 士号、博士号を 目指す人を養成す ること。

ところで同 じ専門技術者を育成す る日本の専 門学校 と、 この学校 の異 な

る点は、学 生に学習プログラムにより準学士、学士号の取得 の道が開かれ

てい ることであ る。 たとえば当初、技術習得 の 目的か ら入学 した者 も、学

習の水準 の達成度合 いや学生の希望 によ り、その水準を ク リアす ることに
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より、図2-1で 示 すよ うに進学の道が開かれてい るとい うことであ る。

日本においては平 成3年 、大学設置基準の改正が行 われた。 この改正の

趣 旨や意 義が社会 に広 く理解 され、 これか ら大学 と専 門学 校 との結 びつ き

が もっと強 くな り、単位認定、単位互換が認め られ るよ うになれば、 この

学校 と同様、 日本 の専門学校 の学生 にもこうした道 も可能 となる。 また同

一法人内で大学 と専門学校を もっ体制の法人においては、 この ウェン トワ

ース科学 技術専門学校 と類似のルー トを作 ることにより、 ウェン トワース

科学技術専門学校 とは教育内容等 、学校運営、教育運営面 は大 き く異な る

ものの、体制的 には近 い もの となる。

↓
↓ →

ウェン トワース科学技術者専門学校お ける進学の展望

こうした学校 の教育方針 の もと、技術者の育成展望の もとにおいて作成

されているカ リキ ュラムは、必然的 にカ リキ ュラム全体の 中において 占め

る一般教育科 目の割合 は多 い。

この専門学校 におけ るカ リキ ュラムの中に占ある一般教育科 目の割 り合

いを見るために、 この学校の2年 課程の コンピュータ科学科 を取 り上 げ、

一般 教育科 目と専 門教育科 目のそれを図2-2に 示す。

2年 課程をあえて選択 した ことは、 日本 にお ける専 門学 校(情 報化人 材

育成連携機関の委嘱校)が 圧倒的に2年 課程が多いか らであ る。
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1年 次2年 次

図2-2コ ンピュータ科学科における専門教育 と一般教育の割合

(b)コ ンピュータ科学科の めざす ものと一般教育

ウェン トワース科学技術専門学校におけるコンピュータ科学科 の教育 目

標 とす るところの概略は、次の ような点である。

「コン ピュータは現代の技術社会の多 くの部分を担 ってお り、人類の努

力によ って生 まれたあ らゆる分野 に深 く関わ り合 ってい る。 コンピュータ

科学科は、 これ らコ ンピュータと深 く関わる応用分野の開発 とともに、 コ

ンピュー タが ソフ トウェアによ っていかに制御 され るかを理 解す るのに必

要な基礎知識 を学ぶ ものである」

こう した教育 目標の もと、 コンピュータ科学科にお けるカ リキ ュラムは

産業界 または ビジネス界において、多 くの異 なった分野で コ ンピュー タを

応用で きるよ うに、学生を教育す る ものと して いる。そ して この多岐に渡

る分野で活躍 で きるなど人 材育成 目標の達成は、同校が行な う一般教育 が

大 いに役 立 って とい うこともで きる。

当然の ことなが らこの学科の卒業 によ り準学士号の取得が可能で あ り、

また学士号の取得へ の道 もこのカ リキュラムを消化す る ことと、 その他一

部の条件を満たす ことにより可能 としていることか らも、一般教育 の割合

が多 いとい うことを うかが うことがで きる。

表2-3は この学校が職業専門教育 とともに実施 してい る一般教育科 目を

表 した ものであ る。
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表2-32年 間に履修す る一般教育科 目

学 年
1年 次(firstyear) 2年 次(secondyear)

科目

必 修 英 語 経済会計

政治学入門

代数および三角法

数 学 事前計算数学

微分積分学1

選 択 微分積分学H

技術物理1 技術物理H

社会科学 大学物理1 大学物理II

化学1

社会科学

(c)実 践型教育 に向けてのプ ログラム と一般教育

ウェン トワース科学技術専門学校 においては、学位を 目指す学科 の学生に

おいて は、産業界に出て有給 で仕事をす る機会 を与え られてい る共 同プロ

グラム(cooperativeworksemester)が 必修科 目と して用意 されて いる。

この プログラムは、学生時代に学んだ ことと関係す る内容を もつ企業に

おいて、 その専門家の指導の もとに、 またそ う した企業の もとにおいて実

務経験 を積 もうとする ものであ る。 このプ ログラムの大 きな目的は実務体

験(on-the-jobtraining)を 通 して教室で学んだ ことに対す る知識 と視野

の拡大、 そ して来た るべ き就職にっ いての考え方 の手助 けを しようとす る
奄

ものである。 この共同プログラムのため に、 このプ ログラムに関係す る学

校の関係者 は、企業の斡旋、企業への面接指導か らプログラム完成の 目標、

問題解決法 に至 るまで、学生 に対 して はさまざまな情 報を提供す るととも
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に、 これか らの共 同プログラムの成功のために企業開拓 など も行 う役 目を

担 って いる。

参考 までにこのプ ログラムは、学士号 を取得す るためには、8ヵ 月か ら

12ヵ 月間企業においての実務経験 を積む こととなってい る。 またこの実務

経験の プログラムは学士号取得 の要件 となってはいるものの、履修単位 と

して は数え られて はいない。

ところで実務体験を通 して技術者の育成を行 うこのよ うな専門学校 にあ

って も、3年 次、4年 次 において も専門教育 と一般教育 は併行 して展開 さ

れてお り、教育課程の 中での育成 目標であるコ ミュニケー シ ョン技術、チ

ーム作 りなどとともに、思考分析 力を養 い、教養あ る職業人 を目指 してい

る。

図2-4は ウェン トワース科学技術専門学校の3～4年 次 に展開 され る一

般教育 と専門教育 との履修単位比率の図であ る。但 し共 同プログラムにっ

いては この図の中に は含 まれて はいない。 この図か ら、いか に一般教育を

大切 と して いるかを理解す ることがで きる。

一 般 教 育

専 門 教 育
37.5%

62.5%

初級学年(3年 次)

一 般 教 育

専 門教 育
37.5%

62.5%

上級学年(4年 次)

図2-43～4年 次 における一般教育 と専 門教育の割合

(d)一 般教育を取 り仕切 る リベ ラルアーツ ・カ レッジ

米国 における大学 で、学部 レベルで多 くの専門学科 を もって いる場合、

学校 によっては基礎教育 にかか る部分の教育を担当す る りベ ラル アーツの
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カ レ ッジ(CollegeofARTSandSCIENCES)を 持 つ 学 校 もあ る。 そ して この

カ レッジに 属す る学 科(department)に よ り一 般 教 育 が行 な われ て い る よ う

で あ る。

今回 訪 問 の ウ ェ ン トワ ース科 学 技 術専 門 学 校 にお いて も、 リベ ラ ル ア ー

ツ ・カ レ ッジを持 って お り、関 係 者 の話 か ら学 校 にお け る一 般 教育 は この

カ レッジに よ り取 り仕 切 られて い る との ことで あ る。 したが って一 般 教 育

と と もに、 コ ン ピ ュー タ に関す る基 礎用 語 な ど も この カ レッ ジで学 習 をす

るよ うにな って い る。

この大 学 に お け る りベ ラル ア ー ツ ・カ レ ッ ジは コ ン ピュー タ科 学 学科

(ComputerScience)、 人文科 学 ・人 文 社会 学 学 科(HumanitiesandSocial

Sciences)、 経 営 科 学 学 科(ManagementScience)、 数 学学 科(Mathematics)、

物 理 学 科(Physics)の 諸 学科 を 有 して い る。

す で に③ の(a)で 述 べ た よ うに、 この学 校 は技 術 習得 の 道 か ら準 学 士 、学

士へ の道 が 開 か れ て い る。 この た め最上 位 の学 位 で あ る学 士号 を 得 るた め

に必 要 な人 文科 学 や 社 会科 学(humanitiesorsocialscience)な どの 一般

教育 に関 す る教 育 の 場 は、4年 間 また は5年 間 の学 科 教 育 の 中で 設 定 され

て い る。 この た め りベ ラル ア ー ツ ・カ レ ッジで 学 ぶ学 生 は、 カ レッ ジ自体

の もっ 諸 学 科 の 中 で の 専攻 を と らえ る場合 もあ れ ば 、準 学 士取 得 後 、 リベ

ラル ア ー ツ ・カ レ ッジに ない専 門教 育 を他 の カ レ ッジで専 攻 す る こ と も可

能 と して い る。

しか しな が ら一 般 教育 を志 向 した りベ ラル ア ー ツ ・カ レ ッジの カ リキ ュ

ラム は スペ シ ャ リス トを育 て る こと も意識 して お り、学 生 は必 ず カ レッ ジ

内 の諸 学 科 にあ る専攻 分 野 、 た とえ ば コ ン ピュ ー タ科学B.S(Bachelor

ofScience)、 コ ン ピュー タ科 学 システ ムB.S、 エ ンジニ ア リ ング ・テ

ク ノ ロ ジB.Sな どの 専攻 を入 学 段 階 か らもっ 形 と な って い る よ うで あ る。

したが って 専 門教 育 は一 般 教育 と と もに入学 段 階 か ら始 ま って い る とい う

こ とが で き る。 これ は コ ン ピュー タ科 学学 科 にお け る一 般 科 目 と専 門科 目

の割 合 の 図2-3か ら も想定 で き る こ とで あ る。

と ころで 視点 を 変 え て この よ うな学 校 にお け る リベ ラル ァ ー ッ ・カ レッ

ジを 見 た と き、 日本 にお け る教 育 は一 般 教 育 と専 門教 育 が あ たか も対 立 し
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て いるかのよ うに見受け られ る。 おおむね 日本の大学における一般教育 は

1～2年 次にか けて行われ、その後3～4年 次に専門教育 に入 ってい く履

修体系を とっているケースが多い。(図2-4B図 参照)

こ うした教育体制の中で は、一般教育 の意義を入学後2年 経過 した専門

教育の段階では、 もはや理解す ることは難 しいよ うに思われ る。 しか しな

が ら、 この学校の教育 システムにおいては一般教育 と専門教育がなん らか

の関係や展望を もって行なわれてお り、基礎一般教育の上 に立 った専門教

育が うま く成 されて いるように思われ る。

これ は②で述べ たウースター理工科大学 において もいえ ることである。

2.1.3米 国の技術教育 のアクレデ ィテーシ ョンと一般教育

(a)ア ク レデ ィテー シ ョンの意義

米 国の大学 においては、各大学の カ リキュラムの標準維持や設置基準を

維持す るためにアク レディテー ションが機能を果た している。 日本 におけ

る大学 において は大学設置基準 などがそれにあたる ものであ り、専門学校

を身近 な例 として とるな らば、基準の厳 しさは さてお き、情 報処理教育 の

専門学 校教育管理を行 なう通 商産業省が示す情 報化人材育成連携機関委嘱

校 と しての基準や学校教育法 に掲げ る基準であ るといえる。

ウースター理工科大学 におけるコ ンピュータ科学学科において もCSA

B(ComputerScienceAccreditationBoard)に よ って審査 され、認め られ

た学 習プ ログラムを用意 し、学位が とれ るようになっている。 コンピュー

タ科学学科長の話か ら察す ると、 アクレディテー ション自体は学校 にお け

る独 自性 のカ リキ ュラムを犯す もの として懸念を して いるように見受 ける。

しか しなが ら州か らの寄付金 の援助など、 また学校の社会的な認知を得 る

ためには、多少の懸念 はあ って も、ア クレデ ィテーシ ョンの認可を受 ける

ことの方が重要であ る。 このためアクレディテー ションの認可を受けやす

くす るためにカ リキ ュラムに工夫を こらしてい るということであ る。

ウースター理工科大学、 ウェン トワース科学技術専門学校 ともに工業教

育進歩 向上のために設 け られた工学系の アク レデ ィテー ションの組織AB

ET(AccreditationBoardforEngineeringTechnology)の 認定を受 けて
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い る。 この組織 の業務 は大学 における学士 、およびそれに準ず る学 位、修

士号 、博士号の設 置基準の制定 とそれ に基づ く資格認定である。

ABETに おけ るカ リキュラムの一般基準 にはカ リキ ュラムの 目標 と内

容、学校の管理運営、施設な どが挙 げ られている。また課程基準に は大学

で設置する各課程 ごとの設置基準が挙げ られて いる。

(b)ア クレデ ィテー シ ョンにおけ る一般教育 の位置付 け

ABETに おいては一般教育を重視 してお り、技術者育成に向 けて 「技

術者 は単 なる専門の工業技術者ではな く、幅広 い分野で対応で きる技術者」

をめ ざす教育方針を とっている。

この組織の設置基準における 「カ リキュラムの 目標 と内容」の うち 「目

標」 には次の よ うな項 目川 を挙げている。

(ア)社 会に存在す る問題 の うち工学的処理が可能 な ものについて、実際

的処理方法を記述 ・適応す る能力

(イ)技 術者が直面す る工業技術 と社会 との関連問題 にっいての完成

(ウ)技 術者 とい う専門職業にかかわ る倫理的問題 の理解

(エ)生 涯学 習によ って職業能力を保持す る能力

こうした 目標 の もと、大学 の4年 課程の うち3年 分 にっいては次 の学科

の科 目の履修 を最低基準 と して掲 げて いる。

(ア)数 学および基礎科学(BasicScience)

(イ)工 業科学(EngineeringScience)

(ウ)工 業設計(EngineeringDesign)

(エ)人 文科学 ・社会科学

ウースター理工科大学 においては この基準を満 たすべ く数学 につ いては

42科 目の開講を、 また基礎科学にっいては物理関係で11科 目、化学関係で

12科 目、生物関係 で19科 目、地球科学分野で2科 目、 また工業科学、工業

設 計 については数十科 目が、 また人文科学 ・社会科学分野において は美術

史 ・技法、英語、 ドイ ツ語、 スペイ ン語、歴史、人文、音楽 、哲学 、宗教

学 な どが このため に用意 されて いる。

ア ク レディテ ーシ ョンにおいての人文科学 ・社会科学 においては次のよ
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うな説明 川 が成 されてお り、一般教育 の重視を伺 うことがで きる。

「人文科学 ・社会科学を学習す る意義は幅広 い教養を身につけるとい う

目的にかな うのみではな く、工業関係の専門職業 にっいての目的に もかな

うものであ る。 したが って人文 ・社会科学 に関す る学習は、工業専門職の

もつ理念を反 映 させ 、工学教育にふ さわ しい目的や学校 の教育目的を達成

で きるよう計 画 され なければな らない。 そ して工業技術者が もっ、その社

会的責任を充分 に 自覚 し、意志決定 に際 して関連 す る諸事項をよ り適切に

勘案す ることが で きるように、学校 は人文 ・社会科 学の科 目を工学課程 の

不可欠な部分 と して組み込 まなければな らない。 この考え方はい くら強調

して も強調 しす ぎる ことはない。

さ らに この人文 ・社会科学の領域 は、単に相互 に関連の ない入門 コース

の組み合わぜ に限 る ことな く、上級の レベル コースを も組み入 れなければ

な らない。

また人文 ・社会科学の これ らの科 目は一般 に言 われて いる定義 に合致 し

た ものでなければな らない。すなわち人文諸学科 とは人間 とその文化にか

かわ る知識分野であ り、社会科学 とは社会におけ る、 また社会 に対する個

人の関係 につ いての学習であ る。

この領域の伝統的 な科 目には、 たとえば哲学、宗教、歴史、文学、美術、

社会学 、心理学、政治学、人類学、経済学、外国語が ある。非伝統的科 目

には、た とえば技術 と人間の問題、技術史、職業倫理 と社会的責任などが

あ る。 これ らの科 目は、文化的価値に関連 した材料 を相 当量含んでい るべ

きで、単 に学生の技量を高めるためのルーチ ンワークで は不適切であ る。」

こうした方針の もとにおいて作成カ リキ ュラムには厳 しいものがあ り、

ウースター理工科大学のようなIQP、MQPな ど学校独 自のプロジェク

トを もち、運営 してい く学校 においては、認定 まで には相当の期間がかか

ったようであ る。

ちなみ にア ク レデ ィテー シ ョンの完全認定 は6年 で あ り、完全認定を受

けている大学 は全米 で40%程 度 という厳 しさで ある。完全認定 までには

3年 認定が有 り、その後6年 の完全認定 となるよ うで ある。 ウースター理

工科大学 は完全認 定を受けている大学であ り、 この次の審査は1995年
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であ ると関係者 は述べ ている。

(c}ア クレデ ィテー シ ョンにおける一般教育 と専門教育 の考え方

米国にお ける一般教育 の水準はア クレデ ィテーシ ョンによ って保たれて

お り、各学校 とも専門教育 とともにその取 り組み は熱心 であ る。

日本にお ける高等教 育機関において は、履 修す る学科 目を一般教育 プロ

グラムと専門教育 プログラムを明確に分離 して考え る傾向があ る。(す べ

ての高等教育機関で はな い。一部の学校 において は一般教育プ ログラムと

専門教育 プログラムを有機的に組み合 わせてい るところ もある。)こ れ に

対 して今回訪問 した学校 において は、一般教育科 目と専門科 目ともにAB

ETの 厳 しい審査があ る ものの、 また学部や学科 によ りその構成は異 なる

ものの、一般教育 と専門教育におけ る教育 カ リキ ュラムを分離す ることは

せず、それ らの教育が何 らかの形で有機的 に組み立 て られ るようなカ リキ

ュラム ・プラ ンや プロジ ェク ト作 りに努力 してい る。言 いかえれば一般教

育科 目であ って も、専門科 目であって も、教育に関連す る学科 目をすべて

同一 の土俵 にのせ、学生 の専攻分野 にかかわ らず、実社会 で活躍で きる教

養人 を育て上 げる ことを 目標 と して いる。 これ はまたABETの 目的で も

あ るのだが。

2.1.4ま と め

一般教育を専 門教育の 中で どのよ うに位置付 けるか は、学校教育機関 に

よ り大 きく異な ってい る。 しか しなが ら今回の調査 によ り理解で きる こと

は、専 門教育の重要性 と、それを一般教育 との有機的 な結び付 きに努力 を

注いでいるか とい うことである。調査対象 とな った学校 にお いては、学生

個 々が、専攻す る学科 の学習を積み重ね るに したが い、履修す る一般教育

プ ログラムの意 義 と専 門教育 とのかかわ りを 自然 に理解で きるようにカ リ

キ ュラムの上で努 力を している。また経験学習を通 してそれ らを認識 し、

幅広い知識を習得 させ、総合的 に判 断 ・学習す る基礎 的な能力を育成す る

機会を学生に与 えてい るとい うことである。 したが って技術者育成教育 と

はいえ、技術を教 え ることに対 しては、即効果を上 げ得 る技術教育で はな

いよ うである。

一26一



ところで一般教育 の意義は この調査対象の学校 を含めおおむね次 のよ う

な点を上げ る ことがで きる。

まず第1点 は、学生 に高い教養を身につけ させ、人間が人間 と して生活

で きる教養を もたせ ることで ある。 これ によ り専 門知識を身につけた とき、

正 しくその知識を生かす ことができる。

第2点 は、広 い視野 で物事をみることがで きる力を養 うことである。事

門教育 にお いて も専攻分野 だけを学んでいたので は、狭 い片 寄 った知識 と

なって しまう。

学生の学ぶ分野 も単一領域ではな く、相互 に関連す る分野 も時代 と とも

に広 くな って きているのが現状である。 こうした中で広い視野か ら学問を

と らえ ることは重要 な こととな って きている。 ウースター理工科大学のI

QPの 教 育、 ウェン トワース科学技術専門学校 にお ける共同プ ログラムは

まさにこの点 か らきて いる ものである。

第3点 は専 門教育 に役立っ基礎知識を学生 に与え ることである。 この基

礎知識は専 門教育の効果を上げるだけではな く、学生の一般教育 に対す る

興味 ともか らんで くることになる。 ウースタL理 工科 大学 の基礎科学や ウ

ェン トワース科学技術専門学校 における リベ ラル アーツ ・カ レッジの教育

もこうした専 門教育の上 に立 った一般教育の考え方があ るので はないか と

思われ る。

第4点 は、私達が当た り前の知識 として もっていなければな らない常識

で ある。 これ は人間社会で生 きて いく上 においての、その国の もっ文化等

の知識の習得で ある。

こうした一般教育 の理念 と目標の もと、一般教育は次の図2-5で 示 され

るような履修体系の うち、調査対象校において は専門教育 と一般教育を平

行 して行 い、両者の教育 交流 を常に もつAの 型を もって履修計画が なされ

て いる。 これ はすでに述 べたように一般教育 と専門教育が いか にかかわ る

かを理解す るの には良い教育履修体系であ るといえ る。

こうした履修体系の もとで行なわれ る一般教育 は、学校 で提示 されて い

る多 くの領域の中か ら学生が独 自に教育 プログラムを作成 し、履修 できる

学校 もあれば、数科 目とい う狭 い領域の中での科 目選択 しかで きない学校
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があるということであ る。た とえば前者 はウースター理工科大学であ り、

後者 はウェ ン トワース科学技術専門学校であ る。 これ は専門教育志向の強

さによって異な って いるとみ ることがで きる。 しか しなが ら決 して科 目構

成が 貧弱であ るということは意味 しない。それ らは入学生 の質の問題、入

学生の入学前のバ ックグラウ ン ドな どの諸問題か らきて いるとみることが

で きる。

A.専 門教育 と平 行型の履修

T

ア
著

ユエイ
上

B.専 門教育前 の履修

図2-5一 般教育の履修体系

最後に調査対 象校を含め、米国の学校が一般教育 と専門教育 とのかかわ

りあいをいかに持 たせ るか、また各大学の もっ伝統 と歴史 そ して教育理念

を壊 さずに、如 何に魅力的な一般教育を取 り込んで い くか。 また さらに学

校 をと りま く諸条 件をふ まえ、各々の学校 にふ さわ しい独 自の一般教育 を

如何 に構成す るかを、関係者 の話および、 カ リキ ュラム構 成の中か ら感 じ

とる ことがで きる。

今後の専門学 校教育 において も 「即戦力」を売 り物 にす るだけではな く、

急速 な時代の流 れの中で 「即戦力」の裏側 に潜む 「即 、使 えな くな る」 と

い うことを念頭 にお き、 これか らの技術者教育を考えてい く必要があ る。
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2.2カ リキ ュラムの内容 と学生資質の実態

2.2.1ウ ースター理工科大学調査結果

(a)概 要

ウースター理工科大学(WPI)は 、修士 ・博士課程の大学院 も持つ

4年 制の理工科大学 であ る。現在 、全 日制の学生数は、学部 ・大学 院合わ

せて3200人 の規模で あ り、 これ以外 に夜間 コースの大学院 には543人 が籍

を置いてい る。

昨年、学部への応募 者総数は約2700人 であ り、その内入学を許可 された

者 は685人 で、入学難 易度 の高い大学 と して ラ ンク付 け されて いる。

WPIは 、技術を実社会 との係わ り合いの中で捉え る 「理論 と実践」を

強 く要求 して いる。 そのため実際 の企業に出向 いて問題を解決 しなが ら

"プ ロジ
ェク ト"を完成 させ る能力や、地域社会の問題解決をテーマ に し

た"プ ロジェク ト"を完成 させ る能力を要求 している。

さらに、 これ らのプ ロジェク トを遂行 させ る過程で は、技術的 な能力よ

りも人間性が 問われ る事が多 く、人文系科 目の履修が必須 とされてい る。

本項では、 日本の情 報処理科に該 当す るコンピュータ科学学科 について

履修科 目、卒業要件、学生の実態な どについての調査結果をま とめた。

(b)入 学者の レベル

日本の各大学で実施 して いるよ うな入学試験 はない。入学希望者は、大

学入試委員会(CollegeEntranceExaminationBoard;CEEB)ま たは、

アメ リカ大学入試サ ー ビス(AmericanCollegeTestingService;ACT)

のテス トを受 けてい なければな らない。

CEEBの 場合、数 学 と英語のSAT(ScholasticAptitudeTest)と 、

数学、英語、科学のアチーブメ ン トテス トが必要であ る。

教務部の話によれば、入学者の レベルは

●SAT数 学:620～700点 、 英語:500～580点(各800点 満 点)

合計1200点 以上

●アチーブメ ン トテス ト

数 学:600～700点 、英 語:500～600点 、 科 学:500～600

点(各800点 満点)
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で あ るが 、 ア チ ー ブメ ン トテ ス トの 方が 審 査 の比 重 が重 い との ことで あ

った。

さ らに 、 プ ロ ジ ェク トの遂 行 に 必要 な創 造 力 ・コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力

・指 導 力 を 見 る た め に

●課 外 活動(ク ラ ブ活 動 の部 長 経 験 、企 業 で の 経験 な ど)

●学 業 以 外 に も って い る興味 、 趣 味

な ど、高 校 か らの 推薦 状 以 外 に も 自主 申告 させ て 、審 査 を行 って い る。

この 自主 申告 につ い て

「偽 りや、 誇 大 な 申告 を した場 合 チ ェ ックで き るの か?」

との質 問 に対 し、

「偽 って入 学 して も、 授 業 にっ いて 行 けな い し、 卒 業 もで きな い。

退学 す る しか な いで あ ろ う。 」

と返 って きた 回答 に 、我 が 国 の現 状 を 省み て 赤 面 す る思 い で あ った。

WPIの 入 学 審 査 の厳 しさは 、入 学 者の80%が4～5年 で卒 業 して い る

事 実 に よ り、 効 果 が大 きい と考 え て い るよ うで あ る。 ちな み に、 全米 的 な

レベ ル で同 数 字 は50～60%で あ る。

(c)コ ンピ ュー タ科 学学 科 の概 要

・1969年 設 立 の比 較 的 新 しい学 科 で あ る(電 気 工 学科 は1890年 創 設)

・12人 の 専任 教 授 陣(内11人 がPh .Doctor)

・学 科 学 生 数;192人(新 入 生 は 毎年50人)

・全 日制 の 大 学 院生;43人

・学部 の 科 目数;29

・大学 院 の 科 目数;24

・昨年 の学 位 学 士;35人 、 修 士;30人

・3種 類 の学 士 号

① コ ン ピ ュー タ科 学(ComputerScience)

② コ ンピ ュー タ数 学(ComputerswithMathematicalApplications)

③ コ ンピ ュー タ経 営 学(ComputerswithCommercialApplications)

この 内 、 ① の コ ン ピ ュ ー タ科 学 の み がCSAB(ComputerScience

AccreditationBoard)の 認 定 を受 けて い る。 この 認 定 委 員会 は全米 的 な
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規 模 で 、 大学 の教 育 内容 を調 べ て 認 可 を行 って い る(MITの よ うな研 究

型 の 大 学 で は この認 可 を取 って いな い)。

(d)コ ン ピュー タ科 学学 科 配 当の 履 修科 目 と単 位

配 当の 分野 と最 低 履修 単 位数 は以 下 の通 りで あ る。

1.コ ン ピュー タ科学6単 位

(ComputerScience)(Units)

2.数 学7/3単 位

(Mathematics)

3.基 礎 科 学/応 用科 学5/3単 位

(BasicScienceand/orEngineeringScience)

合計10単 位

(注)1科 目は17時 間で、1/3単 位 に当た る

コンピュータ科学6単 位の中には

・ただ1つ の必修科 目 「社会連 累講座(SocialImplication)」 が あ り、

科学技術が社会 といかに関わ り、いかに使われているかを学習す る。

・入 門講座 は2科 目だけであ る。

・1単 位は、後に述べ るMQPを とらねばな らない。

・システム/応 用/理 論の3分 野か ら各1っ 以上、4000レ ベル(一 般的

には4年 次割 当)の 科 目を最低5科 目選 択 しなければいけない。

表2-6に コ ンピュータ科学学科配 当の履修科 目と単位を、図2-7に は科 目

選択の フローチ ャー トを示す。
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表2-6コ ンピュータ科学学科配 当の履修科 目

基 本 コ ー ス

プ ロ グ ラ ミ ン グ

分 類A 分 類B

プ ログラ ミング入門 C言 語 とUNIX

プログラ ミング概論1 コ ン ピュー タ入 門

プログラ ミング概論H プログラ ミング技法

COBOL

(最大!/3単 位)

数 学 関 係 コ ー ス

コ ン ピュー タ数 学 、 コ ンピ ュー タの た め の数 値 計 算

(最大1/3単 位)

社 会 科 学 コ ー ス

社会連累学
科学技術 と社会生活(CSコ ースにはカウ ン トしない)

(最 小1/3単 位)

そ の 他 の 基 本 コ ー ス

コ ン ピュー タ の構 成 とア セ ンブ ラ1,H

コ ンピュー タ数 学 、 デ ー タ構 造 、 フ ァイル 構 造

オ ペ レーテ ィ ン グ シス テ ム1、 ソフ トウ ェア技 術

人 とコンピュータの相互作用

専 門 分 野 の 基 本 コ ー ス

(最小5/3単 位)

システム 応用 理論

オペレーティングシステムH 数値計算 アルゴリズム解 析

コンピゴ タネヲトワーク シミュレーション技 術 有 限 オートマスタ

コンピュ一夕アーキテクチュア 人工知能入門 計算理論
プログラミング言語構文解析 データベース設 計

プログラミング語意味解析 コンビ仁 タグラフィクス

(最小1/3単 位) (最 小1/3単 位) (最小1/3単 位)
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図2-7 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 学 科 履 修 フ ロ ー チ ャ ー ト
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同図 の よ うに、4年 間 の カ リキ ュラ ムで は、29科 目と非 常 に豊 富 に用 意

されて お り(学 科 長の 言)、 各 レベ ル毎 の科 目(科 目番 号 の 最 上 位 桁 が レ

ベ ル)選 択 の 仕 方 は、 最 小 科 目数 を選 ん だ場 合

●3(レ ベ ル1000)→3(同2000)→4(同3000)→5(同4000)

の 合計15科 目で あ るが 、 平 均 的 に は

●3(レ ベ ル1000)→4(同2000)→5(同3000)→6(同4000)

合 計18科 目を選 択 す る そ うで あ る。

(e)MQP

MQPは 、TheMajorQualifyingProjectの 略語 で あ り、 専 攻 分 野 に

お け る知 識技 能 を 高 め 、 問 題 を解 決 しなが ら一 つ の テ ーマ を ま とめ上 げ る

中 で実 社 会 での 実 力 を 付 け させ よ う とす る もので あ る。

プ ロ ジ ェ ク トの テ ー マ は、学 生 自身や 学内 の教 授 陣 あ るい は 学 外の 協 力

企業 の 現場 の専 門 家 に よ って提 案 され る。

4年 次 に グル ー プ を 作 って実 施 され る もので あ り、 我 が 国 の 卒 業研 究 に

相 当す る と思 わ れ る。 説 明 で は以 下の 点 が強調 され た。

●学 内 ま た は学 外 の何 れ かで 行 われ る。

企 業や 公 的機 関 で の実 習や 発表 を 行 った り、CADや メ ー カ ーの 研究

所 を利 用 す る絶 好 の機 会 で あ る。

●DEC(DigitalEquipmentCorporation)はWPIの プ ロ ジェ ク ト

セ ンタ ーに な って い る。 これ以 外 に も全世 界 にWPIの プ ロ ジ ェク ト

に参 画 して い る企 業 が あ る。

●報 告 書 の提 出 と、 口頭 に よ る発 表 の義 務が あ る。

1989～1990年 に行 われ た コ ンピ ュー タ科 学学 科 のMQPの 幾 つ か を以 下

に示す 。

"USERINTERFACEFORAGENERICTASKSPECIFICMETHODSESTIMATIONSHELL"

"DESIGNOFAKNOWLEDGEMANAGEMENTSYSTEM"

"SIMULATINGCHAOTICSYSTEMSWITHCOMPUTERGRAPHICS"

"SPEECHRECOGNITIONUSINGNEURALNETWORKS"

"ILLDATABASEMANAGEMENTSYSTEM"

"SPECIFICATIONSFORAPRE -AUTOROUTERERRORDETECTIONPROCEDURE"
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``DOCUMENTPROCESSINGUSINGATTRIBUTEGRAMMARS"

"FLOORPLANINPUTPROGRAM"

"NATURALLANGUAGEINTERFACETOASMALLDATABASE"

"NATURALSCENESFROMTOPOLOGICALMAPINFORMATION"

"PROBLEMSOLVINGINHYPERTEXT"

(f)卒 業

卒 業 す な わ ち学 士 号 取 得 の た め に は、(d)で 述べ た単 位 の他 に

●人 間性 を 高 め るた め に、一 般 教 養 ・人 文 系 の履 修

●専 攻 分 野以 外 の 、社 会 にお け る他 部 門の 重 要性 を理 解 し、 それ らの部

と協 力 し合 う こ とで 、技 術 と人 間(社 会)の 係 わ りを 学 ぶ

IQP(lnteractionalQualifyingProject)の 履 修

が 要 求 され て い る。

必 要 最 低.単位 数 は15単 位(1単 位 は3科 目(コース)分 、1科 目(コース)は17

時 間 に相 当す る)。 先 に述 べ たが 、 昨年 の 卒業 生(学 士号 取 得 者)が35人

で あ り、50人 の 入 学 者 に対 し、70%の 割 合 で あ る。 説 明 に よ れ ば平 均 的 に

は80%と の こ とで あ るが 、 授 業 内容 か ら判 断 し、 卒業 生 の レベ ル はか な り

高 い と思 わ れ る。

大学 の 名 声 ・社 会 評価 は、 卒 業生 の 社会 にお け る活 躍 ぶ りで 決 ま るた め、

卒 業生 の レベ ル を 維 持 す る こと は大 学 に と って 非 常 に重 要 な要 件 で あ る。

大学 の格 差 は 、 就 職 時 の初 任 給 の差 とな って 大 き く現 れ る との ことで あ

る。 「2年 制 の 技 術 専 門 学校 の 卒 業 生 は、WPI卒 業 生 と同 じポ ジシ ョン

に は付 け な い」 と断 言 した 。

(9)そ の他

本 調 査項 目に関 わ る内容 の うち、 入 学試 験 で ふ るい分 け は行 え な い、 行

った と して も幅 広 い層 の入 学 生 を受 け入 れ ざ るを 得 な い我 が 国 の 専 門学 校

の実 態 との違 い に よ り視 点 の 合 わ な い部 分が あ る。

学 生 の 脱 落 に つ いて も、 その 内容 、質 に大 きな違 いが あ るよ うだが 、学

生指 導 と言 う面 で は共 通 した もの もあ る。以 下 にWPIで 行 わ れ て い る学

生指 導 の ため の シ ステ ムを紹 介 す る。

●ACADEMICADVISING
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科 目の選択や、専攻分野の決定に対 し、色 々な情報 や助言を与えて く

れ るア ドバ イザが決め られて いる。入学後、学生 はア ドバ イザの理解 と

協力の もと、 自 らの責任 で専攻分野を決め、履修計画 をたてる。

学 生は、学期 の途中で も常 にア ドバ イザ と接触 し、話合 いを行 う。

初年次初め に、基礎 固めを中心 とした"FIRST-YEARADVISING"を 行 うア

ドバ イザ と、専攻分 野におけ る"UPPERCLASSADVISING"を 行 うア ドバ イ

ザがいる。

●COUNSELINGANDSTUDENTDEVELOPMENTCENTER(CSDC)

学業 を続 けてい く上でのあ らゆる障害を取 り除 くための もので、全て

の学生 は無料でサ ー ビスを受 けることが出来 る。

このセ ンターは月曜か ら金曜 日の午前8時30分 か ら午後5時 まで開い

てお り、 いっで も相談に行 くことが出来 る。 また、 ス トレス管理や効

果的な人間関係 の作 り方 などのセ ミナー も行 って いる。

●MAJORSELECTIONPROGRAM

専攻分野や将 来の職業決定 を手助けす るための システムが用意 されて

いる。 それぞれの専門に対す る能力や適性を調べ るための 自己評価テス

トを受 けることが出来 る。上記のCSDCと 同 じ建物にあ り、 同 じ時間開

設 されて いる。

●MATHANDSCIENCEHELPPROGRAM

数学系、科学 系の科 目において、1年 生対象に行われ る日本には見 ら

れない、学生 リー ダを配する勉学サポー トシステムであ る。新 しい概念

や難 しい考え方 、授業外に多量 な宿題が要求 される科 目について、学期

の最初の週 に実施 され る。

手助 けす る リー ダは、既にその科目を修了 している学部の先輩であ る。

リーダはその授業 に一緒 に出席 して、回 りの学生 と同 じように授業 に参

加 し、週 当 り3～4コ マ(50分)の 補講を実施する。

●WRITINGRESOURCECENTER

レポー トなどの書 き方、ライティングにっ いてあ らゆる指導を行 うセ

ンターで、無料で いつで も利用で きる。

外 国人対象 は勿論であ るが、ライティング技術 とい うことで米国人学

一37一



生 に対す る指導 を行 っている。

以上の ように、学生に対す るきめ細か い指導体制が設け られている。 こ

れ らシステムの実際の利用状況、効果 まで調 査は及 ばなか った。

単位認定 は、担当教授 によりかな り厳 しく行われているよ うであるが、

不合格判定については、学生のために、記録に残 さない(履 修表に不合格

と記 さない)配 慮を している。 これ によ り、学生が伸び伸びと勉強す るよ

うにな り、効果 があ った とのことである。

2.2.2ウ ェン トワー ス科 学技術専門学校調査結果

(a)概 要

ウェン トワーヌi科学技術専 門学校(WIT)は 、修学年数 として1年 制

・2年 制 ・4年 制を持つ科学技術専 門学校で あ り、2年 制 コースでは準学

士、4年 制 コー スで は学士号 を取得す る ことがで きる。全 日制以外に、夜

間や週末 ・日曜の コースが用意 されている。

高校か らの入学生が主であるが、およそ25%は 他の教育機関か らの編入

者である。

1991年 の総学生数 は、3617人 であ る。 昨年 の応募者総数 は2240人 であ り、

その内入学を許可 された者 は969人 で ある。

外国籍 を持つ もの は220人 であ り、総学 生数 の6.1%に 当た る。全世界

56ヶ 国よ り集 まって いるが、半数 はア ジアか らの留学生である。

WITの 教育 は、実際 に見せる事 に重点 をおいてお り、講義 と実習の組

合せにな ってい る。 したが って、教授 陣 も実務 の経験が10年 以上 とい うこ

とである。

また、技術の陳腐化を防 ぐために"INDUSTRIALADVISORYCOMMITTEE"

が設 け られ、常 に新 しい技術を紹介 してい る。

コンピュータ教育 に対す る考え方 は、 ソフ トウェアを含めて 「その機能

をいか に有効 に利用す るか」であ り、 日本の プログラム開発型の情報処理

科 とは主 旨が異 な って いる。

本 項で取 り上 げた コ ンピュータ科学学 科 も教養学部(COLLEGEOFARTS

ANDSCIENCES;技 術者や専門家に必要なバ ックグラウン ドを与え るのを 目

一38一



的 と し た 学 部 で あ る)の 管 轄 で あ り 、 工 学 部(COLLEGEOFENGINEERING

ANDTECHNOLOGY)の 学 科 で は な い 。

(b)入 学 者 の レ ベ ル

WITで も 、 日 本 の 各 大 学 で 実 施 して い る よ う な 入 学 試 験 は な い 。

1年 制 コ ー ス は 、 技 術 の 習 得 が 目 的 で あ り 、 学 位 は な い 。

2年 制 コ ー ス は 、 次 の 準 学 士 の 学 位 が 取 得 で き る 。

●AssociateinAppliedScienceDegree;A .A.S.(全 日 制 と 夜 間)

●AssociateinEngineeringDegree;A .E.(全 日 制)

●AssociateinTechnologyDegree;A .T.(全 日 制)

4年 制 コ ー ス は 、 学 士 号 が 取 得 で き る 。

・BachelorofScienceDegree;B
.S.(全 日 制 と 週 末)

1991年 の資料 によれば、入学者の平均 レベル はSATの 点 数で

S

ス－

A

E

T

S

コ

A

A

A

B

語 学

360

390

320

390

数 学

420

480

340

480

合 計 点の 平均

790

870

670

850

全体平均 380 460 840

であ る。 この数字 は、難 関校 と言われた前述 のWPIの1200点 よ り、か な

り低い値であ るが、WITは 産学協 同教育につ いて長い歴史 と実績を持 って

お り全米の工業界 に強いつ なが りを持 っている。

前記 に示すよ うに、 コースによ って入学時の合格 レベルに差があ るが、入

学後 にコースを変更(ス テ ップア ップ)す ることは可能であ る。

(c)コ ンピュー タ科学学科(応 用科学準学士、2年 コース)

このプ ログラムは、工業界や産業界の色々な分野でコ ンピュータを使 いこ

なせ る人材を育成す るのが 目的であ る。以下に示すカ リキ ュラムを履修す る
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ことで 「準学士」の学位 を取得で きる。

さらに、学士号を取得す るために下記の選択が用意 されている。

(ア)平 日は仕事 につ いた まま、夜間 コースまたは土曜 コース、あ るいは

その両 コースで勉学を続ける。

(イ)全 日制学士 コースの勉学を続 ける。

●カ リキュラム

rR」 は週当 りの座学時間数、 「L」 は週 当 りの実習時間数、

rC]は 学期で認定 され る時間数(単 位数)を 意味 している。

【1年 次 ・秋 期 】

「コ ン ピュー タ科 学 お よび デ ー タ処 理 入 門 」

「PASCALに よ る コ ン ピュー タ入 門 」

「英語1」

「数学1(指 定選 択)」

「科学1(指 定 選 択)」

R

2

3

4

4

3

L

4

2

0

0

2

C

4

4

4

4

4

小計16 8 20

【1年 次 ・春 期 】

rCOBOLプ ログ ラ ミング1」

「PASCAL応 用 」

「英 語1」

「数 学ll(指 定 選 択)」

「2進 数 と2値 論 理 」

R

3

3

4

4

4

L

2

2

0

0

0

C

4

4

4

4

4

小計18 420

《1年 次 ・指 定選 択 科 目》

数 学:「 代 数 と三角 関 数 」、 「関 数 一 般論 」 、 「微積1」 、 「微 積ll」

科 学:「 力 学 入 門1」 、 「力学1」
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【2年 次 ・秋 期 】

「ア セ ンブ ラ とオペ レーテ ィ ング シス テ ム」

「デ ー タ要 素 と フ ァイル 」

「PASCALに よ るデ ー タ構 造 」

「社 会科 学(選 択)」

「簿 記 会計 」

R

3

3

3

4

4

L

2

2

2

0

0

C

4

4

4

4

4

ノ」、言十17620

【2年 次 ・春期 】

「話法 と文書技法」

「コ ンピュータ システムと ビジネスへの応用」

「データベース管理 システム」

「コ ンピュータグラフィックス入 門」

「科学(指 定選択)」

「合衆国政府 と政治学概論」

L

2

2

2

2

2

0

R

1

3

3

3

3

2

C

2

4

4

4

4

2

ノ」、言十151020

《2年 次 ・指定選択科 目》

科学:「 力学入門II」 、 「力学II」 、 「化学1」

(d)コ ンピュータ科学学科(科 学学士、4年 制後半 コース)

前記 の準学士を修了 した後に、 この プログラムに入 る。

この プログラムで は、後で説明す る 「企業実習(Co-opProgram)」 が2

学期の間必修 になってい る。 このプログラムのほ とん どの講座は、WITの

生涯教育 の一環 と して夜 間や土曜 日に も開講 されている。

このプ ログラムに入 るためには、以下 に指定す る分野の科 目と単位 を修得

していなければな らない。

さ らに、 この内の64単 位につ いて は、成績点の平均が2.0以 上 ある こと

が条件 であ る(4点 が最高点、成績 と点数 の与え方 について は後述す る)。

。文書および口頭発表によるコ ミュニ ケーシ ョン6単 位
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。人文学 および社会学

。数学(「 関数一般論」以上 を含む)

。科学(「 力学1」 以上を含む)

。テ クニ カルサ イエ ンスおよび専門科 目

PASCAL入 門

PASCAL応 用

PASCALに よ るデータ構造1

アセ ンブラ

4単 位

8単 位

8単 位

38単 位

●カ リキ ュ ラム

【3年 次 ・秋期 】

「テ クニ カル ライ テ ィ ング」

「コ ン ピュータ ア ー キ テ ク チ ャ」

「PASCALプ ロ グラマ の た め のC言 語 」

「デ ー タベ ー ス応 用 」

位単

4

4

4

4

小計 16

【3年 次 ・春期】

「企業実習1」

位単

0

【3年 次 ・夏期】

「オペ レーティ ングシステム」

rLISP」

「人文科学あ るいは社会科学(選 択)」

「コ ンピュータ数学(集 合論、OR、 他)」

位単

4

4

4

4

小計 16
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【4年 次 ・秋 期 】

「企 業実 習II」

単位

0

【4年 次 ・春期 】

「人工知能入門」

「データ通信 システムとネ ッ トワー ク」

「意思決定支援 システム」

「人文科学 あるいは社会科 学(選 択)」

位単

4

4

4

4

12

【4年 次 ・夏期 】

「システム運営」

「ソフ トウ ェア設計」

「コンピュータ科学 ・セ ミナ」

「人文科学あ るいは社会科 学(選 択)」

位単

4

4

4

4

小計 16

(e)コ ンピュータ システム学科(科 学学士 、5年 制後半週末 コース)

前記の準学士を修了 した後 に、 このプログラムの3年 次 に入 り、週末 コー

スで3年 間学習 し、科学学士を修得することが出来 る。

ここの基本 プログラムで は、高級言語によるプログラ ミング技術 、 ソフ ト

ウェア設計が出来 るためのハ ー ドとソフ ト全般の知識 を身 につける。

基本 プログラム修 了後、専門 プログラムがある。 さらに選択によ り希望す

る領域のよ り深 い知識 ・技術を学習す ることが 出来 る。

この プログラムに入 るためには、以下に指定す る分野 の科 目と単 位を修得

して いなければな らない。

さ らに、 この内 の64単 位 につ いては、成績点の平均 が2.0以 上あ ることが
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条件である(4点 が最高点 、成績 と点数の与え方 にっいては後述する)。

o文 書および 口頭発表によ るコ ミュニケー シ ョン

。人文学 および社会学

○数学(「 代数 と三角関数」以上を含む)

○科学(「 力学1」 以上 を含む)

oテ クニカルサイエ ンスお よび専門科 目

8単 位

4単 位

8単 位

8単 位

36単 位

● カ リキ ュラ ム

【基 本 プ ログ ラ ム】(44単 位)

o高 級 言語

「PASCAL入 門 」

「PASCAL応 用 」 また は 「C言 語 」

「PASCALに よ る デ ー タ構 造1」 また は

「C言 語 に よ るデ ー タ構 造1」

「ア セ ンブ ラ とオ ペ レー テ ィ ング シス テ ム」

「コ ン ピュ ー タア ー キ テ クチ ュア」

oソ フ トウ ェア設 計

「ソ フ トウ ェア設 計 と システ ム開 発 」 また は

「ビジネ ス システ ムの解 析 」

。人 文 科学 ・社 会 科学

「テ クニ カ ル ライ テ ィ ング」

「人 文科 学 ・社 会 科 学 分 野 よ り12単 位(400レ ベ ル 以上)選 択 」

o数 学

「コ ンピ ュー タ数学(集 合 、 順 列組 合 せ 、他)」 ま売 は

「コ ン ピュー タ数 学(集 合 論 、OR、 他)」

【専 門 プ ロ グラ ム】(8単 位)

「LISP」 ・,「人 工 知能 入 門 」

ま た は、

「デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム」 ・ 「デ ー タベ ー ス応用 」
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または、

「UNIX」 ・ 「データ通信 とネ ッ トワーク」

【専門選択 プ ログラム】(12単 位)

「システム運営」

「データ構造 とアルゴ リズム解析」

「コンピュータグラ フィ ックス」

「意思決定支援 システム」

「簿記 会計 」

「原価計 算 と生産管理」

(f)産 学 協同教 育(CooperativeEducation)

産学協同教育 は、学校における教育 と実社会 での仕事の経験が相 まって完

成す るとい う米 国教育 の基本的な考 え方であ る。

WITは その長 い歴史の中でこの理念を貫いて きてお り、その結果 、米国

の工業界 と強いっなが りを維持 して きている。

この産学協 同教育 プログラム 「企業実習」(Co-opと 略す)は 、学士 コー

スに入学 した学 生全員に課せ られ る。米国での 「企業実習」は 日本で行われ

て い る、単な るアルバ イ ト的な作業よ りも質の高い ものであ り、新卒 と同 レ

ベ ルの給与が与え られ る。

表2-8は 、Co-opの 実施時期 を示 してい る。

表2-8Ce-opの 実 施 時 期

学 士4年 制 コ ー ス

学 年 秋 期 春 期 夏 期

1年 次

2年 次
平常授業 平常授業

任意選択

CO-OP

3年 次 平常授業 CO-OP 平常授業

4年 次 CO-OP 平常授業 平常授業

一45一



学 士5年 制 コ ー ス

学 年 秋 期 春 期 夏 期

1年 次

2年 次

平常授業 平常授業
任意選択

CO-OP

3年 次 平常授業 平常授業 CO-OP

4年 次 平常授業 平常授業 CO-OP

5年 次 平常授業 平常授業 一 ー 一

(9)そ の他

科 目の評価 は下記 の段階で行われ、各 々の段階には4点 満点の重み付 けが

な されて いる。 この点数 はGAP(GradePointAverage)と して進級 の判

定材料に使われ る。

評 価段 階(GRADE)内 容(DEFINITION) 配 点(WEIGHT)

　
　

　
　

　
ザ

A

B

B

C

C

D

D

F

優 秀(Excellent)

優(Good)

良(Fair)

可(LowestPassingGrade)

不 可(Fail)

4、0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.0

進級、卒業の実状 は約40%が 脱落 との ことであ った。

学生指導にっ いて は、他の学校 より親切 に手を差 し伸べているとの ことで、

次の ような システムが活動 して いる。

●STUDBNTADVISOR
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学生20人 に 付 き1人 の ア ドバ イザが 割 り当て られ て お り、 学 生 は1学 期

に2回 は ア ドバ イザ と面 談 しな けれ ば いけな い。

留学 生 に はINTERNATIONALSTUDENTADVISOR'SOFFICEが 常 設 されて い る。

●THELEARNINGCENTER

この 学 習 セ ンタ は 日曜 日以 外 、午 前7時 半 か ら午後6時 まで 毎 日開 い て

お り、 授 業 の 補 習 な ど、 す べ て の学 習 の手 助 けを して くれ る。

授 業 で用 い る ビデオ 資 料 、 フ ロ ッピィな どが 登 録保 管 され て お り、学 生

は それ を借 りだ して 見 る ことが 出来 る。ハ ー ドコ ピーを と る こ と も可 能 で

あ る。

同セ ンタ ー で指 導 して い る先 生 も居 るが 、優 秀 な学 生 を ア ル バ イ トと し

て使 って もい る。

これ ら以外 に、 他 の 大 学 同 様

"COUNSELINGCENTER''"CAREERCENTER""CAREERPLANNINGOFFICE"

"COOPERATIVEEDUCATIONOFFICE''"INTERNATIONALSTUDENTADVISOR"

な ど な ど多 くの サ ー ビスが 提 供 されて い る。

2.2.3ま と め

(a)技 術者の区別は、 当然 であ り、 コ ミュニテ ィカ レッジや大学 に入 ること

は上級技術者への道を選ぶ ことである。

WITで は、学校の勉学 にっ いて行けない者は、 テクニ シャンとして進路

を変えるべ きだ との発言で あ った。

米 国においてプ ログラ ミングは基礎教育の1っ であ り、 「コンピュータを学

ぶ 」 と言 うことは、 「ど う使 うか」が中心である。 したが って、技術者には

バ ックグラウン ドにな る知識、応用力が要求 される。

プ ログラ ミング技術で もって評価 されがちな 日本の情報処理技術者に対す

る考え方は、考 え直す時期 にきて いると思われる。

(b)い わゆる入学試験 は行われ ないが、入学判定の能力は 「数学」 と 「語学」

の基礎学力が基本であ る。

加 うるに 「ヒューマニテ ィ」が強調されてお り、仕事 は一人で 出来 るもの

で な く、対人 コ ミュニケー シ ョン能力が要求 されて いる。
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(c)必 要 とされ る科 目は、すでに述べ た通 りであ るが 「数学」 「科学」 「人

文科学 ・社会科学」 の比重が大 きい。

各々の科 目に対す る合格 、不合格の判定は教授の判断で厳 しく行われ、進

級について、平均的 に40%が 脱落す る。 しか し、 日本の脱落 とはイメー ジが

異な り、学 生の努力が不足 しレベルに到達 しなければ当黙視 されているよ う

である。

ただ し、 日本 とは比較にな らないほどにカウンセ リングシステムや、チ ュ

一夕 リングシステム(レ ポー トの書 き方か ら上手 な教科書の使い方 まで、そ

の学校の学習 システ ムに慣 れていない学生 に対 して少人数、またはマ ンツー

マ ンで指導す るシステ ム)が 完備 してい る。WITの 学 習セ ンタなど試験前

にな ると深夜12時 まで開 いて いるとの ことで あ った。

㈲ 専門プログラムの選択 にっいてはア ドバ イ ジングシステムが完備 してお

り、入学後 ア ドバ イザと相談の上、 「学生の責任」で決定す るシステムであ

る。 したが って、能 力適性の ミスマ ッチは聞かれ なか ったが、設備 と学生数

のバ ラ ンスにつ いては、 「若干 は発生す るものの収 まる」 とい う微妙 な発言

があった。

本項 目を終 え るに当 り、結 果的 に見 ると米国の社 会通念や物 の考え方な ど

基本的な事情 に対す る調 査が未熟な ままに、本調 査を組み立てた感が拭 い去

れず恥ずか しい思 いが残 る。 で きれば次の機会に は、カ ウンセ リングやチュ

一夕 リングシステ ムなどの利用状況の実態を深 く追求 し、効果を調べ、我が

国の教育現場 に も根付かせたい と考えている。
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2.3カ リキ ュラムを支える教育環境

2.3.1カ リキ ュラムの 目標

まず各 々の学校の カ リキュラムの 目標 をイ ンタ ビュー及びプ レゼ ンテー シ

ョンの内容よ りまとめ る。

(a)ウ ースター理工科大学

「21世 紀 にな るにあた って、専 門知識のみでな く、それをいか に社会

へ還元するかが望 まれて いる。そのため にエ ンジニア リングのみでな く、

さ らにマネー ジメ ン トも学んでそれ らを活用出来 る知識を学 ばせ る。そ し

てテス トに重点 を置 くのではな く、 ホー ムワー クやプロジェク トの完成 の

積 み重ねに重点 を置いた教育 を心が けて いる。 そのために、 自分が行 って

いるプ ロジェク トを完成 させないと卒業 させない。 また真のエ ンジニア、

サイエ ンテ ィス トと して完 成され るためには文系のバ ックグラウ ン ドもし

っか りした ものを もっていないといけない。 そのために、学士を取得す る

ため には人文系の科 目を取 る ことを必要 とす る。」

(b)ウ ェン トワース科学技術専門学校

「コ ンピュータを学ぶので はな く、科 目を勉強す る中で コンピュータを

どの よ うに使 って行 くのかを学ばせ る。 そのために、すべての授業が講義

と実習の組合せ にな ってお り、実 習に重点をおいてい る。 目の前 で実際 に

見せて興味を もたせ、仕事へでた とき役立っよ うにさせ る。

授業で コンピュータを使 うときには、① コンピュータをただのツール と

して考えず に、教育 と教材の一部 として使 う。② コ ンピュータを使 って よ

りよ く学生に理解 をさせ る。」

以上2校 の 目標 を比べ ると、その まま 日本の専門学校の情報 システム学

科 の 目標及び情報処理学科の 目標 になってい るのではなかろ うか。

2.3.2カ リキ ュラム の 入 口(入 学 条 件)

次 に各 々の学 校 の カ リキ ュラ ム に入 って 来 る学 生 の基 礎 レベル を知 る もの

と して入 学 者の 学 力 ・適性 面 を比 較 す る。

(a)ウ ース タ ー理 工科 大 学

入 学 志願 者 はCEEB(CollegeEntranceExaminationBoard)テ ス ト

一49一



ま た はACT(AmericanCollegeTestingService)テ ス トを 受 け ね ば な

らな い。CEEBテ ス トを選 択 した場 合 はSAT(ScholasticAptitude

Test)と 三 つ の ア チ ー ブ メ ン トテ ス トが あ る1)。SATテ ス トに っ い て は

資 料1,22)を 添 付 した 。

⑦SATテ ス ト … 学生 の 全 般 的 な知 識 と適 性 を調 べ るテ ス ト2)。

各 科 目800点 満点 の うち入学 者 の レベ ル は

・数 学620～700点

・語 学500～580点

合 計1600点 満 点 の うち

・合 計1100～1200点

④ アチ ー ブ メ ン トテ ス ト … 学 科 にっ い て 達成 度 を調 べ る学 力 テ ス ト。

各科 目800点 満 点 の うち入 学 者 の レベ ル は

・数 学600～700点

・英 語500～600点

.・科 学500～600点

◎ プ ロ ジ ェ ク ト指 向 の 審査 … 課 外 活 動 の経 験 を通 して創 造 力 、 対人

ス キル 、 リー ダ ー シ ップ、 マ ネ ー ジメ ン トスキ ル を み る。

・クラ ブの 部 長経 験

・全 米 科 学 フ ェス テ ィバ ル へ の参 加 経 験

・パ ー トタ イ ム ジ ョブの 経 験

・そ の他 学 業 以外 に趣 味 を もって い るか

「以 上 ⑦④ ◎ を も とに して入 学 者 を 選抜 して い る。

・い ま まで の経 験 よ り、SATよ り もア チ ー ブメ ン トテ ス トの方 が大 学

で どの よ う にな って行 くか の予 測 が で き る。

・新入 生 の85%の 学 生 は出身 校 の上 位25%以 内 に入 って い る。

・入学 審 査 の 成 否 は何 人 の 卒 業生 が 出 るか が 目安 で あ る。 当校 で は80%

が5年 間 で 卒 業 して お り、 これ は全 国 平 均(50%～60%)と く らべ て

高 い。

・大学 に入 る時 点 で は何 を 専 門 に す るか は未 定 で よい
。 入 ってか らどの

専 門 にす るか は指 導 ガ イ ダ ンス を 通 して 決 め る。 」
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(b)ウ ェ ン トワース科学技術専門学校

⑦SATの 成績

合計1600点 満点 の うち入学 者の レベル は

・数学 と語学の合計850～900点

SATの 成績が悪 くて も高校の ときの成績が よいときはそれで決める

こともある。

④TOEFL(海 外か らの留学生対象)

490点 以上

「・どの コースへ進むか は学生が選択す る

・基準 に達 して いない学生は入学出来 ない

・40%は1年 間で1年 生か ら2年 生に進級で きない

・40%は 準学士を取 れずに(2年 課程を修了出来ず に)去 る

・この数字 は工科系大学 では一般的な ものであ る」

ウースター理工科大 学は高 い教育 目標 に合わせて高 い レベルの学 生及 び

プロジェク ト指向を もっ学生を求めている。 ウェン トワース科学技 術専門

学校 はもっと一般的な レベ ルの学生を求めてお り、 この レベルでの海外か

らの留学生 も多 い。

2.3.3カ リキ ュラムの出口(卒 業条件)

カ リキュラムを通過 して出て行 くときの学生の学力 レベルを測 るもの とし

て両校の卒業研究の内容 を比較す る。

(a)ウ ース ター理工科大学

⑦4年 間で15単 位(45コ ース)以 上必要であ る。

④ 論文を3っ 提 出

(i)MQp(MajorQualifyingProject)

・1単 位(3コ ース)分 の比重

・フル タイムで7週 や るの と同 じ

・も し3人 の チームな ら1000時 間を費や して行 うプ ロジェク トに

な る

例)土 木工学の プロジェク ト
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汚水処理 システムの プロジェク ト設計

(11)IQP(InteractionalQualifyingProject)

・自分が勉強 して いる技術 と社会 との間の相互作用 にっ いて勉強 し

ているかを調べ る

(m)一 般教養か ら トピック(人 文社会系の 内容)を 選んで 自分で勉

強 してまとめ る

上記(i)(五)(hi)に よ り、科学面 、社会性、語学面での学生の能力

を評価す る。

(b)ウ ェ ン トワース科学技術専 門学校

(ア)必 要な単位 の他 に、2学 期分(4カ 月 ×2)のCO-OPプ ログラ

ム(企 業での実務研修)を とらないといけない

・CO-OPプ ログラムでは企業へ新卒の社員 と同 じ待遇で入 って

仕事をす る

・終了後、学生 と企業か ら実際に行 った実務研修の内容を報告 させ

せ る

・このプログラムには2000社 の登録候補があ り、学生には時給10

～13ド ルのサ ラ リーがで る。

上記 ウースター理工科大学 の卒業研究MQPは 、 プロジェク ト完成型の

企業実習 にな っている。一方 ウェン トワース科学技術専門学校の卒業研究

CO-OPプ ログラムはプロジェク ト開発的色彩が薄 く、企業での実務演

習にあたるようである。 いずれに して も、通称 コープ(Co-op:Cooperative

EducationProgram)と よばれ る企業実 習はア カデ ミックなカ リキュラムと

オ フキ ャンパ スでの有給の企業実務経験 とを組み合 わせ るとい うアメ リカ

の実学指 向の教育 コンセプ トであ る。 これは、産業界 との関係が大学 よ り

も緊密な 日本 の専門学校が もっともっと取 り入れてい くべ き方向である と

思われ る。

2.3.4カ リキ ュラムの中身

ここで は、 ウースター理工科大学経営学部経営情報 システ ム学科の カ リキ

ュラムの教科 目を紹介す る。
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コ ン ピ ュー タ技 術 者 、SEは ビジネ スの こ とを知 って い ない とい けな いの

で このバ ック グラ ウ ン ドを与 え 、 マ ネ ー ジ メ ン トとコ ン ピュー タ科 学 の 知 識

を 融 合 し、 ビ ジネ ス アナ リス ト、 プ ログ ラマ 、 シス テム ア ナ リス ト、 エ ン ド

ユ ー ザ ・サ ポ ー トス タ ッフ、 イ ン フ ォメー シ ョ ンシステ ム ・マ ネ ー ジャの 養

成 を す る。 その た めの カ リキ ュ ラムで 取 り上 げ られて い る科 目は以 下 の 表 に

示 す 通 りで あ る。

表2-9経 営情報 システム学科の科 目

一般教養
数学(計 算、統計)、 人文科学、社会科学

コ ン ピュ ー タ プ ロ グラ ミング、 デ ー タ構 造 、 コ ン ピ ュータ編 成

科学情報処理 データベース管理 またはデータ通信

システム概念、 システム分析 とシステム設計

シス テム プ ロ ジェ ク ト

、 、"

マ 不 一 ン 会計学、経済学、財政学 、組織学、商法、
メ ン ト マ ー ケテ ィ ング、 オペ レー シ ョンズ リサ ー チ

生産、商業保険

その他 コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 が 重 要
'

コ ン ピ ュー タ コンパイラ言語(現 在PASCALだ が将来はC言 語)

実習 アセ ンブ リ言語 を使 った プログラ ミング

第4世 代言語
パ ソ コ ン、 及 び メイ ンフ レー ムのOS(DOS、WIN

、 DOWS、UNIXを 使 った実習)
ロ ーカル お よ び イ ンター ナ シ ョナル ・ネ ッ トワー クを 使

った電子 メール体験
パ ソ コ ンソ フ トで の 演 習(表 計 算 ソ フ ト、 ワー プ ロソ フ

ト、 デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト、 統 計 ソ フ ト、 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ンソ フ ト)

ユ ーザイ ンタフェー スを含む システム開発 と ドキ ュメ ン

ト作成(シ ステムを完成 させ るMQPプ ロジェク ト)

ローカル組織 との システム開発

卒業研究 ローカル組織での フルタイム勤務

(企業研修) プ ログ ラ ミング、 シス テ ム テ ス ト、 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ン、 システム設計を含 む

プログラム作成 中心の 日本の専門学校 と比較す ると、アプ リケー ションソ

フ トの実習が多 くエ ン ドユーザ コンピューテ ィング指向であ るのが 印象的で

あ った。 もと もとシステムエ ンジニアや システムコ ンサルタン ト養成が この

学科 の教育 目標 のよ うであ り、 また米国で はすで に高校 において、 いろ いろ
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な教育場面で コ ンピュータを取 り入れた教育が行われて いることもあって、

日本の専門学校 と単純 には比較で きない。 しか し、今後 は日本 において も中

学お よび高校で コ ンピュータの初歩や プログラ ミングの初歩を習得 して くる

学生が増える ことを考え ると、 日本 もまもな くこの方向 に向か うもの と思わ

れる。

2.3.5カ リキ ュラムの運用 を支え るサポー ト体制

カ リキ ュラムの運用 にあた っては、各種サ ー ビス部門が あ って専任のスタ

ッフが これを支えている1)3)`)。

(a)教 員向け

(ア)テ ィーチ ング ・リソースセ ンタ(ウ ースター理工科大学)

・ソフ トの使い方 や、講習会 の開催

・教員の教育研修の手助 け

(イ)コ ンピュータ ・セ ンタ(ウ ェン トワース科学技術専門学校)

(i)管 理 システム部門

・学校の全オ フィスが コ ンピュータのター ミナルを もってい る

・全 ター ミナル は教務部 と直結 して いて教務部長が学生の成績を見

た り、情報を電子 メールで流す ことが出来 る

・全学部長 と秘書 はター ミナルを もっていて、学生の履修状況や履

修条件を管理す る ことがで きる

(i)ア カデ ミックサ ー ビス部門

・ど ういうソフ トウェアやネ ッ トワークを使 った らよいか の手助け

をす る

・コンピュータの専 門的な ことに答え、解決す る

・週1回 すべて のパ ソコンの ソフ トウェアをダウ ンロー ドしてソフ

トのク リー ンア ップを してい る

・7つ あるコンピュータ実習室のメ ンテナ ンスを して いる

(b)学 生向け

(i)ラ ーニ ングセ ンタ(ウ ェン トワース科学技術専 門学校)

・学業の遅れてい る学生のため に個人指導を してい る。
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・無料で週6日 、7:30～20:00ま でオープン

・担 当教師は いるが、学生が教えた方がよい場合 もあ るので、よ くで

きる学生に頼 んで給料を払 って個人指導 させ たり している。

(ti)ラ イテ ィ ング ・リソース ・セ ンタ(ウ ースター理工科大学)

・プロジェク ト作業上発生す る文章作成上の問題 について専任教員が

が毎 日無料 で指 導す る。講師のほかに も、辞書の使い方や文章構成

および共通 的な誤 りに関す る ビデオ、報告書や提案書のフ ォーマ ッ

ト、文章技法 向上のための書籍などが使用できる。

(ur)イ ンス トラ クシ ョナル ・メディア ・セ ンタ

(ウ ースター理工科大学)

・ビデオ教材の 開発、AV機 器の貸出、

AV教 室 にて1500本 以上の ビデオが視聴で きる

(iv)カ ウ ンセ リング&ス チ ューデ ント・ディベ ロップメ ン ト・セ ンタ

(ウ ースター理工科大学)

・個人的 な問題や職業にっ いてのカウンセ リング、職業適性検査、健

全 なライ フスタイルのための指導、ス トレスコン トロールや学習ス

キルの指導、 ク リエイテ ィブな意志決定、有効な人間関係について

の セ ミナーの開催

(v)キ ャ リアセ ンタ(ウ ェン トワース科学技術専門学校)

・就職指導 はキ ャ リアセ ンタが行 う。CO-OP会 社の斡旋、卒業後

の就職斡旋、履歴書の書 き方、面接の対応 もここで教えて くれ る。

この ように、キ ャンパ スライフを教員に とって も学生 にとって も学

業面、生活面 にお いて充実 した ものにす るための豊富 なサ ポー ト体制

があ る。 これは教育環境、職場環境を整え、その上 でプロと しての教

員が働 き、またプ ロを目指す もの としての学生が学 び、相互 に評価 し

合 いよ り良 い ものに してい こうとす る姿勢が感 じ取 られる。

2.3.6カ リキ ュラムの 成果 について

カ リキュラムの成果 としての達 成度を持 った学生が獲得 す る就職先、職業

及び資格 につ いて述べ る。
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(a)ウ ースター理工科大学

卒業生の就職先

・システム コンサルタ ン ト

・ビジネス コンサル タ ン ト

・大 きな会社の情報処 理部門

・保 険会社 など

「このよ うな就 職先にたい して は、大学の他の学部や学科の卒業生 に対 し

て門戸が開かれて いるが、2年 制 のテ クノロジー専 門学校卒業生ではオペ レ

ータな どのポ ジシ ョンしかない。旅行会社な どでは新卒を雇 って ビジネスコ

ンサル タン トと しての社内教育 しているところ もあ るが、保険会社な どで は

経験者を専門に養成す る会社を利 用 してお り、新卒者の入 る余地 はない。 テ

クニ カルな部分や、 オペ レー シ ョンをするだけな どの仕事 には専門学校卒業

生で充分だが、 リーダやチーフと して働 くには大学的学力を持 った人材が必

要 となる。ア シスタ ン トなどには大学教育が必要だが アシスタ ン ト教育 は大

学では行 っていない。」

米国においては、大学は システムエ ンジニア、 システムコンサル タン トの

供給源であ り、 これ らの人材 はその基礎 と して しっか りした コンピュータ科

学の カ リキュラムを学んでい ることが必要 とされてい ることが うかがえ る。

ひるがえ って 日本の現状を見てみ ると、大学 にはコ ンピュータ科学 の学科は

多 く、そのカ リキ ュラムの検討 も現在行われて いるが、 システムエ ンジニア

育成のための専門学科 はほとん どない6)。 これ は システムエ ンジニア育成の

たあの学科内容が充分 な学問体系 とな っていない こと及 びそれを教え る教員

が大学 にいない ともいわれて いる6)。

しか し、現実 には この分野の人材 は早急に必要 とされて いる。そ こで産業

界 と して は完成 品の技術者で な くその卵を専門学校 で養成 し、その あとは企

業で育成 してSEに 育て上げ るとい う解決策を取 ってきたのが現状 であろう。

これが可能であ ったの は、好景気 に支え られて企業側に卵を受 け取 って養成

す るだけの力があ ったか らであ る。その結果、 「卵であれば何で もいい、あ

とはうちで育て るか ら」 とい うような求人状況で あ った。質よ りもまず量の
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確保が企業の死活問題 であ った。 しか しこの状況 も平成3年 後期 ごろよ り怪

しくな って きたように思 われる。

また、情報処理産業 における人材不足 もすでに量の不足か ら質の不足へ と

重点が移 り、数年前か らプログラマよ りシステムエンジニアが よ り多 く要望

されている。 この高度化す る情報処理技術者育成の養成に応えるため には、

専 門学校 として は2年 間で は短かす ぎるために3年 制、4年 制の新設が徐 々

に増えつっあ り、その よ うな高度情報処理技術者育成のためのカ リキ ュラム

の検討 も行われているη。

資格 にっいて 目を向 けると、米国 において はプログラマや システムエ ンジ

ニ アのたあの資格 にっ いて は、公認 された権威ある機関は、訪問 した範 囲で

い

聞 くか ぎりないよ うであ った。別 な調査によれば、ICCP(コ ンピュータ

プ ロフェ ッショナル認定 協会)に よるコンピュータ入門、 プログラマ、マネ

ー ジャ、 システムアナ リス トの認定試験があ るようであるが、 日本 の2種 、

1種 、特種の よ うなステイタス も権威 もないよ うである。特 に大学 関係者の

反応 は冷 た く、 「資格 よ りもカ リキ ュラムを終了 したか否かの方が大事 な実

力証 明になって いる」 との ことであ った。 このことにつ いて はカ リキュラム

の評価 とも関連 して以下 で述べ る。

2.3.7カ リキ ュラ ム と教 員 の 評価 につ いて

(a)カ リキ ュラ ムの 評 価

「ウー ス タ ー理 工 科 大 学 の コ ン ピュー タ科 学学 科の カ リキ ュ ラ ムの 妥 当

性 に つ い て は、CSAB(ComputerScienceAccreditationBoardコ ン

ピ ュー タ サ イエ ンス認 定 委 員会)が 認定 して い る。 しか し、 この 認 定 は学

生 の学 力 に対 す る もの で は な い。 学校 が よ い評価 を受 け るため に は、 卒 業

生 が 社 会 的 に ど うい う と ころで 働 け るか が 問題 で あ る。職 場 に出 た と き出

身 校 に よ って 初 任給 が 異 な る。 資 格 よ り もどの学 校の どの学 科 を 出た か と

い うこ とが す で に実 力証 明資 格 に な って い る。」

「ウ ェ ン トワー ス科 学 技 術 専 門 学校 の カ リキ ュラム はニ ューイ ングラ ン ド

・ス クー ル&カ レッ ジ協 会(NewEnglandAssociationofSchoolandCo

-lleges)が 認 定 して い る。 」,
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CSABに よる認定作業 はCSABと 大学 との問で、① 認定 申込の受付、

② 質問状の送付、③質問状 に沿 った大学 の自己診断、④ 訪問調査(設 備、

学科長、教 員、学生等 に対す る面 接)、 ⑤予備調査報告書の作成 と送付、

⑥回答(大 学側が予備調 査報告書にたい して訂正する)、 ⑦認定 また は否

認定の理 由書 の作成 と送付 、を もって行われ、認定には 「6年 間の認定」、

「3年 間の認定」、 「非認定 」の3種 類が ある8)。

ここで、 日本 と違 う点は、カ リキ ュラムの認定が有効期限付 きで あ り、

また徹底 した ものであ るとい うことであ る6)8)。 そ こには評価機能を フィ

ー ドバ ックとして有効に働かせ
、常 によりよい ものに して いこうとす る乾

いたダイナ ミズムがあ る。 日本で はカ リキ ュラムの認定 を期限付で認 める

と言 う原則は一般 にない。

CAITに よ る初級、中級 、高度情報処理技術者育成指針やIPAに よ

る標準 カ リキ ュラム案、専修学校教育振興会による専門学校 におけ る標準

カ リキ ュラム試 案 も強制力 はな く、 またこれ らが カ リキ ュラムに対す る評

価機能 とはな っていな いよ うである。

む しろ、個々の学校単位での評価機構の代わ りに、学校カ リキュラムを

越えた国家試験 とい う形で資格認定試験制度があ り、 これが各学校の カ リ

キ ュラムに対す る有効性の評価機能 として使われているのが現状で はあ る

まいか。 この標準テス トにどれ くらい合格す るかである程度そのカ リキ ュ

ラムの有効性が測 られて いると思われ る。

もとより資格がすべてで はないとい う意見 もあ るが、各個人各学校が成

長過程 にあ って、水準 も様 々であ る以上 、何 らかのカ リキュラムに対す る

評価 チ ェック機能を必要 とす るのではないだろうか。 資格試験以外 には公

的な評価チ ェ ック機能が存在 していない現状 ではやむを得 ないと思われる。

む しろ米国の 「学歴=実 力」 システムは米 国的な 自立 した学校文化、企

業文化 に根 ざ してい るの であ って、 日本のよ うに階層的でない、誰にで も

能 力次第で どんな職業 にで もっける文化 ・社会の 中で は資格試験制度がふ

さわ しいのか も しれない。ただ し、進捗の早い技術 に対す る資格であ るこ

とを考え ると、有効期 限の導入 などの工夫 も必要か と思われ る。
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(b)教 員の評価(ウ ェン トワース科学技術専門学校)

教員評価 に当た っては、

・長 い時間をかけて教育の方法
、効果を評価 して評価基準の60%を

超え ないと合格 しない

・年間査定の とき2カ 月をか けて評価す る

・教師の授業内容 マニ ュアルを学部長、同僚がそれぞれ チェ ック し評

価す る

・この期間に学生が先生の教え方 をチェ ックす る … 資料3の チ ェ

ック シー ト参照

(学 生 による評価項 目の例)

1

2

3

4

5

6

τ

&

9

この教科は自分の能力をかきたてたか

教師は教科内容を効果的に伝えたか

教科内容は学位プログラムにふさわ しいか

教師は学生の期待にはっきり応えたか

教師は授業のために準備 しているか

テキス トは流暢で教育的か

教科のための副読本は教科に関連 しているか

実習室はよく準備され使いやすいか

教師は教科内容を分か りやす くするためAV機 器または他

の教材を使 って いるか

10.教 師 は役 に立つ ア ドバイス と補助を しているか

11.試 験は公正か

12.全 体 と して この教科 はよか ったか

13.友 人に この教科を推薦す るか

a)こ の教科 を改善す るには、 自分 だ ったどうす るか

b)そ の他 のコメ ン ト

米国で はどの学校 も学期の終わ りに、教員に対 して学生による評 価、同

僚 による評価、上司による評価をおこな っている。上下左右か らの評価 を

ドライ に査定 に利用 し、かっ個人的 にも自分の授業の フィー ドバ ックに利
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用す る能 力主義、実力主義の米国文化を感 じる。

(c)教 員の研修

(ア)ウースター理工科大学

・各学科 で教職員個々が チ ェックされてい る

・各学科 内でいか にうま く教え られ るかを コースを作 ってチ ェック しあ

ってい る

・学校側 と しては、教師が研修の提案を出 した ときに委員会でチ ェック

す る

(イ)ウェン トワース科学技術専門学校

・教員の トレーニ ングはや っていない

・まわ りの大学教育機関がお こなってい る トレーニ ングセ ッションに参

加す るよう奨励 して いる。参加 した場合は学校負担

・新人 には経験豊富な先生のマ ンツーマ ン指導がある

もともと基準 にあ った プロフェ ッショナルを採用 して仕事を させ る米国

文化の中で は、雇用者へ の再教育、再研修 とい う発想はな いように思われ

る。そのよ うな投資よ りも条件 にふ さわ しい人材を新規 に採用す る考え方

で ある。 日本が再教育、再研修 に熱心なのはやは り根底 にある終身雇用制

度 によるものであろう。

2.3.8大 学を訪 問 した感想

以上米国の2大 学 を視察 したが、いずれ も4年 制の大学であ り、大学 と高

校の中間的存在 としての2年 制主体 の 日本の専門学校 とは必 ず しも比較出来

ない ものが残 る。例えば、米国で はSEに なれる人材 は大学 で コ ンピュータ

科学を きちん と学んだ者であ って、2年 制のテ クニ カルスクールを出た者 は

SEで はな くオペ レータ的人材 にす ぎない。逆に、 日本で は、SE的 人材を

大学のみな らず専門学校で も養成す ることが21世 紀へ向けての国家的課題で

あ り、専門学校の教育 目標がSE教 育へ とシフ トせ ざるをえない。 そのため

にこそ、2年 制の専門学校 に3年 課程や4年 課程が 出来て、且 つ4年 制大学

や2年 制の短期大学 との単位互換 ということが出て きたのであろ う。

日本の専門学校が成長 し大 学のよ うにな ったときのモデル と しては、今回
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訪問 した ウースター理工科大学 とウェン トワース科学技術専門学校 とは大 い

に参考になる。2年 で準学士 とな って社会へ出て行 くもの、 その後の2年 さ

らに学んで学士を とって社会へ出てい くもの、 さらには、一旦就職 してか ら

学校へ戻 ってパー トタイムで勉強を続 けるもの、社会 と学校 とのよ き相互作

用があ って、企業 と学校 との間に もよき産学共同体(COOPERATIVESYSTEMS)

が成立す るな らば専門学校 にとって理想的な教育環境 になるだろ う。

現実のわが国を返 り見 ると、多様 な学生を収容す るだ けのキ ャンパ スと教

育環境 に余裕がな く、入学者の学力の レベルも非常に幅のあ る分布を してお

り、 カ リキ ュラムよ りも資格の方が ものをいい、学校の教育機能 よ りも企業

の教育機能 の方が優 ってい ると感 じることもある。

カ リキ ュラムの内容では、米国 と比較 したとき、 日本の専門学校 はプ ログ

ラム作成能力 に傾 き過 ぎてお り、結局その内容についていけない学生がっ い

て いけ る学生以上 に発生 しているのではないだろ うか。ただ これが深刻な人

手不足で表面化 しない し、また 日本における、雇用後の教育機能によ って吸

収 されて何 とかバ ランスを保 ってい るだけのように思われる。今後雇用 習慣

の異なる海外か らの労働力が増加すれば、 この点 は無視 できな くな る。

もっとアプ リケー シ ョンソフ トの使 い方に も比重を置いたコースを増や し、

開発型の専門技術者で はない一般技術者の養成に もしっか り力を入 れて行か

ないと上記の ことに対応で きない し、エ ン ドユーザ ・コンピューテ ィングの

時代 にそ ぐわないであ ろ う。

よ り高度化 した専門的な コースにっ いては、産学共同体の ようなバ ックボ

ー ンがない といたず らに修業年限がの びるだけで
、低学力の再生産か試験勉

強力の再生産 に陥って しまう危険性があ るだろ う。

どんなに理想的 なカ リキ ュラムがあ った ところで、運用がまず ければ カ リ

キ ュラムは機能せず成果 もあが らない。逆 に少 々まず いカ リキ ュラムであ っ

た と して も、 うま く運用 し機能すればそれなりの成果があが る。

いずれに して も、忘れ てはな らないのは、健全なチェ ック ・評価機能が ど

こかにない とフィー ドバ ックがかか らず、改善が機能 しな くなるおそれがあ

ることであ る。それが国 家試験の合格率であ って もよい し、CSABの よ う

な公的な認定機 関であ って もよい。 どち らか一方 というよ りも、両者を共存
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させ る形が好ま しく思われ る。

さて、チェック ・評価機能が うま く働 くため には、仕組みだ けがあって も

評価がいか されないので、 この部分を担 うソフ トウェアが必要 にな る。 これ

につ いて次の節で述 べたい。

2.3.9NETG(NationalEducationTrainningGroup)に ついて

このNETGで は システム 自身を開発す るのではな く、すでにあるシステ

ムをいかに効率 よ く使 って経営 目標を達成 させ るか とい う 「システムの使い

方を教え る トレーニ ングシステムの開発 と運用」を手掛 けて いる。

(a)経 営理 念

(ア)長 期的関係 の中で顧客へ付加価値を与え ることにつ いて

・創造的で実際的 な解決をめ ざす

・成功裡に完成 させ る

・顧客 と共同 して行 うプロセス

・短期間少予算でベス トな トレーニ ングシステ ムをめ ざす

(イ)従 業員 との関係について

・仕事 に対 して公正でチャ レンジングな場所 を提供す る

・ビジネスに関 して マネージャと従業員を熱中 させ る

・周囲 とコ ミュニ ティに対 して責任 を果たす

・絶えず改善 を続 ける

(b)行 って いる ビジネスの内容

一言で言 うと単 に トレーニ ングプログラムを売 っているので はな く、企

業が必要 とす る戦略 目的達成の手段を売 って いるのであ り、その中に トレ

ーニ ングが含 まれてい るのであ る。以下 のよ うなサー ビス内容 を顧客に提

供 してい る。

(ア)コ ンサルティ ング

顧客が抱 えて い る現在～未来の問題の解決策の コ ンサル タン ト

(イ)イ ンス トラクシ ョナル ・システム ・デザイ ン

各会社のかかえてい る問題を解決す る トレーニ ングシステム

(ウ)マ ル チメデ ィア製品
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L

(エ)シ ステ ムイ ンテ グ レイ ション

トレ一二 ングシステムの戦略 目標のための組み合 わせ

(オ)実 行 と出張サー ビス

コ ンピュー タの設 置 してある所へ出向 いての トレーニ ングシステム

のイ ンス トール とフォローアップ

(カ)評 価

トレーニ ングシステムの戦略 目標にたい しての成果の評価

(キ)顧 客サ ー ビス、プ ログラム ・メンテナ ンスとア ップデイ ト

パ ッケー ジを作 って売 るだけでな く、 その評価、 メ ンテナ ンス、バ

ージ ョンア ップなどのアフターケア

*他 社は(ア)(イ)には秀で ているが、(オ)(カ)(キ)がしっか り していない。

(c)ト レーニ ングで使用 して いる媒体

・イ ンタラ クテ ィブ ・ビデオディスク

対話式 ビデオ学習装置

・ビデオ/オ ーデ ィオ ・リフ レクション

画像 と音声を使 った対話型学習装置

・デ ィスク トップ ・マル ティメデ ィア

CD-ROMを 使用 した画像、音声、 グラフィクス併用装置

・音声を使 ったCBT

音声 を使 ったCAIな ど

・ワークシ ョップ ・シミュ レーシ ョン

ワーク ショップによる伝達講習

・出版物 と ビデオ

従来の媒体であ る書籍 とVTR

・学習 システ ム ・イ ンテ グ レーシ ョン

それぞれのケー スに合 わせた媒体の組合せ

(d)教 育 メデ ィア開発 に必要 な人材

(ア)イ ンス トラクシ ョナルデザイ ンが出来 ること … 教 え方 のデザイ

ン。

教え る内容 その ものでな く、教え る内容をモジュール化 し、 コース
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ウェアの構造 を決め る人。教え る内容を決め る人で はない。

(イ)メ デ ィアデザ イ ンが出来 ること … どの教育 にはどの メディアが

必要か決める。(グ ラフィックス、イラス トレイタ)

(ウ)イ ンタラ クテ ィビティデザイ ンが出来 ること … 対話型の画面で

どのCRTイ メー ジが よ く分かるか選ぶ。(学 習心理的 な もの)

(エ)ソ フ トウェアをよ く理解 していること

(オ)評 価の面が よ く分か って いること

(カ)プ ロジェク トマネー ジメ ン トスキルを もって いること … プロ ジ

ェク ト全体 を見渡せ る。

(キ)コ ンサルタ ン トスキルを もっていること … 経済的な面 も含み、

予算、利益の計算 もで きること。

「一人が全部を兼ね備 えて はいないので、才能 をカバ ーす るチームを作

り、それを一つの 目標 に向けて コ ミュニケー シ ョンさせ るか、お互 いが話

し合え るコ ンセプ トフ レームワークをっ くる。それに対 してみんなが イ ン

プ ッ トして い く。」

(e)顧 客 に学校や教育関係機関 はない理 由

(ア)予 算的 に無理であ る(会 社 にとって は可能な予算で も学校 にとって

は無理 な予算であ る)

(イ)学 校 関係者、教職員のプライ ドもある。

(ウ)国 のプロ ジェク トがない。 これ は情報教育への政府の参加度合が少

ないか らで ある(こ の点 では 日本を見習 うべ きか も知れない)。 米国

には2000校 以上50以 上の教育機 関があ るが、政府 にこれ らをまとめ る

義務はない。教育 は政府によ って管理 され るべ きで はない と言 う基本

思想である。

(f)訪 問 して感 じた こと

現在CAITで は教員研修用に さまざまな コースを開設 して いるが、情

報化人材育成機 関委 嘱校 向けの研修のいずれ も教科単位 、教員単位の もの

である(委 嘱校 向け以外 の研修に はあ るよ うだが)。 教 員研修で は個 々の

教員、教科の戦術単 位のスキルア ップだけで な く(こ れ ももちろん大切で

ある)、 もっと大 きな戦略単位の スキル も必要 ではなかろ うか。(特 に、
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学校経営者や教務 などを担 当する人 に対 して。)

個 々の教員のスキ ル(モ ジュール)を 組み立てて教育 目標に向 けて戦略

的にマネー ジする力が必要であ る。 もし、戦略的 に一 部が欠けて いればそ

こは教育 メデ ィアで補 うこと も必要である。地方の小規模 な学校 ほどこれ

が必要であ るが、小規模 な学校ではそれを考え ることも、実行す ること も、

人材不足で 自校で は出来 ないところが多い。

人材が充分あ り、歴史 もあって、上記の ことを自校 で充分や って いける

学校はこの ようなこ とが今更問題 にはな らな いか もしれないが、 こ こ数年

の うちに開設 した学校 で似 たような悩みを もっているところ も少 な くない

のではないか と思 う。地方 にあ って、教員構成 もバ ラバラ、学校 と しての

経営、戦略 にも問題 をは らんだ小規模な学校がまが りな りに もシステムエ

ンジニ ア、 プログラマ養成の教育機関 と しての機能を果たす には、教員の

もっている力、教育 メデ ィアの力、 これ らを組み合わせて全体 としての 目

的達成を可能な らしめ る教員のための戦術参謀、学校経営のための戦略参

謀が必要なのである。

っま り、学校教育 システムには(開 発 も運用 も含めて)プ ロジェク ト全

体を管理 しコ ンサル タ ン トスキルを持 ち、経営評価に長けた人材 が必要で

ある。 この ようなコ ンサルタ ン トもしくはマネー ジャ的人材の養成に力 を

いれなければ(こ れ を教員研修 と呼ぶか どうか はともか く)、 日本の情報

処理教育機関 としての専 門学校の集合体 は、担わされた機能 一(専 門学校

で システムエ ンジニ ア、プログラマの人材を養成す る)一 を果たせないの

で はないか。

その結果、専門学校 は階層化 し、高度情報処理を担 う学校 とそれ以外の

学校 とが出来て行か ざるをえ ない。高度情報処理人材育成を担 う学校(上

位校 と呼ぶ)は すで に身につ けた 自校の力でよ り新 しい課題 を担 って行 け

る。高度情報処理人材育成 を担えない学校(底 辺校 と呼ぶ)は 自校の力で

新 しい課題を担 うど ころか、現状維持 も危ない。その結果 と して、上位校

は安泰 に存在 していけ るだろ うが、底辺の技 術者が育たな ければ、情報処

理産業全体 と しては安定性 に欠 け、バラ ンスの悪い もの にな るので はなか

ろうか。 よって、底辺 校の問題 は上位校 とも無関係で はあ りえない。
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我が国における情報処理産業全体の発展の ため、 このような学校を救 う

道が必要である。 具体的 には、手持ちの教員や教育 メデ ィアをどう取 り入

れて、 どう組立て て使えば有効 に教育 目標を達成で きるシステムが出来 る

かにつ いて指導 し、 システムの開発およびその運用をお こなうことである。

NETGの よ うなサー ビスを 日本の専門学校 に対 して、行えない ものであ

ろうか。教育機 関への コンサルテーシ ョンは、米国で も予算の問題や教師

の プライ ドの問題 か ら難 しい との ことであ る。

日本 の状況を考 え ると、 ビジネスと違 い教育 にあ って は予算面を1校 で

負担する ことは とうてい無理なので、多枝で連携 して このよ うな システム

の開発 をす るか 、或いは国が予算を出 して このよ うな機関設置またはプロ

ジェク トの開発 を してはどうだろ うか。個人主義的傾 向の深い米国では不

可能で も、 日本 で は可能性があ るので はな いか。現にCAITで は既にE

SE(教 育 システ ムエ ンジニア)構 想を スター トさせ 、協議 している。

いずれに して も、

教育 システムの開発、

教育 システムコンサル タン ト育成、

教育 システムエ ンジニ アの育成

という事業また は国の プロジェク トが必要 な段階 にきていると思われる。

プライ ドの問題 に対 しては、学生数減少期 を迎えてい るので、死活問題

が優先す るで あろ う。'

とにか くこれか らの学校 システム、特 に情報処理及び システムを教育す

る学校 システムは従来の学校 スタイルに とどま っていて は時代遅れ にな っ

て しまう。各学校が分散 システ ムと して機能 しっっ、全体がネ ッ トワー ク

でつ なが ってその戦略 目標を達成 して行 く形にな らないものであろ うか。
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参考資料1:SATに つ いて

(1)SATの 目的

SATは ハ イス クールの学生 にたい して カ レッジ委員会の入学 テス トプログ

ラムによ り提供 され る。合衆 国とカナダにあ る2000以 上のカ レッジとユニバ ー

シティが志願者 にたい して このテ ス トを うけ ることを要求 している。SATは

難易度 と体裁 において首尾一貫 した標準試験であ るので、いろん なハ イスクー

ル出身者の学力 を比較で きる。

SATは カ レッジでの勉学 にたいす る出願者の適性を測 るために設計 されて

いる。 これ はハ イス クールでどれだけた くさんの知識を獲得 したかを試すテス

トで はな く、基礎技能っ まり読んだ内容を理解で きるか、言語を実際 に使え る

か どうか、明快 に理 由を述べ られ るか、知 らない問題 に基本的な数学の原理 を

適用で きるか とい う能力を試す ものである。

(2)SATの 形式

SATは3時 間の多枝選択式試験で30分 ずっ6つ の試験で構成 されてい る。

2つ は言語能力、2っ は数学能力を試す。 この4つ は出願者が選んだ カ レッジ

が出願者を評価す るの に使 うスコア となる。 まず この四つか ら述べ る。

2っ の言語セ ク ションは読解力 とボキャブラ リスキルをテス トす る。

2っ の数学セ ク ションは算術、代数、幾何にまたが る。必要 とす る公式は問

題文中に与えてあ るので記憶 してお く必要はない。問題 は基礎的数学で答え ら

れ るけれ ど も、 ときには見慣れない もの もあ る。 問題 は出願者が知 って いるこ

とを知 らない状況 に応用するスキルをテス トす るよ うに設計 してある。

SATの5番 目の部分 は標準記述英語テス ト(TSWE:TestofStandard

WrittenEnglish)で あ る。 これ はカ レッジで使 う教科書や試験問題 に出て来 る

記述式の英語を使 う能力をテス トする。 ここで使 われ る問題では与 え られた文

章 中の誤 りを見つ け出す ことが要求 され る。文章訂正問題では与 え られ た文章

中の最適解を選 ばな くてはな らない。 この部分 は単独 に採点 されどの学校への

出願 に も考慮 されない。 このTSWEの 点数 は出願者を受け入れたカ レッジが

出願者 にふ さわ しい新人英語 クラスを編成す ることがで きるようにす るための

ものであ る。
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SATの6番 目の部分 は受験者が知 らない内に試み られ る。 これは言語、数

学 またはTSWEの ど こか にある。 この セクションの点数 はカウ ン トされない。

結果 は単に採点者によ って将来のテス トを考察す るために使われ る。 どこが こ

の問題 にあた ってい るか は固定 されていない し、受験者 には知 らされない。従

ってどの部分 に も全力を尽 くす ことが重要である。

(3)点 数

どの正解 も1点 であ る。 もし、無解答 な らゼ ロ点。 どの不正解 も4分 の1点

減点(あ る数学の問題 では、 とくに量の比較の問題では3分 の1点 減点)。 こ

の間違 った解答 に対す る罰則 はでた らめな推測が無駄になるよ うにす るためで

あ る。

テス トの問題数 によらず、すべてのSATス コアは200か ら800点 のスケール

で報告 され る。 スコアは4っ の言語、数学 セクションに基づ いて、

総合の点数、

数学の点数、

言語の点数(読 解 力 とボキャブラ リの部分点を含む)

TSWEは カ レッジ出願者 の選抜 に使 うわけではないので、別 に採点 され、

20か ら60点 のスケールで報告 される。
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参考資料3:ウ ェン トワース科学技術専門学校の学生による教師の評価 シー ト
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第3章 教 育 の た め の メ デ ィ ア 開 発 と 利 用

3.1教 育メデ ィアとは

3.1.1ナ シ ョナル ・エデ ュケーション ・トレーニ ング ・グループ紹介

(NationalEducationTrainingGroup)

(a)背 景

ナ ショナル ・エデ ュケー ショナル ・トレーニ ング ・グループは旧名をア

プライ ド・ラーニ ングと言 い教育用 ソフ トの開発の最大手企業であり、そ

のマーケ ッ トは主に企業内の要員教育用であった。

開発の実質的な責任者は同社の副社長であるHarryM.Lasker氏 であ り、

主に彼か ら、同社が開発販売及び教育を行っている実態 についてのプ レゼ

ンテー ションを受けた。同社における企業理念 は、①企業に最適 な トレー

ニ ングコースの開発 とアフターサービス、② いかに短期間 ローコス トで ト

レーニ ングを終了させ るか、の二点に置かれてお り、そのために各種の教

育 メデ ィアを手がけ、使用する企業に最適のコース提供を行 って いた。 こ

の企業理念のため、必ず しも最新の教育メディアに片寄 るのではなく、従

来か らの一般的なメデ ィアの使用 も行われていた。要 は、教育す る内容 目

的 とその コス トとのバラ ンスを考え、最 も効果の上が るメディアを利用 し

てい くとの ことであ り、同社の手がけている教育 メディアには以下のよう

な種類があ った。

⑦

④

◎

㊥

㊥

㊨

AUDIO

LV

IVI

CBT(Mainframe)

CBT(Micro)

DISC

:AudioTape

:LinearVideo

:InteractiveVideoInstruction

:ComputerBasedTrainingMainframe

:ComputerBasedTrainingMicro

:CD-ROM

これ らの中で、同社 においてハイテ クメディアとローテ クメディアとの

認識は図3-1に 示す ところである
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IVI(lnteractiveVideolnstruction)

一般 的 には レーザ デ ィス クに よ る動 画 の

メデ ィ アをサ ポ ー トで き る

ハ イテ クメ デ ィアDISC(CD-ROM)

CD-ROMに よ り静止 画像 、 音 声 メデ

ィアの サ ポー トを行 う

CBT(ComputerBasedTraining)

コ ンピ ュータを ベ ース に した トレーニ ン

グで あ りCAIに 一番 近 い もの で あ るが

主 に シ ミュ レー シ ョ ンが 中心 で あ る

一 メf・・ア⊥lllil㌫ ㌦ 一 ア

一般の ビデオ装置によるメデ ィア

図3-1

これ ら各種のメディアを教育の期待す る効果に応 じて使 い分けて行 くわ

けであるが、その分析、設計においては、同社の専門家 と、企業の教育担

当者によ り十分 な打 ち合わせ によ り開発 される。

同社 において は、 日本で使 われて いるCAIと 言 う言葉の代わ りにCBTと 呼

んでいる。

同社の企業活動 としてのメイ ンは、① 各種教育 ソフ トの開発 と販売、②

特定企業での社内教育用 コース開発 と教育 のコンサル タン トであ り・その

中で もフェデラルエ クスプ レスでの教育 コースの開発、 コンサルタ ン トに

ついての実績が高い。

(b)実 績

ナシ ョナル ・エデュケーシ ョン ・トレーニ ング ・グループにおける大 き

な実績は、 フェデラルエ クスプ レスでの教育 コースの開発、 コンサルタ ン
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トであることは前述 したが、開発に当たっては、6年 間の期 間に総費用 も

$4千 万、開発 した レザーデ ィス クが30枚 に及ぶ ものだとい うことだ った。

今現在 もア フターフォローは続いてお り、教育 コースの開発 コンサルタ ン

トにおいては、 このアフターフォローが重要であ るとい うのが同社の考え

であ った。 フェデラルエ クスプ レスではこの教育 コースを全社員で利用 し

て いるが、仕事の一部 としてその利用が義務づ けられ、コース利用が制度

化 されて いるようであった。

もちろん フェデラルエ クスプ レスだけではな く、 その他に も欧米の主要

企業においての、社 内教育用の コース開発の実績が高い企業であった。

これ ら教育 コースの利用 に当た っては、各種教育 メディア用ハー ドウェ

アが必 要 で あ るが 、 同 社 で は これ を シンプル に ま とめ セ ッ トに した

The・Reflection・1000・Systemを 開発製品化 して いる。 この システムは写

真3-1② に見 られるように、パーソナル コンピュータにCD-ROM、 レザーデ

ィスク、 ビデオ、カメラ、マイクロホ ン、インタフェースボ ックスを備え

たもので教育を受 ける者 はこの前 に座 り全ての教育 コースが受講できる。

この他に も同社開発の各種教育 ソフ トがあ りこれ らは販売 されることもあ

るが主 には リースされ る製品であ り、その内容 はオペ レーテ ィングシステ

ム、コ ンピュータ言語、アプリケーション等多岐にわたる ものであ った。

次に示す図3-2は 同社で開発 されている教育 ソフ トの体系一 覧を示す。
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この体系で掲載 して いるものは教育 ソフ トの

分類キー ワー ドであ り、実際に体験 できる教

育 ソフ トは この下 に数 コースか ら十数 コース

に分かれてお り、全体の コース数 は数百 コー

スに及ぶ。

写 真3-1

MVS/SP/XA

ConceptsandFacilities

JCLandUtilities

Operations

TSO/ISPF

NetworkControl

SystemProgramming

ConceptsandFacilities

JCLandUtilities

ProductivityandDeveloP皿entTools

DataManagementandDebugging

NetworkControl

SystemProgramming

Operations
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DEC

C

Concepts

Operations

ControlLanguage

ApPlicationDevelopment

EndUser

DataBase

OperatingSystems

SystemManagement

SoftwareDevelopment

IntegratedOfficeSystems

Networking

Programming

DB2

rogramming/UNIXSystem

Concept

Programming

DataBaseAdministration

Query/Reporting

Operations

Applcaon

Development

And

Programmng

Design

[ Utilities

ControllingPrivileges

InformationEngineering

SoftwareEngineering

/StructuredTechniques

CASE

AD/Cycle

図'3-2
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(c)将 来

NETGで 考え る教育 メデ ィアの将来 とは、現在の コ ンピュータ、 ビデオ、

CD-ROM、 レザーディス ク等が結合 したマルチウイ ン ドウ、マルチメデ ィア

の他に通信の機能が結 合 され2WAY方 式の教育 メデ ィアが実現 され るだ

ろ うとの ことであ った。 実際に ミシガ ン大学では、 そのプ ロ トタイプが開

発 され実験 されてい るとの ことで ある。

しか しこの通信機能 に よる2WAY方 式 は、現在 日本 において も衛星通信を

使 った教育 システム(日 本の衛星通信教育 システムは純粋に人間によるも

ので あるが)で も存在 す るが、学生 と教師間の両方 向のや りとりに限界が

あ るのではないか と思われ る。 もちろん人工知能機能 まで も取 り入れ、学

生 の反応に対 して最適な ア ドバイスが出来 るシステムにまで発展すれ ば、

その利用効果 は相 当に期待で きる ものだ と思 う。

(4)ア ップル コンピュータ株式会社紹介

(AplleComputerInc.)

(a)背 景

ア ップル コンピュータ株式会社で は、マルチウイ ン ドウ、マルチメデ ィ

アに関す るプ レゼ ンテー シ ョンが主体 であ った。現在のパ ソコ ンメーカで

はマルチウイン ドウシステムの開発 は当た り前にな っているが、承知のよ

うにウィン ドウ指 向のオペ レーテ ィ ングシステムを持ち、独 自の思想の も

とに一貫 したパ ソコ ン開発を行 って きたのが ア ップル コンピュータ株式会

社 である。その一 貫 した思想 による ものか、同社のマルチウイ ン ドウ、マ

ル チメデ ィアシステム は他社 に追従を許さない独 自性があるよ うに思えた。

今回の調査研究 にお けるプ レゼ ンテー ションで も、①ア ップルにおける

教育 プログラム、②マル チメディア とクイ ックタイム(ク イ ックタイムは

マルチメディア システム開発用 のソ フ トウェアで あ る)が あ り、マルチウ

イ ン ドウ、マル チメデ ィアの開発 にあたって充分 に満足で きるものであっ

た。

(b)ア ップルにおけ る教育 プ ログラム

ア ップル コンピュー タ株式会社 においての教育 用 ソフ ト開発 として は、
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当初我 々が期待 して いたよ うな物 はなか った。同社においてはア ップルコ

ンピュータを使 っての教育 に対す るコンセプ トを持ち、開発ツールは提供

す るが、具体的な教育 ソフ トの開発は全 てサー ドパーティの開発 による も

ので あった。 このため同社の コ ンピュータの教育部門に対する シェア は、

米国 において は40%も あ るのに対 し日本 においてはほとん どない との説明

に正直び っくりした。

米国 での コ ンピュータマ ーケ ッ トは、 その ほとん どがIBMかIBMコ ンパチ

マ シン、又はマ ッキ ン トシュであ った。当然、それにと もな うソフ トウェ

アの販売 も、IBM用 、 マ ッキ ン トッシュ用の二種類 で、多 くの サー ドーパ

テ ィが色 々な教育 ソフ トを販売 してい るのが 目につ いた。

このようなアメ リカの コンピュータ市場を見ると、ア ップル コンピュー

タ株式会社 にお ける教育用 ソフ ト開発 の考え方 につ いて も納得出来 る もの

が あった。

ア ップル コンピュータ株式会社では、PCに 対す るこれか らの重要課題を

以下の5点 にお き開発 して いるとの ことであ った。

① デ ジタル化

② イ ンテグ レー トとイ ンターラクテ ィブ

③ ネ ッ トワーク指向

④ オブ ジェク ト指向

⑤ ポータブル化

(c)マ ルチメデ ィア とクイ ックタイム

ア ップルコ ンピュータ株式会社におけるマルチメデ ィア とクイ ックタイ

ムの プ レゼ ンテー シ ョンで は、ハイパ ーカー ドを基に したウィ ン ドウ シス

テ ムに クイ ックタイムを乗せ ることによ り、 ビデオ画像 の動画情報 をデ ジ

タル化圧縮 し、 この ビデオ画像の拡大、縮小、移動 、同期等が とれるとい

う画期的な ものだ った。 ビデオの画質 も非常 に鮮明で リア リテ ィに富んだ

ものであった。

これ らマルチメデ ィアのオーサ リングシステム と して は、ア ップル コ ン

ピュータ株式会社で は、① オーサ ウェア、②ハイパ ーカー ド、③ イ ミデ ィ

アテ ックスが用意 されてお り、その開発規模に応 じて上位 より、①、② 、
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③の順で使用 されてい るとの ことであ った。

又、今回の プ レゼ ンテー ションで は、ハイパ ーカー ドとCD-ROMと を活用

したマルチメデ ィアブ ックの紹介が あった。

この マル チメデ ィアブ ックとは、 コ ンピュータのCRT上 に実 際の本を実

現 させ るもので、 日本 においては、CD-ROMに よる百科辞典のイメージに近

い と思 うが、ただ単 に、文字 テキス トのみで はな く、ある文章 の解説を求

めるためにマ ウス操作をす ると、 ウィン ドウが開 き、 ビデオや音声 による

解説が出て くるもので あった。

更 にこのマルチメデ ィアブックにっ いて は、 もうすでに販売 されており、

幼児向けの絵本 や、旅行者向けのガイ ドブ ックが実現 されているのには驚

か された。写真3-2は 、PaulWollaston氏 によ り、マルチメデ ィア ブック

のプ レゼ ン'

テー ション

を受 けてい

るところで

あ る。

写 真3-2

⑤ 教 育 メ デ ィア の定 義'

現 在 の 日本 に お い て 教 育 メ デ ィ ア'と して 一 番 に 思 い 出 さ れ る の は 、CAI

(ComputerAssistedInstruction)で あ るが 、今 回 の 米 国 にお い て の調 査 研
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究 では、CAIと い う用語 があ るのか疑問に思われた。

それぞれ の教育 メデ ィア ごとに、AUDIO、LV,IVI,CBT、DISC等 の用 語が使わ

れていた。

教育 メディアの定義 と しては、必ず しもコンピュータを使 った ものに限定

せず、教育の ためにいか に効果があ り、 いかにローコス トであ るかが重要 と

されていた。

従 ってOHP(OverHeadProjecter)や 、 スチール写真や、 ビデオテープにお

いて も教育用 に使用 され、効果が上 げ られていれば、教育 メデ ィアの一つ と

して確立 されて いた。

しか しこれ ら種 々の メデ ィアを生かす に当たって は、教 育上で のス トー リ

性が必要であ りこれを教育の コースに組み込む ことが重要 である。

実際の教育 に当た って は、テキス トがあ り教師が いて授 業を進 めて行 くが、

この時、教師の判断で種 々の メデ ィアを効果的に取 り入 れてい く。必要に応

じてOHPや コンピュー タや ビデオを使 うが、種々の メデ ィアを本 当 に効果的

に取 り入れ るの は非常 に難 しいことで あった。

今 日、 この教育 メデ ィアの取 り入れ方を効果的にす るために、 コンピュー

タの利用が考え られてい る。

教 師が長年の経験 での教育 メデ ィアの取 り入れ方を コンピュータに記憶さ

せ、誰で も、 いっで も、同 じ教育効果が出せるよ うに工夫 した ものである。

この方法 によると、 あ る程度において教育 内容の均一化が図れ る。

しか しこの よ うな教育 メデ ィアによる授業は、利用 しやすいオ ーサ リング

システムの存在 と、繰 り返 し使用 され る定型的な授業内容 に限 って効果を生

む。

今回の米国での調査研 究 において も、 ウェン トワース科学技術専 門学校で

は、 マ ッキ ン トッシュ上 でハイパ ーカー ド等を使 った シ ミュレー シ ョン型の

教育 メデ ィアでの授業が 見 られたが、50分 の授業の準備 を3時 間で終え るこ

とがで きる。 しか も多 回数の実施 によ り、改善蓄積 を繰 り返 し確実 に授業の

内容が充実す る ことにな る。

又、 この ウェ ン トワース科学技術専 門学校では、作成 した教育 メディアの

学生への貸出制度を持 ってお り、授業 を欠席 した学生や復 習のために も利用
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されて お り有効活用が図 られて いた。

要 は、コンピュータ利用 による教育 メデ ィアの開発 は、オーサ リングシス

テムの使 い易 さに左右 され るので はないだ ろうか。

今回 の米国での調 査研究で は、 日本 に見 られるよ うな個別学習型の教育 メ

デ ィアは高等教育 ではあま り見 られないようである。主 に、大型 の数値計算

や シ ミュレー ションシステムを教育の場 に提供 して いるようであ った。

又、広 い意味 において は、電子 メールや衛星通信 も教育 メデ ィアの一部 と

は見 られないだ ろ うか。

電 子 メールはLAN(LocalAreaNetwork)やWAN(WideAreaNetwork)上 での

パ ソ コン通信で あるが、学生か らの レポー ト提 出や学校か らの情 報提供等が

考え られ、教育 に関する情報を扱 うとい う意味では、広 い意味での教育 メデ

ィア として取 り上 げ られ るだろ うb

3.2教 育 メ デ ィア の効 果 的 な 利 用 形 態 に 関 して

3.2.1CAIと は

CAIと い う言 葉 は、 日本 国 内で は教 育 分 野 や情 報 処 理 分 野 で 一般 的 に用

い られ て い る。 と ころで 、 米 国 にお い てCAIと い う用 語 が 一般 的 に用 い ら

れて い るか ど うか とい う疑 問 が 生 じた。 今 回 米 国で 入 手 した書 籍 や 雑誌 に は、

CAIやCBTと い う用 語 が 用 い られ て い る。 そ こで 、 この 論 文 を 作成 す る

に あ た り、 まず 、CAIと はな にか 、何 を指 して い るの か を ま とあ る こ とに

す る。

CAIと は、ComputerAssistedInstructionの 略 で あ る。 日本 語 で は、

「コ ン ピュー タ支 援 授 業 」 、 「コ ン ピュー タ支 援教 授 」 、 「コ ン ピュー タ支

援 学 習 指 導 」、 「コ ン ピュ ー タ援 用 学 習 」 な ど とさ ま ざ ま な表 現 が な され い

る。 そ して 日本 国 内 で は、 一 般 的 にrCAI」 とい う用語 が その ま ま使用 さ

れ て い る。

な お 、CAIのInstructionの 代 わ りに、Education、Teaching、Train-

ingTest、Learningを 用 い る場 合 もあ る。 ま た、Assistedの 代 わ りに、Aided

Basedな どを 用 い る場 合 もあ る。 そ して 、Basedが 用 い られ る場 合 は 、 次 に

述 べ る広 義 のCAIを 指 して い る ことが多 い。
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ここで、CAIと い う用語が何を指すのか を明確 にす るために、体系図3-3

を用いてま とめる ことにす る。

教育の支援 と して コンピュー タを利用す る

CMI:授 業の設計か ら評価 まで

最 も広い意味での

CAI

図3-3

(a)狭 義のCAI

狭 義のCAIは 、教師や指導者が学習者 を指 導す るときの行動 を コンピ

ュータに代行 させ よ うとする ものである。 すなわち、情報や課題 の提示、

学 習者の行動 の診断 と評価、KR(学 習者 に反応行動 の結果の正否 を教え

ること:KnowledgeofResult)の 提示 を、個 々の学習者 に対 しコ ンピュ

ータが教 師に代わ って行 うものである。っ ま り、あ らか じめ用意 された教

材 に従 って学習者個人個人 に応 じた学習指導 を コンピュータによって行 う

システムを い う。一 般に言われ るCAIは 、 この狭義 の意味である。

(b)広 義のCAI

広義のCAIは 、 コンピュータが教師や指導者を代行す るので な く、教

師や指導 者が学習指導 の道具 として コンピュータを利用す ることを意味す

るものであ る。一斉授業のなかで、例えば ボールを投 げた ときの放物線状
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落下の動 きを コンピュータの助 けを借 りて シ ミュレー ションして見せ る。

あ るいは、学習者の状 況に合 わせて適 当な練習問題 や課題を コンピュータ

の助 けを借 りて検索提示す る。 または、学習者の反応 を即座 にコンピュー

タで解析 し、学習者の習熟度 を把握 し適切な指導を行 え るようにす るなど

が挙げ られ る。っ ま り、広義のCAIと は、 コンピュータによる講義支援

システムであ る。

(c)最 も広 い意味でのCAI

最 も広 い意味でのCAIに は、教育情報処理の分野が含 まれ、CMI

(ComputerManagedInstruction)とSA(SchoolAutomation)が あ る。

CMIは 、授業 の設計や学力評価な ど授業の前後での準備や後処理を助

ける ものである。SAは 、学校 ・学級 の管理運営 のためにコ ンピュータを

利用す るもので、時間割 の作成、指導者や学習者 に関す る情報などを扱 う

学校 ・学級の管理運用上 の諸 々の処理が含まれ る。 この調査報告では、

コンピュータが指導者 や教師を代行す る狭 義のCAIと 一斉授業のなかで

の講義支援 システム と しての広義のCAIを 中心に述 べてい く。

3.2.2積 極的な教育メデ ィア利 用の事例

(ウ ェ ン トワース科学技術専門学校)

(a)概 要

ウェン トワース科学技術専門学 校は、1年 制、2年 制、4年 制を持つ工学

技術系の専 門学校であ る。 この学 校で は、航空学、建築学、土木工学 、 コン

ビュータ工学、 コンピュータ科学、電気 工学、電子工学、設備管理、工業設

計、イ ンテ リアデザ イ ンなどの専門分野がある。そ して、各専 門分野の即戦

力の人材教育 に力を入れて いる。そのため、各種 ラボラ トリ(実 験室 ・実習

室)で の実習を重視 してい る。

また、 コンピュータ支援 による教育 メデ ィアの導入お よび学習教材の開発

に も力を入 れてい る。 これは、単 にコ ンビュータ工学や コ ンピュータ科学を

重視 してい るとい う意 味でな く、他 の分野の教育 にお いて もコ ンピュータ支

援による教育 メデ ィアを積 極的に活用 しているとい うことで ある。その証 と

して、学校全体の経 費の中で、 この コンピュータ支援 による教育 メデ ィア関
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連の 出費が最大 となってい ることを挙げることができる。

この学校 では、各教授や講師が コンピュータ支援 によ る教育 メデ ィアの活

用方 法や コース ウェア(教 材 や指導 内容を シナ リオ化 した ソフ トウェア:

Couseware)の 開発を行 うことを奨 励 してお り、各教授や講 師は コンピュー

タの支援による独 自の教 育スタイルで講義や演習を行 ってい る。

この学校が コ ンピュータを教育メデ ィアとして積極的に活用す る目的 と し

て は次の2っ が ある。

④ 表現方法の拡大 による学生の理解促進

コンピュータの支援 によ り、従来の黒板 とチ ョー クを使 った教授法で は

表現が難 しか った3次 元の グラフィ ックやアニメー シ ョンを用 いた動的な

表現が可能にな り、各種の シミュレーションなども学生 に提示で きるよう

になった。 このよ うな表現方法の拡大により、学生 の理解の促進を図 り学

習効果を高め ることを狙 っている。

◎ コ ミュニケー ションの道具 と しての活用法の教育

コ ンピュータ支援 による教育 メデ ィアの活用(狭 義 および広義のCAI)

を各学科 の授業で利用す ることは、 コンピュータを単 に教育効果 を上 げ る

ための道具 として利用す るだけでな く、 コンピュータを プ レゼ ンテー シ ョ

ンや コ ミュニケ ーシ ョンの道具 として活用で きること、お よび、その活用

方法を学生 に体験 させ、習得 させ ることを狙 っている。

この学校 には、 コ ンピュータを教育 メディア として利用す る方法 や コー

ス ウェアの作成法を学習す るコース もあ る。その例 と して、社会人 向けの

い くっかの コースを次に挙 げる。

・対話型学習 システムの習得 コース:InteractiveTraining

この コースでは、 エ ン ドユーザ向けの言語やオ ーサ リングシステム(コ

ースウェアを作成す るための ソフ ト)を 使 っての コ ンピュータ支援 による

教育 システムの設計 と作成を学 習す る ものであ る。オ ーサ リング システム

として は、ハ イパ ー カー ド(HyperCard)な どポ ピュラーな ものを利用 し

て いる。

・デ ジタルマ ル チメ デ ィア と電子 プ レゼ ンテ ー シ ョンコース(Digital

MediaandPresentations)
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この コースでは、 コ ンピュータ支援技術 と電子 メデ ィアを利用 したプ レ

ゼ ンテーシ ョンの方法を学習す る。 コンピュータによ るアニメー ション、

デ ジタル画像処理 などを学習 し、プ レゼ ンテー ション技法を習得す る。 さ

らに、上級 コースが あ り、上級 コースで は、 ビデオ、音声、アニメー シ ョ

ン、文字、 スチール写真を統合利用す る対話型の マルチ メデ ィアの活用法

を学 習す る。

この学校 は、学生 の教育 に コンピュータの支援 による教育 メデ ィアを利

用す るだけでな く、その教育 メディアの利用法や コースウ ェアの作成方法

まで も教育 してい る。 このよ うに、 日本で はあま り見 られ ないような非常

に進んだCAI教 育 を行 ってい る4年 制を持つ専 門学校で ある。

(b)一 斉授業 にお ける講義 支援 システムの活用

④ 講義支援 システムを設 置 した講義教室

この学校で は、一斉授 業において もプ レゼ ンテー シ ョンの道 具 として コ

ンピュータ支援 によるいろい ろなメデ ィアを利用 してい る。その教室での

実演風景の写真を写真3-3に 示す。 また、図3-4に 、 その教室を上か ら見

た概略図を示す。

まず、 この教室の設備 にっ いて述べ る。講 義を行 う講師の教卓には、2

台のパ ソコン(ア ップル製 とIBM製)が 組み込 まれ てい る。それぞれの

ディスプ レイ装 置は講師が見 やすいよ うに斜め上 向きに教卓 の中 に置かれ

ている。天井 には ビデオ プロ ジェクタが取 り付 けて あ り、パ ソコ ンの画面

を教室右前方 のス クリー ンに投影で きるよ うにな ってい る。 この位置にス

ク リー ンを設置 して いるのは、教室内の全ての学生 が、な るべ くスク リー

ンに対 して垂直方 向か ら映像が見 られ るよ うにす るためであ る。 この講義

教室 は、 このよ うな細か な点 まで工夫が施 されてい る。 スク リー ンの両脇

には、通常のホ ワイ トボー ドがそれぞれ1枚 ずっ設置 されて いる。教室の

広 さは、 日本の小中学校 の教室の2/3程 度 と狭 い。学生用の椅子 と机 は

一体型の もので30セ ッ ト程 度置いてあ る。そ して 自由に移動で きるもので

ある。なお、 この図の椅 子 と机の配置 と数は正確 な ものではない。
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◎ 講義 スタイル

つぎに、 この教室で講義 が どのよ うに行われ るか について述べ る。講師

は、あらか じめ講義 内容に即 した提示教材をオーサ リングシステムを用い

て作成 してお く。 この提示教材は、 リムーバブルな磁気ディスクパ ックに

記録されて いる。

この磁気デ ィス クパ ックをパ ソコンにセ ッ トし、パ ソコンの支援の下に

天井の ビデオ プロジェクタか らス ク リーン上に教材 を提示す る。提示す る

教材は、狭義のCAIで 用い られ るよ うなオーサ リングシステムで作成 さ

れ る。オーサ リングシステムは、市販の ものを購入 し使用 してい る。使用

す るオーサ リングシステムの選択 は、各教授や講師に任せ られている。 な

お、図に示す ように、教卓内にパ ソコンが2台 設置 されてお り、利用 され

るオーサ リングシステムや提示内容に合わせてパ ソコンを選択利用す るこ

とができる。

講師は、あ らか じめ作成 している提示教材をスク リー ン上に投影 しなが

ら講義を進 める。スク リー ンへ投影す るものは、文字、 グラフィック、ア

ニ メー ション、ムー ビーなどのマルチメデ ィアである。教材の提示順序は、
(注)

あ らか じめプログラムされている。 いわゆるチュー トリアル型の コースウ

ェアのように作成 されている。 しか し、実際の講義 においては、学生の反

応を見なが ら提示順序や表示ス ピー ドの変更が随時な され る。 また、スク

リーンへの投影の ほかに、必要に応 じて白板に板書 して説明が加え られ る。

(注)コ ンピュータチュートリアルは、概念の理解、知識の習得、問題の解決法のた

あに、学習者を直接個別指導するたあのCAIシ ステムである。学習はコンピュー

タとの対話型で行われ、コンピュータが学習進行の主導権をもち、学習者の回答結

果や学習履歴や特性や能力によって、たどるべき学習の道筋を決あて学習が自動的

に進行されていくようになっている。 「コンピュータ 教育標準用語辞典」(ア ス

キー出版局)よ り

④ コンピュー タ支援 による講義の効果 と目的

あ らか じめ準備 された教材 を順に提示 して講義を進 める場合は、一般に、

講義のス ピー ドが早 くなると共 に講義内容が濃 くな り、学習者に とって息

をっ く暇 もない余裕のない授業 となる危険性がある。そ こで、学生の反応
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も含め、 この スタイルでの講義の効果を尋ねてみた。 その回答を以下 に記

す。

(i)テ レビ世代の最近の学生 にとっては、ス ク リー ン上の映像を見 るこ

とには何 も問題がな く、 自然 に受け入れ られている。

(ll)学 生の様子を見なが ら講義を進めてお り、必要 に応 じて スク リー ン

上の映像を止めて、白板 に板書 した り口頭 で説明を加 えたり してい る。

この講義支援 システムを用 いた講 義の狙いは、学習時間の短縮 ではな く、

板書で表現す ることが難 しい3次 元の映像や動画によるシ ミュ レー ショ

ンな どの提示 と講 師による十分 な説明によ り学生の理解を深 めさせ るこ

とにある。

(茄)ま た、 ス ク リー ンに投影 して いる映像 と同 じ映像が教卓 内のパ ソコ

ンの表示装置に表示 されてお り、講師は この画面 を見 なが ら教卓上のマ

ウスを用いて提示教材の特定位置を指示で きる。従来の板書中心の講 義

では講師は学生 に背を向けてい ることが多いが、 この システムを利用 し

た場合は、講師 は学生の方を向いて講義を進 めることができる。 したが

って、学生 とより緊密 なコ ミュニケー ションを とりなが ら授業 を行 うこ

とがで きる。

以上 の答が返 って きたが、っ ぎの ような問題 もあ るという。 それは、

1時 限50分 の授業 のため に約3時 間の準備(提 示教 材の作成)が 必要で

あ る。 と くに、変化の激 しい分野での利用 にお いては提示教材 の作成 ・

保守の工数が増加す る。また、設備面 では、 ビデオ プロジェクタは高価

で あ り、全 ての教室 にこのよ うな設備が あるわけではない。通常 の教室

で は、OHP用 ビデオプ ロジェクタ(パ ソコ ンの画面をOHPで 投影す

るための液 晶パネル)を 利用 して、パ ソコ ンの画面 をスクリー ンに投影

す るよ うに してい る。そ して、 この特別の講義教室 とな るべ く同 じ環境

で講義がで きるよ うに してい る。

㊥ 講 義内容の ライ ブラ リ化

講 義のため に準備 された提示教材 は、 リムーバ ブルの磁気デ ィスクパ ッ

クに記録 されてお り、 この磁気デ ィスクパ ックは次の㊥に記す ラーニ ング

セ ンタにライ ブラ リとしてセ ンタフ ァイル化 されてい る。学生は、 ラー二
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ングセ ンタで任意の提示教材を用 いて予習復習ができるよ うにな っている。

また、その提示物のハー ドコ ピー もとることが可能である。 したが って、

学生は講義中にス クリー ン上の提示内容のメモを とることに気を取 られる

ことな く、講義内容の理解 に専念で きる。

㊧ ラ一二 ングセ ンタ(THELEARNINIGCENTER)

ラ一二 ングセ ンタは図書館 内にあ り、教授や講師が学生の学 習を手助け

す る施設で ある。 このラ一二 ングセ ンタは、毎 日開かれてお り全 ての学生

が いっで も予約な しに利用で きるよ うになっている。夜 と週末 も利用 でき

るが利用できる時間はその ときどきによ り変わる。

(c)個 別学習型のCAIシ ステムの活 用

④CAI教 室

CAIを 行 う教室は図3-5に 示すよ うに2教 室あ り、一方 にはア ップル

製 のマ ッキ ン トッシュが、 もう一方に はIBMのPCが 導入 されて いる。

それぞれ約15台 ずっ設置 されLANで 結ばれて いる。

教室の前方 には、パ ソコンの画面を投影す るためのOHPと スク リー ン

が設置されてい る。その様子 を写真3-4に 示す。

[コ[][コ [][][]

[コ ロ[]ス [][=コ[コ ス

口 口 口; 口 口 口; 開発室

口 口 口 し 口 口 口 ↓

[]口[] [コ[コ[]

口[][コ[コ 口[コ ロ[=コ
マ ッキ ン トッ シュ設 置 IBM-PC設 置

図3-5
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写真3-4

ま7こ、教室の横に写真3-5に 示す開発室があ り、 コースウェアの開発 と

マルチメディアの研究が なされている。

写 真3-5
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◎CAI利 用 とコースウェアの開発状況

この学校で のCAIの 利用分野 は、建築やイ ンテ リアデザ イ ン関連 の分

野 と、その他 の分野の2っ 分けることがで きる。

この教室で は、主 に前者の分野の授業で利用 されて いる。 この分野では、

シ ミュ レー シ ョン型の コースウェアが主に利用 されて いる。一方、他の分

野 の科 目ではチ ュー トリアル型や ドリル型のCAIが 利用 されて いる。

この教室の利用形態 は、 まず、授業 に先立 ち必要 な学習プロ グラムがL

ANを 経 由 してサーバか ら各パ ソコンにダ ウンロー ドされ、 その後、スタ

ン ドアロン型 で各学生が使用す るというスタイル である。

使用す るコース ウェアは、各科 目の担当教授や講 師がそれぞれの思想に

基づ き開発 してい る。現在、CAI教 室の隣の開発室で は、キ ャラ クタ、

グラフィック、 ビデオ、音声 とい うマルチメデ ィア利用 によ るコースウェ

アの研究開発が行 われて いる。マルチメデ ィア利用 の研究には大変意欲的

で あ り、設備 の拡充 のため施設の拡張 を計画 してい るという。

◎ 正規授業以外 でのCAIの 利用

さ らに、正規 の授業以外で も、放課後や 自宅 での学習のため にCAIが

活用 されてい る。宿題 として、学 習プログラムを フロ ッピーに記録 して学

生 に与え るとい うことも行われてい る。 この場合 は、 ほとん どが チュー ト

リアル型や ドリル型の コースウェアである。

なお、学校 とコ ンピュータメーカ との提携によ り、学生 は低価格でパ ソ

コンを購入で きるよ うになって いる。 また、前述 した ラ一二 ングセ ンタに

CAI用 のハ ー ドウェアとソフ トウェアが準備 されてお り、放課後、学生

が利用で きるよ うに配慮 されて いる。

(d)コ ン ピュー タセ ンタ(COMPUTERCENTER)

④ コ ンピュー タセ ンタの設備

コンピュータセ ンタは ビューティホール と言 う建物 内にあ り、 この建物

の3階 にメイ ンコ ンピュータが設置 されている。そ して、端 末をつな ぐ回

線 が学校内に張 りあ ぐらされて いる。実習用の メイ ンコンピュー タは、V

AX11/785シ ステムであ り、メイ ンフレームでの実習のための ワー クス

テー ションが80台 、4つ の実習室 に設置 されて いる。 また、20台 がキ ャン
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パスの各施設 に分配設置 されている。 さらに電話 により10回 線の接続が可

能であ り、学生 は自宅や研究室か らメイ ンコンピュー タにアクセスで きる

よ うになって いる。

一方、パ ソコ ンの実習室には70台 のパ ソコンが設置 してあ り、LANを

介 してメイ ンコ ンピュー タと接続 されている。 そ して、必要 なソフ トが メ

イ ンコンピュータか ら毎週 ダウンロー ドされ る。なお、パ ソコ ンの実習室

は3つ に分かれてい る。具体的 には、2っ の実習室 にPC-286が それぞれ20

台ずっ、他の1っ の実習室に30台 のPC-386が 設置 されて いる。前者 は、U

NIX、C言 語、PASCAL等 の実習に利用され、後者 はCAD関 連 の実習に

利用 されて いる。

また、IBM-XTと い うパ ソコンが設置 されてい る実習室が あり、 こ

こで は、ワー プロ、データベース、表計算を行 ってい る。

さ らに、実習用 とは別 に各種管理のために別系統の コンピュータ システム

VAX6410が 設置 されてい る。

なお、この コ ンピュータセ ンタ内には、 ビデオ プロジェクタを介 して端末

の画面を投影 しなが ら講義 を行 うための教室が用意 されてい る。 コンピュー

タ実習に際 しては、まず この教室で一斉授業形式で実習方法 が説 明され る。

その とき、実習時 と同 じ環境 の端末画面を学生に提示 しなが ら、よ り分か り

やすい説明がな され る。 その後、実習室で学生各 自が実 習を行 うとい う方法

が と られてい る。

◎ コンピュータセ ンタの利用について

コンピュー タセ ンタの利用可能時間は次のよ うにな ってい る。 月曜か ら

木曜が午前7時30か ら午後10時 まで、金曜 と土曜が午後9時 まで、 日曜は

午後1時 か ら午後9時 までで ある。学生 は、授業で使 用 されていないか ぎ

り予約な しで いっで もこの施設を利用できる。 なお、各実習室の ドアに授

業のスケ ジュールが掲示 して あり、学生 はそれを見て利用可能な時間を知

ることがで きる。

(e)一 斉授業 と個別学習 の組み合わせ

ウェン トワース科学技術専門学校 では、 このよ うに3つ の形態で コンピュ

ータを利用 して いる
。一つが広義のCAIで あ り一斉授 業での講義の支援 シ
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ステムと してのパ ソ コンの利用で ある。2っ 目が狭義のCAIで あ る個別学

習型のCAI利 用で ある。3っ 目が メイ ンコ ンピュータでの実習で ある。 さ

らに、最 も広い意味 でのCAIで ある教育情報処理のためにVAX6410が 利

用 されている。

ここで、教育情報処理 を除 いた3つ の教育形態が、どの様 に組み合わ され

て利用されて いるか について述べる。 まず、 コ ンピュータ支援 による一斉授

業が行 われ る。 ここで、学習者全 員に対 し必要 な説明や知識の教授が行われ

る。その後、直 ぐに実 習に移 ることもある し、個別学習型のCAIで 知識の

定着を図 った り訓練 を行 うこともあ る。実習を伴 う科 目を想定す ると、学習

方法の組 み合わせば次の3通 りがあ る。

①一斉授業+狭 義のCAIに よる学 習+実 習

②一斉授業+実 習

③狭義のCAIに よ る学 習+実 習

現在 どの組み合わせが多 く利用 され、今後 どの組 み合 わせが増えて い くか

につ いて ウェン トワー ス科学技術専門学校の考えを尋ね たと ころ次の答が返

ってきた。

「現時点 では、特 に、基礎教育分野での利用度が高 い。効果的な組み合わ

せについては、 その科 目の性質 により異なる。 また、指導 す る教授 の考え方

に もよる。 今後の方向 と しては、 コ ンピュータ支援によ る一斉授業 も個別学

習型のCAIも 益 々増加す ると考えて いる。」

3.2.3CAl利 用の問題点 を指摘す る大学の事例

(ウ ースター理工科大学)

(a)概 要

この大学 は、学 問的探求 に重点 をおいている こと、複数の学生 によ るプ

ロジェク ト形式 の研究授業が行 われ ることなどに特徴が ある。 この ような

大学 においては、 あ らか じあ学習教材をプ ログラム した コースウェアによ

る学習であ る狭義 のCAIの 利用は適 さないよ うに考 え られた。訪問の中

で コ ンピュー タ科 学学科 のキニ ッキー(R.E.Kinicki)教 授 にCAI利 用

の経緯 と問題点お よびその他教育 メデ ィアの利用状 況 について話を伺 った。
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(b)CAI利 用の経緯 と問題点

現在 、 この大学 では狭義 のCAIは あま り利用されていない。 とくに、

コンピュータ科学学科 では、狭義のCAIは 全 く利用 されていない。 これ

には以下 に述べ るCAI利 用の経緯 と理由があ る。

日本 のCAI技 術 はアメ リカに比べ10数 年遅れて いると云われて いるが 、

この学科で は10数 年前っ ま り1970年 代にCAIを 利用研究 したとい う。 そ

の当時は、CAIは 大変画期的な教育方法であ り、教育において革命 的な

効 果を もた らすので はないか と期待を寄せて利用研究がなされた。 ところ

が、期待 したほ どの効果が な く、次第に興味を失 って いったとい う。 そ し

て現在 に至 っている。

現在、 コ ンピュータ科学学科でCAIが 利用されな い理由は、良 い学 習

プ ログラムがない ことで あ り、先 に述べたように利用 しよ うとい う意欲が

沸か ないか らだ とい う。 このCAI利 用に否定的な根元的理由は、 コンピ

ュータ科学の分野の進歩 は秒進分歩であ り、CAIの コースウェアを 開発

して もす ぐに陳腐化 して利用価値がな くなること。っ まり、費や した時間

と労力の割に効果が薄 いことにある。

ただ し、 この大学の 中で も変化の少ない分野では、ハイパ ーカー ドによ

りコースウェアを作成 して チュー トリアル型のCAIが 利用 されている。

また、狭義のCAIに 範囲を限定 しなければ、 この大学において もコン ピ

ュータが大いに利用 されて いる。その状 況を次に述べ る。

(c)コ ンピュータ関連施設

コン ピュータセ ンタ(CCC:CollegeComputerCenter)に は、 エ ン

コアマルチマ ックス(TheEncoreMultimax)と い うシステムが設置 され

て いる。 この システ ムは8並 列のマルチプ ロセ ッサ システムであ りUNI

X配 下で稼働 して、学生、教授、講師陣へのサー ビスを行 ってい る。 マル

チマ ックス システムは、CCC内 の端末以外 にキャ ンパ ス内のいろいろな

場所か らネ ッ トワー クを介 して利用で きるよ うになってお り、24時 間のサ

ー ビスが行 われている。CCC内 には、35台 のDECの 端末が設置 されて

いる。そ して、キャ ンパ ス内には教授 と学生のために800台 以上 のIBM

コ ンパ チのAT&T社 のPC-6300が 設置 されて いる。
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また、実験室や コンピュータ教室に200台 以上のパ ソコンが設置されて

いる。 さらに、CMIやSAの ためにDECのVAX8820が 利用 されてい

る。 キャンパ ス内のネ ッ トワー クは、光 フ ァイバ ーケーブルが用い られ、

イーサネ ッ トのLANシ ステムで構築 されてい る。 このネ ッ トワー クは、

各実験室、教室、研究室に接続されてお り、それぞれの場所か らCCCの

メイ ンコンピュータへの接続利用が可能で ある。 また、電子メールサー ビ

スや広報板と して も利用 されている。

キニ ッキー教授が率 いるコ ンピュータ科学学科では、 この電子 メールサ

ー ビスを大 いに活用 している
。学生の演習や研究な どの課題の提出は、 こ

の電子メールを介 して教授の ファイルへ転送す ることにより行われている。

コンピュータ科学学科においては、学生か らの課題の提 出は100%こ の形

態で行われ完全にペーパ レス化 されている。

キニ ッキー教 授はCAIは 余 り利用 して いないとい うが、これは狭義の

CAIに ついてであ り、 この大学では、いろいろな分野で教育メデ ィアと

して コンピュー タが利用されて いる。また、 コンピュータ以外の教育 メデ

ィア も活用 されてお り、大学内に教育メデ ィアセ ンタ(IMC:Instruct-

ionalMediaCenter)が ある。 このセ ンタでは、広範囲の教育メディアの

サー ビスを行 っている。 た とえば、カラー ビデオの各種A/Vプ ロジェ

クタの貸出 し、1500巻 以上の学習用の ビデオテープの貸 出などのサー ビス

を行 っている。学生 は学外に持 ち出 して見 ることもで きる し、オーディオ

ビジュアル ・ルームで見ることもできる。

3.2.4社 内教育ソフ トを開発販売 している企業の考え方

ナシ ョナル ・エデュケー ション ・トレーニ ング ・グループ(NETG)

(a)概 要

NETGは 、他社向けの社内教育 システ ムの開発販売を行 っている会社

であ り、単に教育 システムの開発販売に とどま らず、顧客の問題解決 と仕

事の効率化のための コンサルティング業務 とア フターケアを行 っている。

教育 には、 レーザデ ィスクやCD-ROMを 利用 した対話式の訓練 シス

テムやCBT(ComputerBasedTraining)な どが利用 されている。そ し
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て 、 各種 の教 育 カ リキ ュラ ムが ライ ブラ リと して 準備 されて い る。

その 教育 カ リキ ュ ラム は、 一般 的 な情 報処 理(lnformationProcessing)、

エ ン ドユ ーザ にお け る情 報処理(EndUserComputing)、 人的能 力の 開発

(HumanResourceSkills)、 工 業 と製 造 の 技術 と管 理(Industrialand

Manufacturing)の 重要 部 分を 包括 的 にカバ ー して いる。 その体 系 とコー ス

数 の 詳細 は3.4.3節 に記 され て い るの で こ こで は省 略す るが 、パ ッケー ジ

と して開 発 され て い る もの に1350以 上 あ り、 この パ ッケー ジを含 め現 在 ま

で に約6000の コー スを開 発 して い る。 なお 、 コー スは さ らにユニ ッ トに 分

割 され、 ユニ ッ トが レーザ デ ィス クや ビデ オテ ー プ一 巻 とい う単 位 で あ る。

教 育 シス テ ム で 利 用 す る メ デ ィ ア と して は、IVI(lnteractive

VideoInstruction)、CD-ROM、CBT(ComputerBasedTraining)、

LV(通 常 の ビデオ:LinearVideo)、AUDIO(オ ー デ ィオ ・テ ープ)

が あ り、学 習 プ ロ グ ラムに適 した メ デ ィアを利用 した ソフ トが 準 備 され て

い る。 ビデ オやCD-ROMを 利 用 した対 話型 の シス テ ム とCBTが 区 別

され て い るが 、CBTは 動画 を含 ま な いコ ン ピュータベ ースの対 話型 の 学

習 シス テム で あ る。 なお 、NETGで は、 レーザ デ ィス クやCD-ROM

を利 用 した対 話 型 の学 習 システ ム、 あ るいは、CBTな どを ハ イ レベ ルの

メデ ィア と呼 ん で い る。 一方 、 リニ ア ビデオ(シ ーケ ン シャル に しか再 生

で きな い通常 の ビデ オ を指す)や オ ーデ ィオ テー プに よ る学 習教 材 を ロー

レベ ル の メデ ィア と呼ん で い る。 当然 、ハ イ レベ ルの メ デ ィアの 開 発 ・利

用 に力 を注 いで い るが、 ロー レベ ル の メデ ィアに よ る学 習教 材 も継 続 的 に

開発 して い る。 ロ ー レベ ル の教材 を 開発 して い る理 由 は、顧 客 に よ って は、

費 用面 か ら考 え て 低 価格 の ロー レベ ルの メデ ィア で満 足す ると ころ もあ る

か らで あ る。

NETGは 、 教 育 にお け るメデ ィア利用 の利 点 は大 勢 の学 習者 を一 度 に

教 育 で きる こ とに あ る と考 えて い る とい う。NETGは 民 間企業 で あ り、

や は り費 用 とそれ に見合 う効 果 を厳 し く追 求 して い る。一方 、顧 客 で あ る

企 業 も費 用 と効 果 の バ ラ ンスを考 え て い る ことが窺 え る。 なお 、現 在 まで

に学 校用 の教 育 コ ー スの開発 は行 った ことはな い とい う。 これ は、学 校 教

育 に興味 が な い ので な く、学 校 は この よ うな教育 シス テム にか け る ことが
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で きる予算が限 られてい るため、効果的な学習 システムの開発が期待で き

ないためだとい う。

(b)教 育 コースの開発環境 の変化

NETGで は、各種 の教育 コースをパ ッケージと して開発 し、 それぞれ

顧客の必要性に応 じて このパ ッケー ジを活用 した り、あ るいは、その顧客

に最適の学習カ リキ ュラムを個別 に開発 して いる。 このよ うな教育 システ

ムの開発方法は、現在 まで は大変成功 しているとい う。 しか し、情報処理

分野を中心 と した社会 の急速 な変化 に伴い、情報処理技術者向けの教育の

内容がます ます専 門特化 し、現有の教育パ ッケー ジの需要が減少傾向 にあ

る。そ こで、1990年 代 において は新たな技術 と教育方法が必要 になる

とい う。

つ まり、学習 コースのパ ッケー ジ開発に時間 と経費をか けて もす ぐに内容

が古 くな り利用期 間が短 く採算面 で問題がある。 また、個別に顧客 ごとに

学習 シスムテを開発す る場 合 も、開発中に顧客が必要 とす る教育 内容が変

化す るとい う状況 が発生 してい る。

そ こで、学習教材 の開発 と保守 を短期化す る技術が必要であ り、 また客

先での費用負担の削減の理 由か らNETGに おいて は、 レーザデ ィス クの

利用か ら、 よりデ ィジタル情報 のハ ン ドリングが行 いやす いCD-ROM

の活用へ と切 り替 えを図 ってい る。

そ して、急速な教育 内容 の変化 に対応す るため、教材 をモ ジュール化 し

デ ータベース化す ることを行 ってい る。

(c)今 後の学習 システム

NETGで 開発 してい る対話型の学習 システムにおける コースウェアの

形態 は、説明によ る学 習、そ して練 習、さ らに、実際 の応用 という3つ の

部分か ら成 り立 ってい る。 そ して、各 コースの学習 プ ログラムは、学 習者

が独習することを基本 と して開発 されてい る。 しか し、学 習者 は学習中 に

色 々な疑問が生ず ることが あ る。 このような場合 は、顧 客である学習者側

の会社や職場内の指 導者 、 また は専 門家が助言や指導 を行 う。 なお、 まれ

に顧客内で は解決で きない疑問や問題が生 じることが あ るが、 その ときは、

NETGの 専門家にホ ッ トライ ンで問い合わせて指導 を受け るとい う体制
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を取 っている。

今後 、教育内容が ますます専門特化 して くると、学習者側に指導で きる

専門家 を期待で きな くなる。そ こで、学習者 と遠隔地の専門家 とをつな ぐ

2ウ ェイ ・ビデオ(双 方向性のあるビデオ:テ レビ電話のような もの)が

学習 システムに組 み込 まれることにな るという。

⇒ ,e

鋼
⇒

＼、' 、tt

専門家 学習者

図3-62ウ ェイ ビデオによる遠隔地教育

具体的には、2ウ ェイ ビデオを通 して専門家が遠隔地か ら説明を行い、練

習と応用は学習者側の システムで行 う。そ して、生 じた疑問にっいては2ウ

ェイ ビデオを介 して専門家に直接質問するという形態であ る。 。

現在米国では、人 口密度が低い理 由か ら遠隔教育プ ロジェク トの実施や計

画の数が、かな り増え続 けている。各州 は遠隔教育に興味を示 してお り、い

くっ かの州では既 に州の機関が遠隔教育の計画に関与 している。また他の州

で もそのよ うな方向に進んでいる。
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3.3教 育メデ ィアの開発 とそれに伴 う問題

3.3.1NETG(NationalEducationTrainingGroup)

NETGは 企業の教育 用 システムを、開発販売す る米国最大手 の企業 グル

ープである。教育関係 の各種サー ビスやデザイ ンを行 い、その一環 として、

いろいろな教育用 メデ ィアを開発 し提供 している。従 って、個 々のメデ ィア

の開発 というよ りも トー タルな教育 システムの開発 とい う視点か ら、教育メ

ディアの開発実態を、資料及 び聞 き取 り調査により得 られ た事を報告 してみ

たい。

(ア)開 発 システム

NETGの 企業 と しての使命 は、顧客が、遂行成績を上 げるためのマル

チメディアシステムの開発 を通 じ、 ビジネスの 目的を達成 す ることを手助

けす ることである。業務 内容 は、 コ ンサルティ ングか らマルチメディア開

発 やア フターケアまで多岐 にわ たるが、その中で、マルチメデ ィアを中心

に、NETGに おいて開発 し提供 している教育用の メデ ィア及び システム

を紹介 してお きたい。

(i)IVD(対 話型 ビデオデ ィス ク;InteractiveVideodisc)

高速のマイ クロコンピュータが、 ビデオ ・デ ィス クを駆動 し、文字情

報の他 に動画、絵、音 声を、高解像度カラーモニターに出力す る。利用

者は、タ ッチセ ンサー ・スク リー ンを利用 し、モニターの画面の上 を触

る事 によ りビデオ ・デ ィス クの コン トロール と画面のメ ッセー ジに対す

る応答が可能であ る。

機器構成 と しては、マイ クロ ・コンピュータ及び、 ビデオ ・ディス ク

・プ レーヤーが基本 とな り、CD-ROMド ライ ブ も併用 で きる。必要

に応 じて、汎用 コ ンピュータと接続する場合が ある。それに、 ビデオ ・

デ ィスク ・ソフ トが必要で ある。

この システムの利点 は、動 く映像を取 り入れ る ことが可能 にな り、視

覚的に対象 のイメー ジを把握す る事がで きる事で ある。 タ ッチセ ンサー

・スクリー ンの利用 によ り、 ビデオ画面を直接 さわる事がで き ビデオデ

ィスクの制御 も出来 るなど、操作性 に優れている。

学習システム として構 成す る場合、 ビデオ映像 による全体的 な概要説
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明 と、文字情報 による詳細説 明を組み合わせて使 う事が望 ま しい。音声

を併用すれ ば、よ り効果的である。(写 真3-6ラ スカー博士 と ビデオ ・

デ ィスク ・システム)

(i)ビ デオ/オ ーディオ ・リフ レクション ・システム

(Video/AudioReftectionTM)

対話型 ビデオ システムに、利用者 参加機能を加え た ものであ る。具 体

的に言 えば、対話型 ビデオによる学 習に加え、利用者 自身の画像や音声

を入力 し、 ビデオテープ レコーダに記録する事が可能な システムであ る。

音声の場合 は、ハ ー ドディスクにデ ィジタル記憶を行 う場合 もあ る。

機器構成 と して は、対話型 ビデオ システムに加え、 コンピュータ とV

TRを 結ぶイ ンタフェース ・ボ ックス、VTR装 置、カメラ/マ イ ク及

び ソフ トウェアであ る。

この システムを利用す る事によ り、学習者が、実務的場面 に対す る自

分の反応を記録確 認 し自己評価を行 い、技術を習得するまで シ ミュレー

シ ョン訓練を続け られる。

(m)机 上型マルチメディア(DesktopMultimedia)

マ イクロコンピュータでCD-ROMを 駆動 し、文字 データの他 に静

止画 と音声を出力 し、 コ ンピュータと対話 しなが ら学習が可能 なシステ

ムであ る。動画 はでないが、 ビデオ ・ディスクに比べ、効率的 に開発で

きる。見せ て頂 いたの は、スキル ・ビルダー(SkillBuilder)と 呼ばれ

る表計算等 のアプ リケー シ ョンの学習用 ソフ トで、以下 に述べ る特徴を
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写 真3-6ラ ス カー 博士 とIVD

写 真3-7CD-ROMの 実 演

一・一一104一

〆



持 って いる。

スキル ・ビルダーの特徴

①文字 と音声 ・画像の併用

② 対話学 習(コ ンピュータと対話 しなが ら学習できる)

③ ウィン ドウ表示(ア プ リケー ション ・ソフ トのシ ミュ レーシ ョン

画面 と、 その学習内容が、 同 じ画面の中の別の窓に表示 され る)

④ アプ リケーシ ョン ・ソフ トに組み込み、使 う事 も可能であ る。

⑤ データベ ースを基に作 られて おり、表示や言語の交換が容易。

(日本語版の ソフ トも紹介 して頂 いた。)

⑥ コス トが、対話型 ビデオに比べて安い。

⑦製品 は、8時 間 コースで、$500か ら$600程 度で買え る。

(写真3-7CD-ROM利 用 ソフ トのスキル ・ビルダーの実演)

(iv)音 声併用CBT(Audio-enhancedComputerBasedTraining)

音声併用の コンピュータ利用学習 システム。音声によって、学 習効 果を

高める事が可能である。

(v)そ の他

以上の他に、職場の模擬的 なシ ミュレー ションを行い効率や能力の分析

を行 った り、印刷物や ビデオの出版をハイテ クノロジーを必要 としない顧

客用 に行 ってい る。 また、 システムの統合化 なども行 ってい る。

(vi)メ デ ィア開発 ツール(オ ーサ リング ・システムの一例)

コマ ン ド入 力 と同時に音声入力を行 うと、それが、デー タベ ースフ ァイ

ル と してハー ドディス クに記録 され、他の文字や絵 と同様に、検索が可能

で ある。

ツールは、 オブジェク ト指向言語 を用 いて作 られているので、言語互換

性が高 い。
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アプライド.ラーニング・

スペクトラム・ライブラリー

図3-7

スペ ク トラム ・ライ ブラ リー

技術管理100製 品

アプ リケーシ ョン開発145製 品

及 びプログラ ミング
、

MVS/SP/XA発125製 品

MVS/ESA(川)

オ ペ レーテ ィ ング ・115製 品

シス テ ム

デ ー タベ ース100製 品

チータ通信105製 品

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ135製 品

オ フ ィ スコ ンピ ュー タ130製 品

人材開発技能250製 品

生産技能145製 品

ユ ラ ム ・ラ イ ブラ リー
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(vli)教 育用 コース ウェア

ハ ー ドウェアではな く、 ソフ トウェアと しての開発製品 と して も6 ,000

以上の コース ウェアを作 っている。その 中で、情報処理関係の教育用の コ

ースウェアを教科別 に分類 した ものの一例が図3 -7で ある
。尚、私達の訪

問時、アプライ ド・ラーニ ングと旧名称で商品説明が された。

(図3-7NETGの カ リキ ュラム ・ライブラ リー)

上記 のよ うに、高度 の技術を必要 と しない もの もあるが、主 と して、マ

ルチメディアシステムの開発が中心であ る。マルチメデ ィア利用の利点 と

しては、次のよ うな事が考え られる。

マル チメデ ィア利用の利点

●情報を視覚的 ・動的に とらえ る事が可能 である。

●映像や音声を活用す る事 により、全体像や、形、音 などの イメー ジ

ジを とらえやすい。

●音声を併用す る事 によ り、効果的な情報伝達が可能である。

(イ)パ フォーマ ンス ・システム

NETGの 役割は、個人の トレーニ ングその ものではな く、顧客企業の抱

える問題の解決である。従 って、顧客の抱 える問題 の分析及び診断が 、出発

点 となる。その上で、学習用のメディアとして どのような ものが必要 かを、

決定 して い く。 さらに、学習の成果の評価や、 システムの更新 までを含む教

育 システム としてデザイ ンを行 って いる。 そのため、教育 メディアの開発は、

個 々の学 習教材 を開発す ると言 うよりも、総合的な教育 システム開発の一部

と して考 え られて いる。総合的教育 システ ムの例 と して、パ フォーマ ンス ・

システム(PerformanceSystem)と 呼ばれているシステムを紹介 してお きた

い。

パ フ ォーマ ンス ・システムとは、業務遂行の ための研修 システムであ る
。

この システム は、8つ の ステ ップに分かれ、閉 じたルー プを形成 し、改良 さ

れ、続 け られ る終わ りの ないシステムである。その概念図を、図3-8に 示す。

(図3-8パ フォーマ ンス ・システム概念図)
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戦 略

●戦略的 ビジ ョン

●業務分析

業務水準
●仕事 ・作業分析

●能力分析

●上達尺度

●遂行尺度

隔た り

審 査
●技能及び知識

●仕事の定義

●訓練内容

●訓練

●上達度テス ト

●訓練時間枠

●組織と構成

モニター

●即応報告書

●管理行程

●業務成果

評価と証明

●技能と知識

●仕事への転任

●適応性

検証

支援方法

非訓練型支援

●環境

●資源

●仕事の援助

Q方 針/手 順

●専門的方針

●連続的計画

●人材募集と選考

選択的

提示

]一スウェアと データベース

●構 成

●内容

● 目的

●指 導 シス テ ム

●舞 台設 定

動機付けと報酬
●認証

●給与/賞 与/報 償

更 新
●更新計画

●新規規約

図3-8パ フ ォーマ ンス ・システ ム概 念 図
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パ フ ォーマ ンス ・システム:

① 「戦略 」:業 務の分析を行い、戦略的視点 に立 ち、計画を定める。

② 「業務水準」:戦 略 に基づ き、労働や作業の分析及び能力分析を行 い、

上達や遂行の基準 とな る尺度を設定す る。

③ 「審査」:第2ス テ ップの基準 に従 い、審査を行 う。従業員の技能 ・

知識を始め、仕事 の定 義、研修内容、研修方法、上達度 、研修時間、

組織構成に至 るまでを審査を し、 「業務水準」との 間の隔 た りを確認

す る。

④ 「支援方法」:訓 練を伴 うもの と伴わない もの とが ある。非訓 練型支

援において は、環境、資源、仕事の援助、方針手順、経歴、不 断の企

画、人材募集 と選 考な どの各面 においての支援を行 う。訓練 型支援は、

コースとデータベースを利用す るもので、構成、内容、 目的、提供 シ

ステ ム、訓練段 階等 の設定を行 う。

マルチメディアを利用 した学習 システムは、 ここで利用 され る。

⑤ 「更新」:支 援 システムを常に最新の状態に して お く。更新計画をた

て、必要 に応 じ新規契約を結ぶ。

⑥ 「評価 と証明」:研 修の結果獲得 した技能 や知識を評価 し、研修か ら

仕事へ移 る証明を与え、仕事への適応性を保証す る。

⑦ 「動機付 けと報酬 」:従 業員 に研修を続けさせ る動機付け と して、能

力認定 と給与 ・賞 与 ・報償金への反映を行 う。

⑧ 「モニ ター」:研 修 の後、即応報告書を提出 させ 、管理行程 を調べ、

業務成果 を確認す る。 その結果を最初の 「戦略」 に反 映させ、新たな

戦略作 りを行 う。

以上の8つ の ステ ップをっなげて構成 したパ フ ォーマ ンス ・システム

を、企業の研修 システムに応用 した例を紹介 してお きた い。

(ウ)フ ェデ ラル ・エ クス プ レス(FederalExpressCorp.)

に お け るパ フ ォーマ ンス ・システ ム 開発 事 例

フ ェデ ラル ・エ クス プ レス は、 顧 客 と接触 の多 い従 業員 に対 す る教 育 の シス

テ ムを 、NETGの 協 力 を得 て 開 発 を して い る。 こ こで は、 そ の 開 発 の ブ ロ
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セ スを一つの事例 と して、 フェデラル ・エ クスプ レスの人材開発部門の ビル

・ウィルソ ン氏の レポー トに基づ き、紹介 してお きた い。

「完全で、かっ、明確な」顧客サ ー ビスを達成す る事が、 よ り多 くの利益

を もた らす とい う戦略の もとに、 フェデラル ・エ クスプ レスが採用 した方法

は、ペイ ・フ ォア ・パ フ ォーマ ンス/ペ イ ・フ ォア ・ノウ レッジとい うシス

テムである。従業員 の業務能力や知識 に応 じた報酬を与え るとい うシステム

が、従業員の卓越 した業務能力や豊富 な業務知識 に結 びつ き、それが高度の

顧客サー ビスにつなが るとい う認識 の もとに、採用 した ものである。実施 を

す るためには、従業員の業務能力や知識を正確 に測定す る方 法が まず必要 で

あ る。その上で、成績 に応 じて、研修 を行 い、報酬 を与えてい く事 になる。

そのために、 まず、従業員 の業務能 力や知識を測定す る業務知識試験(Job-

knowledgetest)の 開発か ら取 り掛か った。それは、2段 階に分かれ、最初

の段階(フ ェ試行ーズ1)は 、顧客 と接触す る機会の多 い従業員4,000人 を対 象

に行われた筆記試験 であ り、後の段 階(フ ェーズ2)は 、従業員35,000人 を

対象 と したCAT(ComputerAdaptiveTesting:コ ンピュータ利用 テス ト)

で ある。

CAT導 入 と平行 し、業務知識試験 を支援す る研修 システムを採用す る必

要性か ら、1年 余 りの試験 的利用を経 て、メ ンフィスの汎用 コ ンピュータに

接続 した ビデオ ・デ ィス ク ・ユニ ッ トを各支店に配 し、CD-ROMを 利用

して継続的に更新 を してい きなが ら、CATとIVI(InteractiveVideo

Instruction:対 話 型 ビデオ教育)を 組み合わせた研 修を行 うシステムを作

り上 げた。 そのプ ロセスを、図3-9に 示す。

(図3-9フ ェデ ラル ・エ クスプ レスにお ける研修 システムの開発)

業務知識試験 の開発 と、研修 システムの開発 はほぼ平行 して行われた。

業務知識試験 の場 合は、CATの 本格採用の前に、 フェーズ1と して4,000

人の顧客対面 従業 員(配 送 サー ビス、営業サー ビス、顧客サー ビス)対 象 に、

筆記試験の作 成実施 か ら始 めている。筆記試験の実施 にっいては、① 業務 内

容 の組立 と評 価、② 業務 と訓練 内容の組み合わせ、③ テス ト計 画の開発、④

試験項 目の作 成、⑤ プロ トタイプの現場 テス ト、⑥現場テ ス トの結果を分析

及 び最終テス トの作 成、⑦ プ ログラムの信頼度 チェ ック、⑧ 継続的なテ ス ト
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の更新、とい う手順で、①人事専門家、② トレーナー、③在職者、④ 産業心

理学 者、が問題項 目作成を担当 して、1年 間かけて準備 を行 った。最初のテ

ス トは、115問3時 間の筆記試験で、地域 マネー ジャーが、配 り監督 し、採

点 や記録及び報告の為人材開発部 に送 るという人為的な方法で行われた。従

業員が、業務知識 テス トとその他の業務査定で高得点を上 げれば昇給 し、昇

進 チ ャンスを増大 させ ることが 出来 るとい うシステムである。

その後、35,000人 の従業員に対象を広げる為に、筆記試験か らCAT移 行

を 目指 し、試験の 自動化 に関する調査研究及び信頼性 テス トに取 り掛か り、

2年 後CAT実 施 に踏 み切 った。

研修 システムの開発 も2段 階で行われた。 コンピュータを利用 した研 修 シ

ステムの本格的開発に先駆 けて、約1年 余 りの試験的利用期間を設けた。そ

こで、講師の指導 した グループと、IVIを 利用 して学習 した グループの比

較を行 い、その結果が 、点数的 には差 はないが、同 じ結果を得 るために費や

す時 間が、IVIグ ループの方が、講 師指導 グループに比べて約三分 の一で

済ん だとい う結果を うけて、本格的開発 に踏み切 っている。

このIVIシ ステムのメディア構i成を図3-10に 示 してお く。

(図3-10フ ェデラル ・エ クスプ レス研修 システムのメディア構成)

IVIシ ステムにっ いては、開発製品を導入 して終わ りとい うわけではな

く、業務知識や、情報 を常 に最新の状態 に保っための継続的な更新が行 われ

て いる。CD-ROMを 利用 し、毎月、情報更新用 のCD-ROMが 、各支

店 の各 ビデオ ・ユニ ッ ト毎 に送 られる。それを、装置 に組み込む事 によ り、

ビデオ ・ディス クの中の古 い不必要 な情報が抑制 され、CDの 中の新 しい情

報 が、画面 に提示 され るとい う方法で ある。

さ らに、IVIとCATは 、 メンフィスの汎用 コンピュー タを通 じて連係

し、成績採点報告書や学習処方箋が、翌 日には、職場でみ る事がで き、 その

結 果を持 って、上 司に今後の相談 を行 う事が可能である。

以上のような経緯で開発導入 されたIVIとCATの 特徴を まとめておき

たい。

IVI及 びCATの 特徴:

①IVIとCATの 連係 による、一貫 した評価 ・学習 システム
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業務知識テス トの開発
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図3-9フ ェデ ラル ・エ ク ス プ レス に お け る研修 シス テ ムの 開発
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コ ンピュータ ・ネ ッ トワークを利用 したオ ンライ ン自動化

試験の採点、記録、分析等の教務事務の コンピュータによる省力化

②従業員の職場で、学 習、受験、評価報告等可能

授業形式 と違 いスケ ジュール調整が不要

学 習時間の短縮、及 び、選択的学習(重 点項 目や不 要項 目)が 可能

③個人的で即時の フィー ドバ ック

個人の経験技量 に合わせた個別テス トや個別学習が可能

④客観的な業務知識の測定が可能

(エ)開 発に必要 な人材

情報処理関係の教育機 関に関係す る者 と して、教育メデ ィアの開発を考え

る場合、情報処理 システムの1っ で ある教育 メディアの開発に役立つ人間を

育て るという見地か ら、人材の問題 に触れない訳にはいかない。前章の 「学

習カ リキュラム とその運用」で述べているが もう一度 これに関 し、 「教育 メ

デ ィアを開発する上で、 どんな人材が必要であ るか」 とい う点に関す るラス

カー博士の意見を紹介 しておきたい。

教育 メデ ィア開発に必要 な人材:

(i)イ ンス トラクショナル ・デザイナー(lnstructionalDesigner)

教育 システム全体の設計を行える人物で、教育 システ ムの利用によ り、 ど

のよ うな人材を作 り上げ るかとい う目標設定か ら、教育方法 ・評価 までを

含 めた設計を行 う。

(ti)グ ラフィック ・デザイナー(GraphicDesigner)

絵をかいた り、メデ ィアのデザイ ンを行える人物

(茄)イ ンタラクティ ビティ ・デザイナー(lnteractivityDesigner)

個 々の教育対象 ・目標 に対 し、必要なメディアの設計を行 う人物で、 メ

デ ィアと利用者の対話方法等 の設計を行 う。

(iv)ソ フ トウェアを よ く理解 して いる者

ソフ トウェアの設計がで きる人物

(v)評 価方法 に長けてい る者

システムの評価が上手 で、 システム改善に役立っ評価 を行え る人物

(vi)プ ロジェク ト・マネージャー
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図3-10フ ェデ ラル ・エ ク ス プ レスの研 修 システ ム の メデ ィア構 成
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開発プ ロジェク トの管理を行え る人物

(v6)コ ンサルタ ン ト・スキルに長けていて、プロジェク ト全体を見 る人物

教育 システムを、開発の前段階で、どのよ うな問題が あ るかを分析 し、 ど

のよ うな戦略をたて るべ きかの検討を行える人物。 なおかっ開発 プロジェ

ク ト全体の方向づけがで きる者。

さらに、 この他 に必 要な事 と して、7っ のチームの コ ミュニケー シ ョン

を とる枠組みが必要 で、言語 も統一 しなければな らない との事である。

(オ)開 発におけ る問題点

NETGに おけ る聞 き取 り調査の中か ら、教育 メデ ィア開発に伴 う実状及

び問題点を、ま とめて お きたい。

(i)開 発 コス ト及 び時 間

教育メデ ィアの開発 に伴 う費用 は、重要な問題であ る。

フェデラル ・エ クス プ レスにおけるビデオ ・ディス ク教材の開発において

は、6年 間で4千 万 ドルかけて、30枚 の ビデオ ・デ ィスク教材を作成 した。

1枚 の ビデオ ・デ ィス クには、9カ 月20万 ドル程か か っている。この金額

は、設備費や材料 費だけではな く、開発に伴 う人件 費等 の色 々な諸費用が

入 って いると思 われ るが、それで もかな りの金額で あ る。

それ に対 し、CD-ROM教 材の場合は、 ビデオ ・デ ィスクの約六分の

一程で済む とい う。 また、CD-ROMの 場合は、開発 ツールに良い物が

あ り効率的に開発が可能 で、時間 も節約 できる。 メデ ィアと して何を選ぶ

か によ り、開発 コス トや開発時間 も変わ って しま うとい う事は、 これか ら

開発を試 みる者 にと って重大な教訓 となると思われ る。

(i)技 術の進歩の速度 と開発の速 さ

教育 メディアで利用す る技術開発の進歩が速 く、教育 メデ ィアの開発の

速 度が追 いつかず、メ ディアが完成 した ときには、既 に時代遅れの技術で

しかないとい う事 も起 こる。

NETGで は、対 話型 ビデオを9年 間以上開発 して いるが、開発当初 は

CD-ROMの 様な技 術が な く、 ビデオ ・ディス クが最善 と考え られたが 、

ビデオ ・デ ィス ク利用 の教材 の開発が完成 した頃には、CD-ROMと い

う開発効率が高 くコス トも低 い新技術が生 まれて お り、そち らの比重が 高
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まっている。 その結果、 フ ェデラル ・エ クスプ レスの例にみ られ るよ うに、

教材本体 は ビデオ ・デ ィス クで あるが、更新用にはCD-ROMを 用 いる

とい う様 に、メデ ィアの重複化 を強 いられてい る。

(皿)メ ディアの評価

ラスカー博士によれば、よ り良 い教育メディアを、開発 してい くために

は、教育 メデ ィアその ものの評価が非常に重要であ ると認識 しているとい

う事である。

NETGの 開発 メデ ィアにっ いての評価は、 自分の ところで行 ってお り、

特に第3者 に依頼 もして いない し、評価を専門的 に行 っている組織 も存在

していない。理想 と して は、第3者 の評価機関が評価す る事が、望ま しい

事であるとい う認識で あ る。

NETGの 評価 の方法 と しては、2種 類の方法が用 い られている。一つ

は、開発の初期段 階にプ ロ トタイプを作 って行 うもので、試行を繰 り返 し、

そのメデ ィアに対す る改良点 を探 ってい く。 これは、開発 メデ ィアの信頼

性をチ ェック し向上 させ る上で、非常 に有効 な方法 である。実際、フ ェデ

ラル ・エ クスプ レスにお いて、CATやIVIを 本格的に導入す る前 に、

ひな型を作 って現場試験を行 った り、少数での試験的利用 や、比較実験を

行 って、信頼性を高め る努力を している。 もう一つ は、全てが終わ った段

階で行 うもので、実際 に使用 した結果を検討評価 し、 システム更新や次の

開発 メデ ィアに役立て る。

(iv)将 来動 向

NETGが 、近 い将来 の教育用 メディア として考 えている物 と して挙げ

ていた ものは、電話利用 の双方 向 ビデオで、現行のマルチメディア ・シス

テムに加え、電話 回線 を有効活用 した通信機能を取 り入れた もの とな るで

あろ う。具体的には、1対1の 双方 向 ビデオで、画面 の1部 に学習内容 、

1部 にアプ リケー シ ョンソフ ト、1部 に対話相手の顔 とい うウィン ドウを

開けて、音声や絵 も取 り込んだ システムを構成す る。

3.3.2ウ ー ス タ ー理 工 科 大 学

メ デ ィア と して 、 ビデオ 、パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュー タ、 コ ン ピ ュー タ ・ラ
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ボ ラ トリ、汎用 コンピュータ、イ ンス トラクショナル ・ビデオ ・セ ンタ、通

信衛星等を利用 して いる。学内をコ ンピュータ ・ネ ッ トワークで結んで いる。

また、現在、コ ンピュータ科学学部 において利用 して いるパーソナル コ ン

ピュータを、将来全て ワー クステーシ ョンに変えてゆ きたいと思 って いると

の事であ る。その理由 と して、 ワークステーションは、 ウィ ン ドウ環境が優

れ、電子メールが利用 しやす く、マルチメデ ィアに対応 しやすい事 とい って

いた。現在 、マルチ メデ ィアに関 して は、AI(人 工知能;ArtificialIn-

telligence)と の関連 で 、視覚化の 目的で使われているが、主 として大学院

の研究用である。

一方、CA'1は 、他 学部の個別指導用に使われてお り、 コ ンピュータ科学

学部 においては、利用 も開発 も行 っていない。その理 由と して以下の3点 を

挙げていた。

・いいプログラムが な い事。

・いいプログラムを作 ろ うという意欲がない。

・70年代 に、実験 を行 って、あまりいい結果がなか った。

実際に開発を現在行 って いないとい う点で、開発 とい う視点か らの成果 は少

ないが、既 に、実験的 な事を行 った上で開発 を しないという態度は注 目 して

お くべ きであ ろう。

3.3.3ウ ェン トワース科 学技術専門学校

この学校では、 コン ピュータを教育 に積極 的に活用 して いると感 じられ る。

コ ンピュータセ ンターや コ ンピュー タラボラ トリー も学生が使 いやす い体制

を取 って いるよ うで あ る。 ここでは、教育メディアの開発だけに絞 り、簡単

に紹介 してお きたい。

(ア)マ ルチメディア利 用の教育 システム

マルチ メデ ィア利 用の教育 システムについては、研究室 レベルの研究開

発段階であ る。 システ ムの構成 と しては、 ビデオ、 スキャナ、カ メラ、モ

デム、CD-ROM、 モニタ、VTRを 含む。オーサ リング ・システ ムを

使 い、学生のための個 別学習システムを作 っている。教職員が中心 にな り

作 ってい る。オ ーサ リングシステムについては、 イ ンス トラクタが、 自分
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の 目的 にあ った システムを使え る。一般に購入す ると$600か ら$6,000ぐ

らいの値段だが、ア ップルの コ ンピュータには、ハ イパー カー ド(Hyper

Card)が 付属 してお り、無料で貸出を している もの もあるとい う事で、導

入 に対 し負担 はあ まりない とい うニ ュア ンスであ った。

(イ)マ ルチメデ ィア応用プ レゼ ンテー ション

授業 における黒板の代わ りに、マルチメデ ィアを活用 してい る実例を見

せて頂 いたが、非常にお もしろいと思われ る。利用法 に関 しては、本報告

の別稿 にあると思われ るので、詳細は省略す るが、教師が、事前 に脱着式

ハー ドデ ィスクに、 プ レゼ ンテーシ ョンの内容を保存 し、授業中にプ ロジ

ェクタと直結 した コ ンピュータに装着 し、投影す るもので ある。動画、音

声等 も組み込 めるマルチメデ ィアとな って いて、効果的 なプ レゼ ンテー シ

ョンが可能である。オーサ リングシステムを用 いて、50分 の授業に対 して、

準備 に3時 間は、必要であ るという事 である。

3.3.4ア ップルコ ンピュータ株式会社(AppleComputer|nc.)

(ア)教 育用 ソフ ト開発について

ア ップル コンピュータ株式会社(→ ア ップル)は 、マルチメディア対応の

コンピュータを早 くか ら開発販売 してい る会社で、その製品であるマ ッキ

ン トッシュは、教育用 に非常 に多 く使われて いるマ イクロコンピュータで

あ る。 しか し、教育用 ソフ トウェアは、ア ップルで はな くて、サー ドパ ー

テ ィのソフ ト会社が開発を行 っているとい う事 であ り、注 目すべ き開発事

情 は聞けなか った。

(イ)マ ルチメデ ィア開発用 ツール(ハ イパ ーカー ド、 クイ ックタイム)㈹ 。

一方、マルチメディアを実現する道具 と して、興味深 い ものを見せて も

らった。ハイパ ーカー ドとクイ ックタイムである。

ハイパ ーカー ドとCD-ROMを 組み合わせ て作 られ た絵本のソフ トを

見せて もらったが、音声、絵、文字が、非常 に効果的 に使われていた。例

えば、絵の一部 をマウスで指す と、 その名前を示す単語が その場所 に現れ

た り、文中の単語 を指す と、発音が行われ、意 味 も教 えて くれ る。効果音

も混 じり、楽 しみなが ら勉強で きるよ うにな ってい る。
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マル チメデ ィア制御を ソフ トウェア的 に実現す るオーサ リング ・システ

ムの一つで もあ るハ イパーカー ドに、 クイ ックタイムとい うソフ トを組み

込む と ビデオ映像のような動画 も、モニ ター上の重ね合わせで利用す るの

ではな く、文字や静止画 と同 じデータと して扱 う事が可能 にな る。動画を

表示す るウィン ドウを、画面の中の どこにで も動かせ るし、拡大縮小 も自

由であ る。ハ イパ ーカー ドのウィ ン ドウか ら簡単に取 り出せ る し、一部を、

切 りと って保存や印刷 も可能 にな る。 その秘密は、動画の圧縮記録方式 に

よる ものであ るとい う。MPEG(MotionPictureExpertsGroup)と い

うデ ィジタル動画圧縮技術に対応す るものであ る。その結果、従来、1秒

間30フ レームの動画を記録す るために、30メ ガバイ トの記憶容量を必要 と

して いた ものが、クイ ックタイムを使 うと、30秒 間の動画をた った2メ ガ

バイ トの記憶容量で記録で きるよ うになる。1画 像の記憶容量 も799キ ロ

バイ トか ら125キ ロバイ トに減少す る。 さ らに、 ビデオ動画を ソフ トに取

り込む事 もハイパ ーカー ドとクイ ックタイムの利用によ り、非常に短時間

で行 う事が 可能である。記憶容量 と開発時間の著 しい減少 は、 ソフ ト開発

に大いに影 響す る。CD-ROMや ハー ドデ ィスクの利用 によ り、マルチ

メデ ィアが 身近 な もの とな る事 は確実で ある。

(e)メ デ ィア開発に伴 う問題

教育メデ ィアを開発す る上で、問題 となる事を挙げてお きたい。既 に、N

ETGの 項 において指摘 された事 もあ るが、 ここでまとめておきた いと思 う。

(i)開 発の コス ト

教育 メデ ィアを開発す る上で、最 も重要な事は、コス トの問題であ る。

出来 るだけ、費用をかけず良 い物を作 ろ うと誰で も思 うし、良 い物を作 っ

て も売 れない ほど高 くついては無意味であ る。企業 として作 るか、教員の

私 的教材 と して作 るかに もよるが、 コス トを考えない訳にはいかな い。

コス トを考 え る場合、重要 な事 は、メデ ィアの選択であ り、開発人材の

選択 であ る。 メディアの選択 により、大 きな差がでる事 は、NETGの 例

で明 らか であ る。 また、人材 を制限す る事 は、教育効果を考え る上で簡単

には行 うべ き事 ではない。 その意味で、 ア ップルの クイ ックタイムは、動

画 を取 り入 れ るための ツールと して、コス ト削減と時間短縮 に役立っ と思
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われ る。

(il)開 発のペー スと技術の進歩

技術の進歩が速す ぎて、あ る製品の開発が終わ った頃 には、その製品で

用 いた技術が、すでに古 くさ くな って しまってい るとい う事は、新技術を

利用す る領域で は珍 しい事ではない。 そのため、製品改良や システム更新

を継続的に行 う必要が ある。

しか し、単な る改良や更新では、画期的な改善が望めない時 もあ る。新

技術を取 り入れたま った く異な る新製 品を作 り出 さな くて は、受 け入れ ら

れ ないとい う場合 も起 こる。特 に、 コス トの問題に関係す るときは、切実

で ある。同 じ結果を実現す る商品を比 べた時、古い技術の高額商品よ りは、

新 しい技術の低額商品が売れ るのは明 らかであ る。

常 に、新技術動 向を観察 し、将 来を予測 しなが ら開発をすべ きであろ う。

(1皿)利 用環境

メデ ィアを利用す る環境が整 っていなければ、開発は無意味であ る。 マ

ルチ メデ ィアを利用 した教育 システムを考え るとき、マルチメデ ィアを実

現す るハー ドウェアが なければ、 どんなによい教育 システムであ って も無

意味であ る。その意味で、 ウェ ン トワース科学技術専門学校 にお いて、ア

ップルやIBMの パ ーソナル ・コ ンピュータを多数用いて、マル チメデ ィ

アを利用できる環境 を作 ってい る事 は、す ば らしい事である。 また、 アッ

プルのよ うに、マルチメデ ィアに対 応す るハ ー ドウェアを早 くか ら生産 し

供給 している事は、利用環境を形 成す る上で重要な事であった と思われる。

(iv)評 価システム

教育メディアを開発す る上 で、重要 と思 われ る点 は、評価 システムが確

立 しているか とい う事であろ う。正 しい評価が あって、初 めて、開発 メデ

ィアの価値が生 じるのであ る。 開発 メデ ィアの信頼性向上の鍵 と もな り、

次な る開発への手がか りともな るのであ る。

評価をす る上 で、考えなければい けない事 は、評価を行 う組織 と方法で

あ る。評価を開発者 自身が行 う場合 に は、客観性が問題にな り、 その方法

が重要 であ る。また、利用者の意 見等で評価 を行 う場合は、利用者個人の

能力や方法的な一貫性が保たれない恐れがあ る。望 ま しいのは、NETG
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で も、聞かれ た事であ るが、第3者 組織が客観的かっ系統的 に行 う評価で

ある。

また、評価 を行 う視点 にっ いて も、販売効率や利用効率か らみる営業的

視点 に立つか、教育効果や教育 目標 といった教育的視点 に立つのか、あ る

いは、開発 改善 を促す技術的視点 に立つのか、 といったよ うに、色 々な立

場が考 え られる。

3.3.5i総t舌

(ア)マ ルチメディア

今回 どの訪 問先 で も、程度の差はあれ、話題 にな った ものは、マルチメデ

ィアであ る。 日本で は、よ うや く実用段階になったばか りとい う印象を受 け

るが 、米 国においては、何年 も前か らビデオデ ィスクや、CD-ROMを 利

用 した教育 システムが開発されてい る。各種 メデ ィアを統合環境で、利用す

るマルチメディアは、教育や プ レゼ ンテー ションの 目的 に、非常に有効であ

ると思 われ る。

米 国で普及がめ ざま しいマル チメディア利用の教育 システムが、 日本 にお

いて普及す るため大事な点 は、マルチメデ ィアを利用で きるハ ー ドウェア及

び ソフ トウェアの普及であろ う。教育現場への コ ンピュータの導入が盛ん に

行わ れてい るとはいえ、現実 に普及 しているの は、マルチメデ ィアへの対応

がで きていない物が多 いと思 われ る。 まず、 マル チメディア対応 コンピュー

タが普及 しなけれ ば、マルチメディア教材 の普及 も不可能であろ う。また、

オーサ リング ・システムに代表 され るマルチメディア ・ソフ トの開発支援 ツ

ール の普及 も
、欠かせない条件 となろ う。 さ らに、複数のマルチメデ ィア ・

システムの データ互換性が、保証 されるとなお望 ま しい と思われる。

情報 を、文字だ けで はな く、映像や音声を用 いたイメー ジで とらえ る事 を

可能 にす るマル チメディアは、開発 コス トや時 間を考えなければ、効果 とい

う点 では非常 に有用 なメデ ィア といえる。 さらに、 マルチメデ ィアを活かす

ため に、 コンピュータとユーザの対話がよ り簡便 な方法になることが望 まれ

る。GUI(GraphicalUserInterface)の 向上や音声入力等、 これか ら、考

えて い くべ き事 は多 い。
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(イ)コ ス トと利用法

教育 メデ ィアの開発には、そのメデ ィアの利用の仕方で、掛 け られ るコス

トも時間 も変わ る。プ レゼ ンテー シ ョン利用 も、毎 日の授業 で使 うためには、

準備開発の時間に、長い時間をかけ ることはで きない し、 コス トもか け られ

ない。

CAI、CBTで 利用す る場合 も、大 きな需要が、見込まれない限 り、時

間 と金をか ける意味がない と思われ る。企業 と してのCAIの 開発 には、単

なるソフ トウェア技術者 のみな らず、教育(業 務)内 容 に詳 しい者(教 員、

実務者、学者)及 び教育工学者や教育心 理学者等の人材を多数動員 し、 さ ら

に、新 しいメデ ィアを活用す る技術の研 究開発 システムや生産 ・販売管理組

織等の充実が、必要にな って くる。それだけの コス トに見合 う利用法 を見据

えて、開発 にかか る必要が あるであ ろう。

また、教育現場で教師が、家内工業的に作 る場合 も、時間 と経費の問題 は、

重要になって くる。1時 間の講義を補 う為のCAI教 材 に、1週 間以上 いや

3日 でさえ も開発 にかけ る余裕を持つ教員は、現実にはいないと思われ る。

その意味で は、オーサ リング システムの普及が重要である。

(ウ)人 材育成

NETGの 項に見 られ るよ うに、教育 メデ ィア開発 には、情 報 システム

(ソ フ トウェア、ハー ドウェア、 システム開発、通信)技 術者 だけで はな く、

教育技術や教育 内容に関す る研究者や教員、 さらに、教育 システム全体を戦

略的に構築設計出来 るデザイナーが必要であ る。従来のソ フ トウェアやハー

ドウェアの知識に加えて、教育 システムの設計や対話 システムの設計等の人

間設計 までを含むシステムの設計をで きる人材が必要であ ることを、意味す

る。筆者達の属す る専門学校の カ リキュラムで カバ ーで きる範 囲で はないが、

情報 システ ムの設計を指導す る上で、考慮 に入れるべ き点 であろ う。

また、人材 という面で重要 な事 に、開発者の力量 とい う問題 がある。人材

の種類 に加え、個 々の能力 も大事 である。現職教員を開発現場に招 いて も、

その教員が間違 った知識 しか持 って いなければ、結果的に開発 されたメディ

アに対す る信頼性を失 う事 となる。 力量 を考慮す る上で も、完成度 の高い評

価 システムが、作 られ る事が必要 であ る。
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(エ)教 育メデ ィア開発の 目的

日本 で開発 された教育メディアを見 るか ぎり、メデ ィア開発 の目的が教育

その もの よりコンピュータの利用にあるのではないか と感 じさせ る曖昧な物

が多い。人間がす るところをコ ンピュータに代行 させればそれでよ しと して

いる物 が多いので はな いだろ うか。ある教科 を学習す るとい う目的が、 コン

ビゴー タを使 うという手段に隠れて しまい、学習者はコ ンピュータを使 った

という意識だけが残 って しま う。例えば、古 い教育 メデ ィアである紙 と鉛 筆

は、鉛筆支援学習 と呼ばれて、 それを使 って学習 している事を学習者に意識

させ るだ ろうか。今のCAIが コ ンピュー タ支援学習と呼ばれ る時代が終 わ

らない限 り、新 しい教育 メディアが完全に普及 した とはいえ まい。 さ らに、

学校教育用CAIを 考えてみて も、教育効率を向上させ、教師を減 らすため

に使われ るのか、教育時間を減 らすために使われ るのか、試験の点数を挙げ

る為なのか、理解を深 めさぜる為なのか、新 しい発見を させ る為なのか等な

ど目的を明確に して開発 にあたるべ きで はないだろうか。 どの様な人間を、

どの様な教育 システ ムを使 って、 どの様な人間に変えて い くか まで考えた総

合的な開発をすべ きなので はないだろ うか。

(オ)総 合的な教育 システムと しての開発

NETGの パ フt－ マ ンス ・システムの開発で見 られたよ うに、個 々の メ

ディアを、独立に開発す るのではな く、 目的分析 ・効果 ・評価 まで含 めた総

合的な戦略を持 った教育 システムの一部 と して、教育メデ ィアを開発す るべ

きであ る。戦略的 に、 目標を明確 に設定 し、それを実現す る教育 システムを

デザイ ンし、その システムに必要 な道具 と しての教育メデ ィアの開発を考 え

るべ きで あろう。

大 きい ものでは大企業の研修 システムか ら、小 さいものでは家庭学習 シス

テムまで、 または、一般的 に市販 され るコースウェア と して も、 明確な 目標

と戦略を備え、正 しい評価 システムを もち、有効な利用法が設定 された もの

を開発 して いかねばな るまい。個別の技術 よ りも、全体を総合的に見渡 して、

開発を行 うべ きであろ う。
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第4章 学 校 制 度 ・試 験 制 度 ・研 修 制 度

4.1ア メ リカの学校制度

米国において、主 に理工系の専門的技術を習得するための学校 はInstitute

という名称を持つ ことが多 い。 日本でいうところの専門学校 とは学校制度の

中の位置づ けが異なる。今回訪問 したウースタ理工科大学 とウェン トワース

科学技術専門学校はどち らもInstituteで あ るが、二年ない し四年の修業期

間を終えて卒業 した学生 に対 してAssociateBachelor(準 学士)及 びBache-

lor(学 士)の 称号が与え られ ることか ら考えて 日本の大学に相当す る学校 で

あ り、collegeと 見なすべ きである。 こう した意味か ら、米国には日本の専門

学校に直接相 当する学校がないため、ある特定の米国の情報処理教育を行 っ

ている学校 と単純 に比較す るということはで きない。そこで、 トータルで と

らえた学校制度の中での 日本 と米国の比較を行 ってみよう。

4.1.1制 度 の 内 容

米国には教育関係の政府機関であ るDepartmentofEducationが 国家的

な規模での教育 に関 して活動を担 っている。 これは日本の文部省に当たる

機関であるが、実際の教育 システムの編成および実施の権限は各州にまか

されているため、義務教育の設定期間やカ リキ ュラムも州 ごとに異な って

いる。 しか しその大 まかな部分については各州 ともに共通性が見 られ、 ま

った く特異な制度を持つ州 というのは見受 け られない。以下 はこの一般的

な米国の学校制度にっいて述べることにす る。

図4-1に 示す ものは、米国の各州 を比較 した場合、最 もポ ピュラーな学

校構成を表 した図であ る。以下の説明はこの図を参考に して、読み進 めて

いただきたい。
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米 国 の教 育 は大 き く3っ の 教育段 階か ら構 成 されて い る。

・EIementaryEducation

… 初等 教 育

・SecondaryEducation

… 中等 教 育

・HigherEducation

… 高等 教 育

この うち義務 教育 は、ElementaryEducationとSecondaryEducationに

含 まれ る期 間で あ り、29の 州 で7才 か ら、16の 州 で6才 か ら、3つ の 州 で

5才 か ら始 ま り、16.17才 まで続 くのが 通 常で あ る。1学 年 は9月 に始 ま

り6月 の 第1、2週 で終 わ るとい うの は どの州 も共通 で あ るが 、州 ごとに

1年 を2学 期 に分 けた り、3学 期、4学 期 に分 け た り して いる違 い はあ る。

また、VocationalEducation(職 業 教育)は 、SecondaryEducation以 上

の段 階 に選 択 科 目と して設 け られて い る。 義務 教育 の レベルか ら職 業教 育

が実 施 されて い るこ とは注 目に値 す る。

上 記 の3段 階 に属 す る学 校 はそ れぞ れ

●ElementarySchoo1

・SecondarySchool

●PostsecondarySchool

と呼 ばれ 、 この3つ の分類 の 中 に次 の よ うな具 体的 な学 校 が含 まれ る。

●ElementarySchool}こCま

NurserySchool

… 保 育 園

Kindergarten

… 幼稚 園

Elementary(orPrimary)School

… 小学 校

MiddleSchoo1

… 小 学 校 と中学校 の複 合 学校
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●SecondarySchool{こtま

JuniorHighSchool

… 中学校

SeniorHighSchool

… 高 等学 校

CombinedJunior-SeniorHighSchool

… 中学校 と高 等学 校 の複合学 校'

4-yearHighSchool

…4年 制 の高 等学 校

MiddleSchool

… 小学 校 と中学 校 の 複 合学校

●PostsecondarySchoollこ ↓ま

JuniororCo㎜unityCollege

… 大 学 に準 ず る学 校 で あ り、 その教育 期 間か ら短大 に相 当す る。

地 域住 民へ の 学習 の 場 の提 供 な ど も行 う。

TechnicalInstitute

… 技 術 を身 につ け るた めの学 校 で あ り、様 々な コー スを持 ち、

準 学士 や学 士 、修 士 の 資格 を得 られ る学 校 もあ る。

College

… 単科 の 大学

University

・◆ ◆総合 大学

ProfesionalSchool

… 歯科 医 、薬 剤 師 、弁 護士 な ど資 格を 必要 とす る職 業 にっ く

た めの教 育 を お こな う学 校

(i)ElementaryEducationに っ いて

ElementaryEducationの 段 階で 主要 といえ る学校 はPrimarySchool

であ り、 この 時点 か ら義務 教 育 が 始 ま る。 それ以 前のNurserySchoolと

kindergartenは 希 望者 の みが 通 う。PrimarySchoolの 就 業 期 間 は短 い州

で5年 、長 い州で8年 で あ り、6年 間 とい うのが一 般 的 で あ る。 こ こで
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の教育 目的 は6才 か ら12、14才 の子供達に基礎的な知識 と学習に取 り組

む姿勢を身 につけさせることにあ り、読み書きと数学に重点をおいてい

る。

(■)SecondaryEducationに ついて

ElementaryEducationを 終えた生徒 はひき続 き義務教育であるSecond-

aryEducationを 受 け るこ とにな る。 この段階 は7学 年 または9学 年

(年 齢でい うと12才 または14才)か ら始 まり12学 年(17才)ま で続 く。

ここでの主要 な学校 はjuniorhighschoolとseniorhighschoo1の2つ

で、生徒は卒業 までに2年 間の数学の学習、同 じく2年 間の科学の学習、

3年 間の社会の学 習、そ して4年 間の英語の学習を しなければな らない。

この最低限必要な コース以外の科 目は、その生徒の能力や興味に合わせ

て教師 と相談 しなが ら選択できる。

このコースには次の3っ がある。

・AcademicProgram

大学へ進学 することを念頭においたコース

●VocationalProgram

就職 あるいは専門的な知識の習得のための コース

●GeneralProgram

上記の2っ を合わせ持 った コース

ただ し近年、 この コースは、教育内容が中途半端であるという

批判を受 けている。

職業的訓練の コースには、さまざまなprogramが 設定 されてお

り、その数 は200を 超 え、非常 にフレキシブルである。 このように早 く

か ら将来の職業を意識 させて、その内容を学習を通 して経験 させる こと

は、生徒に とって非常 にプラスになると思 う。

また卒業 に必要な単位は、多 くの場合卒業の1年 前に履修が終 わ って

しまうが、その後 も約75パ ーセ ン トの生徒 は、 自分の目的にあわせ引

き続 き卒業 まで学 習をつづ けている。最近、日本で も無学年制の高校が

実現 しっっ あるが、学生の個 々の能力を、それぞれ適性 に応 じた分野で

伸ば してゆ くとい う点では非常に有効だ と思う。 ただ し、各学生の能力、
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適性、希望を十分教師側が把握す るための コ ミュニケー ションと、適切

なコンサルテ ィングが成功の鍵 となろう。

(iii)VocationalEducationに つ いて

SecondarySchoolに 設定 されたVocationalEducationの プログラムの

中では基本的な技術を学ぶ ことに主眼が置かれ、それがPostSecondary

Schoolで さらに深 く学習す るための基礎知識 となっている。

VocationalEducationProgramの 最大の目的は、専門知識を必要 とす

る職業につ くための学習の場 を提供す ることであり400以 上 ものコース

が用意されている。2年 間のPostSecondaryレ ベルでの職業教育を終え

た時点で希望者 は、4年 制大学へ進む ことも可能である。 この点 は米国

の教育制度が、専門的学習、職業教育を完全に包括 した柔軟性のある一

貫 した形態を持 っていることの現れで もある。 また、純粋な学生の教育

だけにとどま らず社会人に対 しての教育 も行 ってお り、 この社会人向け

の コースに対す る社会的評 価、社会的貢献度、そ して社会的 な期待 も大

きい。言い換えれば、VocationalEducationは 、小学校か ら大学 までの

教育の流れの 中に存在 し、学生のみな らず社会人への専門知識の提供を

お こなうことにより、社会の発展 に大 き く貢献 しているといえ る。

(iv)HigherEducationに ついて

この高等教育 レベルには大 きく分類 して3つ の種類の学校が ある。2年

制 のCommunityCollegeとJuniorCollege,4年 制 のCollege,そ して

Universityで ある。2年 制の学校の単位をとった学生 は、希望すれば4

年制の学校へ編入ができる。 また、4年 制の学校のい くっか は博士課程

を設置 してお り、所定の単位 をとった学生 な らば、希望によ り博士課程

へ進むことがで きる。

日本 におけるこの レベルの教育 にっ いていえば学校間の連携が少 な く、

多 くの場合高校の卒業時点 での進路決定が、その学生の将来に多大 なる

影響を与えて いる。将来の 目的を早い時点で決めるの も大事な ことでは

あるが、その決定をあ とにな って修正で きないのはす こしばか り厳 しい

よ うに も思 う。米国のように、早 い時期に 目的意識を持たせ ることが大

事 なのであ り、 日本の場合 コースの決定には もっと柔軟であ って もいい
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ように思え る。米国の大学生 は、2年 間の教養課程の うちに自分の専攻

す るコースを決定すれば良 い。 日本は入学時点か ら学部学科が決 まって

いるため、入学後 に別の学科 に移 るということはで きない。あ る学科 に

入学 した ものの、 内容が 自分にあ っていなか ったとい う理由で大学 を中

退 し、再度別の大学を受験する若者 もいるが、 こうい ったケースは米国 ・

のような教育制度が導入で きれば、かなり減るので はないか。若者の精

神的低年齢化が進みつつあ る現実を考慮すれば、 自分を じっくり見つめ、

将来を決めるための時間と経験を学生に与えてやることが必要な気がす

る。

4.1.2日 本 との比較でみた米国の学校制度の特色

(1)の(a)で紹介 したよ うな米国のハイスクール以下の学校は、知識を詰

め込むような教育 はや っていない。教育 とは知識を与え るもので はな く、

創造的発想を引 き出すための きっかけを与え、さ らに考察力を育 ませ るも

の という考えがあるようだ。カ リキュラムも非常 に柔軟性 に富んでお り、

日本のような統一 された学習指導要領 もな く、各州、各学校で工夫 した指

導をお こな っている。基本的に設定 された標準学習 コース以外に、学生が

希望すれば科学、文学な どの様々な選択 コースも自由に学習で き、教師 も

そ ういった学生をお おいに奨励 して いる。 こうい った指導背景が あるたあ

か、進学す る場合で も、入学選考方法が 日本 と非常に異な っている。

米 国の高校 生が大 学 や短大へ 進学す る場 合、高校在 学時 代 にS.A.T.

(SCHOLASTICAPTITUDETEST)やG.R.E.(GRADUATERECORDEXAMINATION)な

どに代表される各種 の能力評価試験を受験する。 これ らのテス トは知能テ

ス トに類似 した内容 であり、科 目も数学 と言語 といった大 きな2科 目だけ

の構成 とな ってい る。受け入れ る大学等の学校側は、 この能力テス トの成

績 と高校か らの内申書を選考の大 きな資料としているのである。今回訪問

したウェン トワース科学技術専門学校の例をあげ ると、学校紹介のパ ンフ

レッ トの中に合格者 のS.A.T.の 成績を記載 しているほどであ る。

内申書の ほうで重視 され る点 は課外活動の記録であり、 リーダー シップ

を とってきた生徒は能 力テス トの成績が多少わる くて も入学を許可 される
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こともある。 さ らに驚 くべ きことには、 もし1回 の能 力テス トで満足のい

く点数が得 られなければ、短期間に何回 もチ ャレンジす ることが可能(た

だ し評価は不利になるが ・・)で ある。 この点 日本 は、1年 に一度 しか受

験機会のない共通テス ト、試験の得点重視型の選抜方法等、米国の大学入

試 とは大 き く違 う面 を持 っている。

S.A.T.やG.R.E.以 外 にも各種の目的、対象に応 じた能力評価テス トが用

意 されてい る。以下 はその一部の例であ る。

LS.んT.(LAWSCHOOLADMISSIONTEST)

… 中学校や小学校の レベルで行われる

G.MAT.(GRADUATEMANAGEMENTADMISSIONTEST)

… 大学生が大学院を目指す際に受験する

P.S.A.T.(PRELIMINARYSCHOLASTICAPTITUDETEST)

N.MLS.Q.T.(NATIONALMERITSCHOLARSHIPQUALIFYINGTEST)

このよ うな米国の学習環境か ら感 じられ ることは、 日本のように進学の

たびに入学試験 とい う大 きな関門で区切 られて しま うとい うのではな く、

そこには卒業に重点 をおいた、一連のっ なが りが あるよ うに思 う。

米 国の大学 は、入学するのは比較的簡単だが、卒業するのはむずか しい

といわれているが、事実、一般の大学では入学者の50%～60%程 度 しか卒

業できないのが通常であ り、卒業率80%の 学校 は、非常 に高い卒業率を誇

る学校 と評価 されている。

卒業 の経歴 は重要視 されるが、入学の経歴 は考慮 に値 しない。肝心なの

は何を学 びとったかであ り、どこへ入学 したかではない。それ故、単に入

学を目的 と した学生ではなく、学習 目的のはっきりした学生が入学 して く

るので はないだろ うか。通商産業省がお こな ったア ンケー トの結果を見 る

と、 日本の専門学校の教師が抱えている悩みの一つに学生の目的意識の低

さがあげ られて いたが、 このような問題 は、米国に関す る限 り少ないよう

に思われ る。入学することを大 きな目標 にしている 日本の学生は、その 目

標を成 し遂げると息を きらして しまい、本来重要 な入学後に学ぶべ き知識

の習得がおろそか にな って しまっているが、 この点 は米 国を模範 とすべ き

であろう。
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4.1.3米 国の義務教育における情報処理教育

米国で は教育制度の運営管理が州 ごとになされていることはすでに述べ

たが、 このため州 ごとに情報処理教育への取 り組み方が異な っている。積

極的な州 もあればそうでない州 もあるが、一般的には低学年の うちか らコ

ンピュータに触れさせることが大切だ という認識を持 ち、カ リキ ュラムの

中に取 り入れている。以下にその内容を紹介す る。

① 初等教育における情報処理教育

小学校のみな らず幼稚園か らパ ーソナル ・コンピュータを導入 してい

る。 ここでは主 に言語能力や創造力を育てるために、遊びの要素をふん

だん にお りまぜた利用方法を採 っている。 ア ップルコンピュータ(株)

で見た コンピュータ絵本はこうした場で利用 されれば高い効果を生む と

思 う。私が今までに触れた日本のCAI(ComputerAssistedInstruction9

用 ソフ トは、知識や事実 を画面 に表示 して読ませる類の ものがほとんど

で、 コンピュータとの コ ミュニ ケー ションとはほど遠 いものであ った。

生徒の問いかけに対 して回答を返 して くれるようなソフ トの登場を願 っ

て いるのであるが、ア ップル コンピュータの開発陣はこの点に重点 を置

き開発 した とみえ、感心 させ られた。願 くはさ らに高学年向けの各種 ソ

フ トが生まれて ほしい。

小学校ではLOGOを 使 ったプログラ ミング教育を取 り入れているところ

もあ る。 しか し全体的に見れば、 コンピュータに関す る技能、経験 を持

った教師が少 ないためにあま り効果をあげていないよ うであ る。 日本の

自治体で も小中学校にパ ソコンを設置す る努力を しているが、同 じよ う

に教師の問題 によ り、十分な利用効果をあげ られていない。まず この問

題を解決すべ きであ る。

② 中等教育 における情報処理教育

中学校で も小学校 と同 じように コンピュータを使 って教科の指導 を行

っている。 中にはBASICに よるプログラ ミング教育を導入 しているとこ

ろもある。 しか しなが ら、や はり教師のコ ンピュータアレルギによる効

果の停滞が大 きな問題点である。

高校では工業専門課程は もちろんの こと、大学進学を 目的 とした コー
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スにもコンピュータを利用 した教科教育が行 われている。興味ある点 は、

高校の教師に対 してコ ンピュータ教育 の免状 を発行 していることである。

これは各州の大学に設け られた教育免状 プログラムを受講することで与

え られ る。1983年 には4つ の州で実施されていたが、1986年 には12の 州

で実施 されるに至 った。他の州で も実施 に向けての活動 を行 っている。

高校の レベルではPASCALに よるプログラ ミング教育を導入 している学校

もあるが、初歩的な内容に留 まって しま っている。高度な教育を行えな

い原因には、 ここで も教師側のスキルの問題が ある。

以上のような実状か ら本格的な情報処理教育 は、高等教育においてな

されてお り社会の期待 も大学、専門学校 に向け られている。

(エ)米 国の情報処理関連の大学、専門学校

情報処理のコースウェアを開講 してい る米国の大学や専門の学校は、実

務に即 した教育を重視 してお り、即戦力にな りうる人材を育成 している。

企業側 も、情報処理関連の専 門学校卒業生を技術者 と して評価 している し、

企業内教育で初歩か ら指導す るような ことはまず ない。IBMの 企業内教

育を例にとると、短期の業務上の要求に必要 な技術の改善、長期的専門技

術開発のための知識の増加 、めざま しい技術分野の革新 にっいてゆ くため

の努力の援助を 目的 として、社員の技術的教育を行 っている。 このために

以下のような教育セ ンタがある。

IBMCorporateTec㎞icalInstitute

… 日常の関心事か ら離れさせて、最大10週 間にわた り技術お

よび専門能力を伸ばすための革新的プ ログラムを提供 してい

る。

SystemsResearchInstitute

… コンピュータシステムの設計、開発、および設置に関す る最

新の技術教育を行 う。 ここでのカ リキ ュラムは、大学院 レベ

ルの教育であ る。

ManufacturingTechnologyInstitute

… 製造部門の専門家に対 して専 門分野の知識を高めるだけでな

く、製造 システムの技術、論理、労務、 ビジネスの各面を統
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合す る方法についての指導 を行い、優れた指導者を育てて い

る。

SoftwareEngineeringInstitute

… ソフ トウェア工学および方法学に焦点を合わせた1週 間ない

し2週 間の コースを提供 している。対象者は製品開発および

その他の関連分野のプログラマや管理職である。

QualityInstitute

… 品質管理サークルの担当者の訓練、外部供給者 と接す る管理

職のための訓練 などを行 う。

こうした教育セ ンタで教育を受 けるためには審査を受 ける必要があ り、

業績 と経験が なければ認め られない。っ まり企業内では、よ り高度な専門

知識を磨 くための教育を実施 して いるのであり、初歩の教育 はこの範疇で

はない。 こ うした理 由か ら、文化系の学生っ まり情報処理の教育をまった

く受けて いな い学生を、情報処理技術者要員 として採用す るよ うなケース

は米国で は考え られ ないのである。逆にいえば、情報処理技術者になるに

は情報処理教育 を受 けるために、その コースを持つ大学な り情報処理の専

門学校 に進む必要があ る。それ故 こうした学校の存在価値 とい うものが、

社会的 に高 く評価 されているの もうなずける。

4.2ア メ リカでの資格試験 ・能力認定試験

米国には、医師の資格や弁護士の資格など必要最小限の資格制度 しかない

ようであ る。 また、弁護士 などの資格にっいて も国が管轄するのではな く、

州 ごとに資格試験の運営管理が おこなわれている。複数の州にまたが って仕

事をす る場合 は、関係す る州の資格をそれぞれ別々に取得 しなければな らな

い。 また意外 な ことに、能力認定試験は米国の文化、社会環境にな じんで は

いなか った。

4.2.1情 報処理 に関する能力認定試験

情報処理 に関する能力認定試験 は、 い くつかの団体により実施 されてい

るよ うだが、 いずれ もご く小規模の ものである。一例 として㈱ 日本情報処
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理開発協 会情報処 理技術者試 験セ ンターと も交流 のあ るICCP(lnstitute

forCertificationofComputerProfessionals:コ ンピュータプ ロフェッ

シ ョナル認定協会)が 行 っている認定試験を紹介 しよ う。

このICCPは 非営利民間団体であ り、15の 関係団体および協会の支

援に基づ いて、次の4種 類の情報処理技術者認定試験 を実施 してい る。

・ACP

(AssociateComputerProfessional)

コンピュータ入 門クラスの認定試験

・CCP

(CertifiedComputerProga㎜er)

シニア レベルのプログラマの認定試験

・CDP

(CertifiedDataProcessor)

マネー ジャ レベ ルの認定試験

・CSP

(CertifiedSystemsProfessional)

システムアナ リス トの認定試験

受験者数は4っ の試験を合計 して も年間5000人 程度で、予算規模 は1億

円未満である。合格の基準は、多岐選択式による小間形式の問題の成績と

5年 間の経験であ る。試験問題 はすべて回収 され協会側が公開 して いない

ため問題の吟味 はで きない。技術者が備えておかなければな らない知識の

指針を示す とい う役割 を試験 に持たせ るな らば、試験問題の公開はすべき

ではなか ろうか。受験料 は初級 プログラマ試験が115ド ル、その他 は225

ドルで 日本 と比べ るとかな り高額である。 これ までに42000人 が合格 して

い るが、その うち90%以 上がCDP、5%がCCPの 合格者であ り、その

他の試験 につ いて はごくわずかである。認定には有効期間があ り、3年 間

の うちに120時 間の再教育を受 けるか再び受験 して合格 しない限 り、認定

資格を失 う。 この制度 を導入 してか ら42000人 の うち2500人 が資格を失 っ

た。米国国内にとどまらずカナダ、香港、 シンガポール、 クアラル ンプー

ル、台湾、オース トラ リア、イ ン ド、サ ウジアラ ビア、パキ スタ ン、イギ
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リス、韓国など海外で も同 じ内容の試験を実施 しており、試験会場 は120

カ所あ る。受験者数 と試験会場数か らす ると1カ 所の試験会場での受験者

数は、かな り少ないと思われる。

こう した情報処理関係の能力認定試験が行われていることを、米国の情

報処理専門学校の教師です ら知 っている人間は少な く、 ま してや能力認定

試験を意識 した学習指導 は行 っていない。 この事実か らみて も、米国では

情報処理 に関する能力認定試験は普及 してお らず、認定試験 に合格 して自

分の能力をア ピールするとい うケースは少ないとい うことが解 る。 あ くま

で も実務を通 じて どのよ うな経験を積んで きたか、どれだけ最新の知識を

習得 して いるかがその技術者を評価す る基準 とされている。

4.3研 修 制 度

4.3.1ウ ェン トワース科学技術専門学校にみる企業研修制度

約4000人 の学生数を擁す るウェン トワースでは専門分野の即戦力 とな る人材

育成 に力をいれている。 そのため、学士号取得には8カ 月か ら12カ 月間企業に

おいて報酬を得て実務経験を積む ことが必須条件 にな っている。また夜間コー

スもあり、働 きなが らで も学べ る体制にな っている。産学協同とい った場合に

この働 きなが らも学べる体制は非常 に重要 と思える。

これ らの点にっいてのよき例 として第2章 でふれているが1度 確認の意味で ウ

ェン トワースの体制を見てみたい。

(ア)COOPを 通 じた産業界 との連携

前述 した8カ 月か ら12カ 月の企業研修をこち らではCOOP(Cooperative

Education)と よんで いる。米 国の教育理念の根幹をな している もので もあ

り、学術的なカ リキュラムの一環 として、キ ャンパ ス外で有給職 に就 くとい

うものである。 ウェン トワースで はこの企業研修に長い伝統を もってお り、

それだけに幅広い研修先の企業 リス トを もっている。

この研修先を確保す るのはCareerCenterと よばれる部署である。卒業後

の就職斡旋 も行 ってい ることか ら日本では就職指導部 とい うものにあたるで

あろう。実際の活動はパ ンフ レッ ト等でみ る限 り日本の就職指導部よ りず っ

と大 きな役割を担 っているよ うだ。独 自に、個 々人 にあった適性な職業を探
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した り、イ ンタビューテクニ ックを教えたりす るコースを常時開 いた りして

いる。数百にのぼる企業文献や業界新聞、その他の リス トを備えた参考室 も

運営 している。我 々の訪問 した時点では約2,000社 の企業 リス トを用意 して

いるとのことであった。正規の研修や就職の他 に もパ ー トタイムや期間従業

員(夏 期のみなど)の 情報 もこち らで扱 っている。

企業研修にっいて、学生の報酬でみ ると時給で10～13ド ルが平均で、ほぼ

新卒並のはずだとい うことであ る。約30%の 学生が このCOOP経 験を した

企業に就職す るとい うことであ る。大学側 としてはCOOP用 のポス トとし

て確保 したいのが本音だというが、学生 ・企業双方の意向にはさか らえない

ようである。

もちろん、COOP期 間中 も学校に学生 としての登録は必要 である。 また、

外国人留学生の場合には米国移民局よ り卒業前に12カ 月の研修許可がおりる。

4年 制の場合の例では下図のような時期でのCOOPが 一般 的であり、学生

にも勧めている。

学年 秋 春 夏

1・2年 選択COOP

3年 講 義 必須COOP1 講 義

4年 必須COOP2 講義 講 義

卒業は9月 初旬

COOP期 間が終了すると、コーディネータによる研修 内容の口頭試験を

受けジ ョブ レポー トを提 出 しなければな らない。それ によ り評価が決定され

る。

もう1点 、COOPに 関連 してIndustoryAdvisaryGroupと い うものの

存在をあげてお きたい。各業界の代表者よりな るこの グル ープは、一面企業

による学生確保の場で もあ る。業界の実状を学生 に知 らしめ る目的 なが ら企

業側 としては学校 に寄付を してで もこのポス トを確保 したが っている状況だ

とい う。

これ らの企業研修 と就職実績をふ まえて、大学 と企業の共同研究の実績が

一138一



あ るか とい う問に対 してはコンピュータ科学部に関 して はないといことであ

った。

(イ)実 習室のサー ビス体制

日本の専門学校で も実習室のマ シン環境の劣悪を問題 にす るケースは多い。

ウェン トワースは特に実習設備のよさではコンピュータ科学を含あ定評があ

る。根本的な設備提供の方法 も日本の専門学校のそれとは異な ってお り参考

に値する。

設備の状況は次の とお りであ る。全 く同 じ機種、台数で も部屋の異 なるも

の は別個の行 と して載せている。

IBMPC-XT/VAXterminals

pC-386colorsystems

pC-286colorsystems

PC-286colorsystems

VAXterminals

IBMXT/PC

VAXter皿inals

0

8

0

0

0

'0

亡∂

0
0

9
白

り
右

リ
ム

0
0

1

VAXの 端末が全部で80あ るが、 この他に20端 末がキ ャンパ ス内に分散設置

されている。 さらに、キ ャンパス外か らも使用で きるように、電話回線が6

本用意されている。VAX端 末 はスタン ドアロン環境では、ワープロ、 表計

算、データベースなどの実習 にも使用されている。70台 弱のIBMPC(PC-386/

PC-286)はLAN結 合 されCAD用 マ シンとしてやUNIXや ネ ッ トワーク

の実 習に使用 されている。

なおこれ らのマ シンは、実習授業に も使用 しておりかっあ き時間に専攻や

受講 コースに関係な く全学生が利用可能なマシ ン設備のみである。視察中に、

グラフィ ック関連授業に使用 しているマ ッキ ン トッシュが30セ ッ ト以上お

いて ある教室 もあ ったが上記の リス トにはのっていない。

これ らのマシンの使用可能時間は次のとお りである。

月曜～木曜7:30am～10:00p皿

金曜&土 曜7:30am～9:00pm

日曜1:00pm～9:00pm
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さらに、試験前 には2時 間延長 して利用が可能である。

日曜 日の利用状況 はワープ ロ用などのスタン ドア ロンマ シンは20%、CA

D関 連 での利用はマ シン台数の制約 もあるためか70%に ものぼる状況だ とい

う。

当然、 これ らのマシンを運用 していくためには専任のスタ ッフが必要 とな

る。現在 はキャンパス内のネ ッ トワーク管理等 も含めて8人 のスタッフと1

人のデ ィレクタが運用にあた っている。現在の利用状況か らみて このスタ ッ

フは増員予定だ ということである。

(ウ)実 践教育

前述の通 り、就職時には一定 レベルの技術を もってい ることが、そのポス

トへの就職条件 とな るため、実習 も実践に即 した もの とな っているよ うだ。

余談ではあ るが、視察終了間際にプ レゼ ンテー ションを して くれたスタッフ

が体格の良い町工場の職人風 の人に挨拶 を していた。溶接のエキスパ ー トと

のことであ った。朝か ら晩まで実験室兼作業場 にこもっている雰囲気が感 じ

られ、単 なる研究者以上の親 しみが感 じられた。

学内で は、実習室の夜間や休 日開放に加えて、単位認定には関係のない実

践的な教育 コース も開いている。

また、IBMPC,DEC,APPLEの マ シンを特別価格で学生が購入できる契約を

している。

4.3.2ウ ー スタ ー理工 科大 学 と企 業 との連 携

米 国 で は3番 目に古 い この理 工 系大 学 で は1200人 の大 学 院 生 も加 え て3500人

の学 生が 学 んで い る。 日本 と異 な り米 国 で は入学 試 験 の難 易度 で な く卒業 す る

難易 度で 評 価す る ことが 多 いが 、 ウー スタ ー理工 科 大学 は最 も難 易度 の高 い大

学 であ る。 この なか の コ ンピ ュータ科 学部 を中心 に訪 問 した 。

受付 を す ませ プ レゼ ンテ ー シ ョ ン会 場 とな る ミーテ ィ ングル ーム まで我 々一

行 を案 内 して くれ た教授 は2っ の タ ワー、BoyntonHallとWashburnShopsを

前 に 「この2つ の タ ワーが創 立 以 来 の この大 学 の シ ンボル で あ り、理 論 と実践

(academicexcellencethroughreal-1ifeprojectexperience)を 象 徴 して い

る」 と説 明 して くれ た。 実 際 に この理 論 と実 践 の融 合 を プ レゼ ンテ ー シ ョンの
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なかで も度々見 ることがで きた。

(ア)MQP

この大学独 自のWPIプ ラ ンとよばれ る単位取得方法の詳細説 明はここで

は省 くが、 この独 自カ リキ ュラムに則 って、MQP(MajorQualifyingPro-

ject)と い う制度を設けている。 これ も、産学協 同の面か ら非常に大 きな意

味を もっている。 これは日本 の大学でいう実習科 目に該当すると思 われ るが、

学内で も学外で も単位取得がで きる点が大 きく異なる。

日本で も有名な ミニ コン最大手のDECがWPIの プロジェク トセ ンタと

な っている。いわゆる産学協同の場合 あたりまえなが ら両者の参画が必須で

あ る。ボス トン郊外 とい うDEC社 の本拠地にキ ャンパスがあるとい う地の

利 は大 きい。DECと の様 々なプロジェク トを調 整するために現地ディ レク

タと して1人 の助教授をおいていることで も質的 ・量的な関係の深 さが理解

で きる。

学外でのMQPは この ボス トンを含めて ワシン トンDC、 サ ンフラ ンシス

コ、 ロン ドン、チュー リッヒ、バ ンコック、台湾、香港に もおかれている。

これ らの都市でのMQPの 実際の進め方 にっいては残念なが ら詳細を確認で

きず に終わ って しまった。準備を現地で行 う場合 とキャンパ スで行 う場合が

あるなどの方法論を少々聞けただけであ った。機会があれば概要 だけで も知

りたいと思 っている。

また、 この履修 はいわゆる レポー ト提出が基本だが口頭テス トで も行 って

いる。っ まりプ レゼ ンテー ション能力の評価 もかねている。実務につ いた場

合、 口頭での報告 は会社 内外を問わず非常 に頻繁にあり、それだけにまた重

要 である。 この点 も当然 のように単位取得 の能力評価に結び付 けているのに

驚か された。試験 というと筆記方式、面 接方式 とい う型にはまって考えがち

の 日本式教育の画一性をあ らためて気づかされた思いが した。MQPの 学習

内容 は多岐にわたる。企業内での実務がすべて対象になる。つ ま りソフ トウ

ェア設計 とその実現、 システムパ フォーマ ンスの評価、また工学的分野や研

究活動 も対象になる。

実習期間 としては、通常WPI独 自の学期で数えて3学 期で履修す る。 こ

の学期 とは7週 間を1学 期 とし年間4学 期が9月 か ら翌年の6月 までの間に
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設け られて いるものでWPIプ ラ ンの もとに定め られている。

(イ)MIS科

コ ンピュー タ科学部の中で特 に 日本の専門学校に参考 となると思われ る、

MIS(ManagementInfor皿ationSystem)科 につ いて もプ レゼ ンテーション

を受けたので若干紹介 しておきたい。毎年6人 ほどが はいって くるこの科 は

設立年度 も比較的新 しく、かつ小規模である。 しか し内容 は幅広 く、OSレ

ベルの コマ ン ドか らアッセ ンブラ言語、第3 ,4世 代言語、表計算、 ワープ

ロ、データベ ース管理、統計 まで もこな し、ユーザインタフェースを含む シ

ステムの開発 と最終 ドキ ュメン トの まとめ までをめざ している。 日本でい う

SE教 育のめざす ゴールと似た ものが あるよ うに思 う。

米国で はよ く知 られているが、 この科で も産学協同の一環 として、先ほど

ふれたMQPと は別に実務による研修を課 している。CooperativeEdu-cati

onOpportunitiesと よばれ るこのカ リキ ュラムではフルタイムの労働者と し

て会社や病院、地方官庁などで働 くことが要求 され る。 もちろん労働者と し

ての賃金 ももらう。 ちなみに先に述べたMQPは 完全に無給であ る。 この中

で行 う業務 もまった くの実務であ り、プ ログラ ミング、システムテス ト、 ド

キュメ ン ト作成、 システム設計等機会に応 じて様 々の仕事を こなす ことにな

る。

(ウ)官 学協同

最後 にWPIは 政府後援による研究セ ンタ も運営 している。一部を列挙す

ると製造技術応用セ ンタ、先進 自動化技術管理セ ンタ、防火安全研究セ ンタ、

レーザホ ログラフ国際センタ等 々。 これ らは、情報処理分野 とは直接結びっ

かないか もしれないが、産官学協調を先進的に推進 している典型 として機会

が あればその運 営方法などを再度視察 したい と思 った。
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NCCに おけ る情報処理教育

1.3教 育 ・訓練事 業

教育 ・訓練事業は、そのアプローチや内容 ・方法においてセンターの広範囲な

専門技術の蓄積をもとに実施 され、22年の歴史の中で、最 も重要な活動の一つと

されている。全体予算の20%を 当該事業で占めており、専任職員だけでも40人が

いる。セ ンターの事業は、一般 的に教育的要素が高いわけであるが、ここでは以

下に研修コースおよび教材関係の活動に焦点をあてて報告する。

(1)研 修 コース

① 概要

研修コースの種類は50数 種にも及ぶが、全体的な特色 としては、以下の点があ

げられる。

ONCCコ ースは、対象者の最大限の条件をカバーし、技術者、管理者、あら

ゆる規模の企業等のユーザのニーズを満たす ことを配慮 している。

Oコ ースは経験豊かな専門家による指導、画期的なプ レゼンテーション技法、

高度な実務内容か ら構成されている。 コースでは、受講者は、素早 く規定の

理解度に到達 し、実務能力が定着される工夫がされている。さらに、受講後

もNCCか らの各種情報を入手可能である。

ONCCはIT全 般に関与 し、オフィス ・オー トメーション、ソフ トウェア ・

エンジニア リング、エキスパー ト・システムなどの主要な開発分野で リーダ

ー的な役割を担っている
。そのため、NCCト レーニ ングは、常に最新情報

を反映 している。

ONCCは 、情報技術分野だけでなく、IT訓 練および教育分野においても客

観的な標準と実務の実現に努めてきた。その結果、NCCト レーニングには

他にない権威が与え られている。

OIT社 会のあ らゆる側面を代表する会員との定期的な連絡を通 じて、NCC

は常に、毎日の問題等の現状を認識している。 したがって、NCCト レーニ

ングは常に、個 々のニーズに直接関係していると言える。

② 社内訓練 コース

NCCで は、個々の組織について社内訓練コースを多数手掛けている。すべて
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のNCC－ 般コースは、社内(希 望する場所)訓 練にも利用で きる。複数の受講

者を一度に訓練するような場合、この社内訓練 コースは、経済的かつ手軽で、時

間の節約にもなる。さ らに、個々の条件に合わせてコースをカスタム化すること

も可能である。

訓練分野においては、ユーザの特定環境および活動方法にコース内容を関連付

けることが、最 も重要である。このニーズを満たすため・ワークシ ョップをいく

っか開発 した。これ らは、社内訓練を基本とし、ユーザ条件に合わせてカスタム

化が可能なように企画 されている。

③ 支援体制とコンサルタン ト

NCCス タッフは、各NCC地 域事務所においてヨ1練条件の相談に応 じている。

NCCス タッフは専門のNCCト レーニング ・コンサルタン トがサポー トし、訓

練ニーズの分析、ニーズに適 したNCC製 品およびサービスの選択、MSCか ら

取得できる訓練奨学金(TrainingGrant)の 資金などについて助言を与えなが ら、

ユーザ訓練計画の作成を助けている(無 料)。 この他 にも、人材開発分野におい

てあらゆる相談に応 じている。

④ 認定

NCCは 、受講者並びに雇用者両者の利益のため、客観的な判定および認定が

で きることを基本としている。 したがって、NCCの 削除乗用教材パ ッケージとコ

ースの多 くは、公式な認定が行える標準単位時間制 となつている。

02万 人以上のアナ リス トが、NCCシ ステム ・トレーニ ングに基づ くコース

を通 じて、システム分析および設計の国際承認NCC認 礫 取得 している。

○ ソフ トウェア ・エ ンジニアリング ・トレーニ ング ・ライブラ リは、1987年 に

導入されたソフ トウェア ・エンジニア リングにおけるIEE/NCC認 定書

取得 コースの基本 となっている。

Ol.1万 人の若者が 、ITキ ャリア ・エ ン トリ訓練 制度に参加 した後、スレッ

ショル ド証明書を取得 している。

ONCCのSSADM解 析および設計 コースは、SAEB力 嚇 しいSSADM

習得認定書(CertifcateProficiencyinSSADM)に 適 した訓練として認めた

コースである。
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⑤ 複数 コース予約による特男1割引制度

ある一つのコースまたは複数の コースで数人を訓練 したい場合 は、特別割 引制

度を実施 している。

予定表に基づき3～5の コースを同時に予約すると、5%の 割引が行われ、6

コース以上の場合には、10%割 引となる。

この割引は、その後の申 し込みまで使用でき、NCCコ ース予定表に現在組み

込まれたどの コースにも適用できる。NCC会 員およびその他の特別割引も併用

できる。

大規模なユーザについては、まず、あるコースを受講 し、その内容を確かめる

ことも可能である。

⑥ 会場

一般 コースの主な会場は、ロン ドン、マンチェスターおよびその他地方都市に

おいて、高水準の訓練施設を提供で きるホテルが特別に選定 される。

⑦ 夏期集中コース

NCCが7～8月 に実施 している夏期 コースは、4年 目を迎えた。夏期 コース

の場合、主要なコンピュータ技能 と実務を重視し、従来 には受講できなか った時

期でのキャリア ・エ ン トリおよび技能開発の要求 に応えている。

コースは以下の6コ ースあり、すべてマンチェスターで開講 している。講義は

NCCの 常勤スタッフがあた り、教材 も通常と変わ らない。

・データ処理入門

・COBOLプ ログラ ミング

・SSADM解 析および設計

・FILETAB入 門

・システム解析および設計のNCC認 定

・データ伝送入門

したがって、プログラムには、技術者に必要な序論および基本技能SiltWが含ま

れている。また、ほとんどどの レベルの新入社員にも適 しており、新事業スタッ

フおよび新卒、経験 豊かなアナ リス トおよび設言堵 、データ通信担当者、プログ
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ラマまたはアナリス トとして別の部署か らDPに 配置された既存 スタッフに適 し

たコ_ス がある。NCCプ ログラムで効果をあげる受講者には・夏期だけ英国に

滞在する海外からの受講者もいる。

夏期集中プログラムは、通常のNCCコ ースと比べ大幅に安 く・NCC会 員お

よび複数予約割引の特典も利用できる。

⑧NCCブ リーフィング

NCCの 社内ブ リーフィングは、広範なITテ ーマに関する トピックスを集中

的に説明 し、NCCコ ース ・プログラムを補足するもの となっている。1989年 度

のブリーフィングでは、次のテーマを予定 している。

・OSI(OpenSystemsInterconnection=開 放型 システム間相互接続)

・デスクトップ ・パブ リッシング

・EDI(ElectricDataInterchange=電 子データ交換)

・UNIX

⑨ コース経路の選択

該当する場合、対応コース間の直接的なつながりを示す訓練経路が図で示され

ている。

これ らの経路は、提供訓練の効果を最大限に引き出すためにNCCが 推奨する

受講コース間の関係を表 している。

訓練前の助言 〉 コース選択

コース選択 〉 訓練後の助言

例:

パーソナル ・コンピュータに関する完全な訂1條東経路

IPC>適 切なPCシ ステムプランニ ング>PCに 関するアプ リケー ション

の設計/開 発

パー'ノナル ・コンピュータ入門>PSPS>PCに 関するアプ リケーション

の設計/開 発

パーソナル ・コンピュータ入門 〉適切なPCシ ステムプランニ ング>DDA

特に密接な関係があるときには、その都度テキス トで強調表示されている。

加えて、関連 コースセ クションには、補完または補足訓練を提供 したり、異な

るレベルで同 じテーマの一部または全部をカバー しているため・受講者 に必要な
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他のNCCコ ー スの タイ トルとペ ージ番号が示 されている。

⑩ 受 講者の感想

以下 にセ ンターの コースの受 講者の ア ンケー ト結 果をあげ た。

"今 まで 受講 した中で どのテーマをとって も最良の コンピュー タ ・コースの一

つで す。NCCを 知 らない同僚 に も教え よ うと思 って います。"

InformationTechnotogyTrainingAccreditationCouncil(ITTAC)

"NCCト レーニ ングは、ITTACの 実 務規約をすべて受 け入れた認 定訓練

です。 貿

"講師 は教材をよ り興味深 くし
、今 日性 を もたせ、テーマを現 状に関 連付ける

ことがで きます。"

"NCCは
、CSAEducationandTrainingGroup(CSA教 育訓練団体)の メ

ンバーで、その厳格な規格と正式な実務規約を順守 しています。"

"コース全般において優れています。"

博 門家による積極的な集中コースは他にあ りません。'

"QHPは 単純明快かつ効果的で
、説明は面白く、時々ユーモアを交えた講義

に感動しました。 フリップチャー トの使い方 もうまく、OHPに よる説明方法が

効果的に改善されていました。 もう改善の余地がない くらい完壁です。"

"FILET胡 を全然知らない受講には最適です
。"

"扱われているテーマにはすべて今日性があり
、理論上ではなく現実を踏まえ

ています。内容を実行に移す気持ちにさせて くれました。"

最後に89年度の実施コース名、日程、受講料 を紹 介する。

なお、詳細は資料篇を参照 されたい。

・マ イ クロ コンピュー タ入門

・"コ ンピュー タ活用 法

・マ イコ ンシステ ム設計

・オフ ィス(事 務 管理)シ ステム

・事務処理 のための通 信技 術

・エ キスパ ー トシステ ムワー クシ ョップ

・CBTコ ー ス

3日 間

〃

に
J

9
乙

0
乙

540ポ ン ド

〃

780

400

400
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・デ ータ処理入門

・LAN

・デ ータ伝送 評価

・パ ケ ッ トスイ ッチ ング評価

・デ ータ伝送 システ ム

・システム分析 と設計

・構 造化設計技 法1

.〃2

・構造 化設計技法入 門

・システム監査

・ソフ トウェアエ ンジニ ア リング

・プ ロジェク ト計画

・プ ロジェク ト管理

・プ ロジェク ト評価

・ソフ トウェア品質管理

・ソフ トウ ェア要求 定義

・ソフ トウ ェアテ ス ト

・リアルタイムシステ ム設計

・デー タベ ースアプ リケー ション

・デ ータベー ス設 計

●SQL入 門

・プ ログラマのためのSQL

・BASICプ ログラ ミング

・構造 化プ ログラ ミング

●COBOL〃

・FILETAB

・FILETAB応 用

・FILETABの 監査利用

・FILETAB言 語 プ ログラ ミング

・ソフ トウェア ワークシ ョップ
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問田

3

2

2

5

0

5

4

2

5

2

2

5

2

3

3

3

5

1

3

2

2

1

3

2

4

4

670ポ ン ド

540

400

400

780

1,440

780

680

400

780

400

400

780

400

540

540

540

780

210

540

400

400

480

360

660

660



・目標設定 と人員評価

・人材開発と動機付け

・プ リゼ ンテーション技法ワークショップ

・効果的報告書作成法

2日 間

2

2

1

400ポ ン ド

400

400

210

夏期コース

・COBOLプ ログラ ミング

・データ処理入門

・データ伝送入門

・FIL'ETAB入 門

・システム分析設計認定

・構造化設計技法

・情報技術戦略の実現

3週 間1,200

5日475

5550

5475

6週 間1,750

8日950

2650

(2}教 材

NCCで は、教材の開発、流通にもカを注いでいる。以下に教材に関する特徴

を述べる。

① 概要

NCCの パ ッケージ式 トレーニング・リソース(訓 練用教材一式)は 、情報技

術に関する技能に関する効果的かっ体系的な教材である。広範 なテーマおよび受

講者のニーズを満た し、多種多様な異なる トレーニングの導入 も可能としている。

たとえば、ITス タッフ(=情 報処理技術者)用 熱 オでは、プログラム言語、

システム分析および設計などの技能訓練ができる他、ソフ トウェア ・エンジニア

リング、効果的なプログラ ミングおよびエキスパー ト・システムの基本概念が学

習で きる。

管理職には、 ビジネスにおけるIT、 ソフ トウェア ・エンジニア リングおよび

データ通信の重要性など、即、実務に適用できるテーマと したパ ッケージが用意

されている。

その他、データ保護法、パーソナル ・コンピュータ ・アプ リケーション、エ レ
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ク トロニ ック ・オフィス、不可欠なビジネス技能など多 くのパ ッケージが、さら

に広いユーザのニーズに応えている。

使用 している手法 も、広範囲にわたる。

いくつかの大規模 トレーニ ング ・リソースは、専門的に製作された教材が完全

なパ ッケージになっている。 したがって、そのユーザは、社内で訓練 コースを開

発するときの時間、コス トおよび作業を最小限に抑えることができる。 これ らの

パ ッケージには、ビデオ ・プログラム、視覚教材、講義ノー ト、学生用ハン ドブ

ック(手 引書)、 ケース ・スタデ ィ、練習問題、コース運営方法を完全に説明 し

た詳細なプレゼンターズ ・ガイ ドなどが組み合わせ られている。

通常、テキス トに付属するビデオは、専門家、管理職およびユーザ訓練のニー

ズを満たすために組み入れ られた多数の教科内容およびプログラムで好結果をも

たらす。

NCCパ ッケージ式 トレーニング ・リソースには、パーソナル ・コンピュー タ

・ユーザのための実践向き訓練が含まれている。ディスク ・ベース ・パ ッケージ

の"Load-and-Learn"(デ ィスクセ ット学習)シ リーズは、キーボー ドという最

も手軽な手段を通 して、評判のアプ リケーション ・パ ッケージの用途について、

実践訓練を集中的に行 う。NCCの ソフ トウェア ・ツール ・デモ ンス トレー ショ

ン ・センター(SoftwareToolsDemonstrationCentre)が 開発 したツール ・サ ン

プラ(ToolSamplers)は 、訓練用教材 として特に有益なことが実証された、費用

対効果に優れたソフ トウェア教材といえる。'

② 効果

次にこれらの効果にっいて述べることとする。

内容および教育価値の面か ら判断すると、これ らの教材は、NCCが 担 う英国

情報技術社会での中心的役割 と、訓練分野 における21年 の経験 と専門的な知識/

技術を反映 していよう。

教材はすべて、明確に確認 されたニーズに応えてNCCと その他専門組織が開

発したもので、その多くは、要求度の高い顧客の意見を代 表 している。教材では、

使用可能な中で最 も効果的な訓練技術 と訓練法を活用 し、特 にビデオが最 も実際

的に応用されている。

その結果、NCC教 材は、効果的であるだけでな く、常 に最高水準と今日性を
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維持 している。教材の質の高さは、ユーザが社内訓練に使用するだけでなく、メ

ーカーの訓練学校、独立 した教育関連企業およびあ らゆる レベルの教育機関にも

導入されている。

社内訓練の大きな長所は、コス ト、手軽さ、柔軟性である。交通費や宿泊費 も

節約でき、重要な社員を長期間、職場から離れさせる必要がない。訓練日程は、

会社のニーズに応じて作成できる。

大 きな問題は、効果的な訓練 コース、なかで も特に未知のテーマに関するコー

スを計画、準備するために必要な時間、専門知識および経費である。NCC訓 練

用撫 オでは、創造的、効果的並びに生産的な訓練プログラムの実行に不可欠な要

素がすべて提供されている。

NCCは 、あ らゆるテーマに関する完成 したコース教材を製作できる知識、専

門技術および経験があり、これらの完成コースを、数百社が何度となく使用する

ため、NCCは 、次の分野に時間と経費を投資している。

○ 効果的な伝達のための最良の ビデオ技法

O権 威があり、正確かっ最新の ドキュメンテーション

○ 高品質補助教材

○ 学習向上のための妥当性が確認された実務練習およびケース ・スタディ ・

ワークの開発

また、このパ ッケージは、教育手法に柔軟に対応してお り講師必要(tutor-led)

コース、自己学習(self-instruction)教 材、 ビデオ学習(videoawareness)プ

ログラムがある。 したが って、ユーザは必要に応じて最適な学習タイプを3つ の
'中か ら選択できる

。

③ カタログについて

カタログではITス タッフ用教材とITユ ーザ用教材について説明されている

(資料編参照)、 一部のテーマは、より広範な受講者を対象 としている。 したが

って、ITス タッフ教材であって も、lTユ ーザに関係す るもの もあり、多くの

場合、ユーザはITス タッフ教材からも効果をあげることができる。

本カタログに掲載された教材は、購入または借りることもできる。

④ 受託契約
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NCCで は、訓練 コース(一 般 および社内)、 セ ミナー施設および訓練用教材

費の軽減化を図る、費用対効果の高い手軽な受託契約サー ビスも提供 している。

⑤ 見学 セ ンター

ユーザが個 々に適 した訓 練用教 材を見て判断で きるよ うに 、NCCで は各地域

事務 所に完全な設備が整 え られ た見学 セ ンターを設置 して い る。 このセ ンターで

は、 ビデオ、プ ログラムを実際に使用 した り、訓練 パ ッケー ジを調べ 、ニー ズに

応 じた教材を見つ け出す ことがで きる。見学セ ンター は、以 下 の地域 にあ る。

ベル フ ァース ト(Belfast)

グラスゴー(Glasgow)

バ ー ミンガム(Bimingham)

ロ ン ドン

ブ リス トル(Bristol)

マ ンチ ェスター(Manchester)

NCCで は主な コン ピュー タ関係の展示会に参加 し、訓 練用教 材の デモ も行 っ

て いる。

⑥IDPビ デオ ・トレーニング

IDPビ デオ ・トレーニングは、コンピュータおよびデータ処理の基礎を説明

する入門 コース用教材である。 コンピュータ・スタッフ訓 練社員用の自己学習向

けに企画され、ビデオによる解説、テキス ト、練習およびテ ス トが適切に組み合

わされている。対象者は、訓練プログラム修了の後、コンピュータ ・オペ レータ

またはプログラマとして配属される受講者で、訓練期間は約3日 間である。

教材内容は、次の通 りである。

○ 適切なオペレータおよびプ ログラマ技能訓練に必要なDP基 礎

○ ハー ドウェアおよびソフ トウェアとその充当に関す る認識能力

○ フローチャー トの使い方と手順および論理的なデータの流れの表現技術

○ 高水準コンピュータ言語によるプログラム設計能力

○ コンピュータが関係する主な応用分野の認識能力

訓練 コースは、5つ のセ ッションに分けられている。各セ ッションは、いくつ
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かの セクションまたは"ア クティビテ ィ旬か らなる。アクティビティは、次のど

れかに該当する。

見る一ビデオ

読み一テキス ト

す る一練習またはテス ト

練習をす ることで、ビデオまたはテキス トで学んだ事柄を実行できる。テス ト

は、セ ッション目的の達成度を試験 する。最終テス トは、コース全体の目的を基

本 とする。このコース運営の流れを下図 に示す。

ビデオ ・トレーニ ングの コース運営
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a)講 師の役割

この訓練 コースは、自己学習 コースとして企画されているが・受講者には常に

資格を有する経験豊かな講師が必要である。講師は、コース全体を通 じて受講者

の問題解決に努め、技術的な質問に答えられるだけでな く・助言を与え学習意欲

を高ある。

コースの運営は、相当な部分を講師の意志に任せている。一例 を挙げると、練

習またはテス トの解答は、受講者ワークブックに載 っているが、それを削除 し、

「講師の話を聞きましょう」にページに置 き換えることも可能である。解答にっ

いては受講者と検討するため、講師と受講者の関係がより緊密になる。 しか し、

テス ト解答だけを削除 し、セ ッションの終わりに、講師が解答を示すだけで十分

な場合 もある。セ ッションでは解答を総括 し、次のセッションが始まる前に問題

を解決する。

また、新 しい練習をコースに加え、特定の導入条件や標準に対応させることも

可能である。このときにも、ワークブ ックの適当な場所に 「講師の話を聞 きまし

ょう」と挿入できる。

(例)

文縁 者 オペレータおよびプログラマ候補者

期間3日 間

b)入 手方法

IDPビ デオ ・トレーニングは、購入するか1ヶ 月の レンタルが可能。

購入の場合:

本パ ッケージを購入すると、受講者ワークブ ックが1冊 付 いて いる。2冊 以上

必要なときには、10冊 単位で購入で きる。

レンタルの場合:

レンタル料には受講者ワークブック1冊 分が含まれている。

レンタル料は、1ヶ 月分である。

レンタルコー ド パ ッケージ名 レンタル料 ビデオの種類

H1471DPビ デオ ・トレーニ ング6VU*

*ベ ータも発売されている。
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以下に文擦 者別各種教材について、具体的にコースウェア名、メデ ィアの種類等

にっいて紹介する。なお、一般 的にビデオ等の教材以外に、教師用ガイ ド、ワーク

ブック、学生用 ノー トが付属する。

・技篠渚 用教材

入門関係

データ処理入門

データ保護法

アルベイエキスパー トシステムスタ一夕ーパ ック

エキスパー トシステム リソースパ ック

ビデオテ ープ6巻(180分)

OHP29枚

CBT兀 ッピーディスク4枚

""5枚

システム分析 ・設言欄 係

NCCSYSTEM

新 システムの設計

システム設計事例

SSADM

OHP

ビデオ

〃

OHP

711枚

1巻(29分)

1巻(25分)

253枚

ソフ トウ ェア ・エ ンジニ ア リング関 係

ソフ トウ ェア ・エ ンジニア リング

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング管 理

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング概要

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング技法

STDCツ ール ・サ ンプラー:4GL

OHP

ビデオ

ビデオ

〃

2000枚

1巻(18分)

1巻(75分)

2巻(80分)

ソフ トウ ェア

プログラ ミング関係

COBOL

COBOL85

COBOL85(誕 丁版)

ビデオ

OHP

{ ビデオ

ビデオ

6巻(310分)

5巻(268分)

1巻(44分)
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Pascal

Assembler

Struc{tiredFORTRAN

CORAL66

効果的プ ログラ ミング

ICLVME2900

・管 理者及び利用者用教 材

⌒

情 報技術概要

LOAD-and-Learn

マ イコンシステ ム概要

デ ータ伝送

デ ータ保護法

ソフ トウ ェア ・エ ンジニ ア リング管理

ビデオ

ビデオ

ビデオ

OHP

ビデオ

ビデオ

10巻(510分)

5巻(75分)

7巻(120分)

ビデオ3巻(90分)

{OHPl14枚

、OHP70枚

フ ロッピーデ ィスク2枚

ビデオ1巻(28分)

ビデオ1巻(59分)

OHP29枚

ビデオ1巻(18分)
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NCC国 際 認 定 書

コ ン ピ ュ ー タ の 基 礎

1991年1月

受験者は問1と 問2お よびそのほかの問のうちの3問 に答えること。

時間:3時 間

受験者は合計で5つ の問に答えること。

記入 した解答のうち余分な部分には明瞭に線を引いて抹消すること。.

抹消の仕方が不適切であった場合は、最初の5つ の答だけが採点の対象となる。

試験場には、いかなる種類の参考資料の持ち込みも禁止する。

表現の基準に照らして良好である解答だけが採点の対象となる。
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次の間には必ず解答せよ。

問1

次の言葉の意味を説明せよ:

a)DOS

b)SSADM

c)GIGO

d)ペ ージング

e)ATM

f)エ キスパー トシステム

下記の言葉のペアそれぞれにっいて、主な相違 を1っ だけ挙 げよ:

g)WANとLAN

h)プ ログラム文書管理とシステム文書管理

i)パ ンチカー ドとキンボール ・タグ

j)ビ ッ トとバ イ ト

k)OCRとMICR

l)PROMとEPROM

m)3GLと4GL

;1)EBCDICとBCD

点数配分

2

2

2

り
乙

り
乙

り
‥

2

2

2

2

2

2

2

2

次の間には必ず解答せよ。

問2・

コンピュータシステムの多 くはバ ックア ップ用の記憶装置を必要とす る』

a)線 図を用いて、次の ものにデータがどのように編成 され るかを説明せ よ。

i)磁 気デ ィスクパ ック(フ ロッピディスクではない)

ii)磁 気テープ

b)磁 気ディスクパ ックか らどのよ うに してデータが検索 され るかを説明せよ。

C
U

1

4
弓

1

c)大 量記憶媒体と して磁気デ ィスクパ ックがパ ンチカー ドに取 って代わ った理 由を3つ 挙げよ。

3
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問3

下記の問の うち4問 またはそれ以上の問に解答しないこと。

各問には同 じ点数が配分される(18点 ずっ)。

点数配分

ある大手保険会社が昼間はオンライ ン、マルチユーザーのシステム操作を行ない、夜はバ ッチ ジ

工Zを 行 ってい る。 使われているコンピュータはシステムソフ トウェアすべて を内蔵す る512

旦の!塑Lと4メ ガバ イ トの鯉Lを 装備 している。 この システムはフロン トエ ン ドプロセ ッサと

一⊆PUを備えている。端末機はすべて、インテリジェン ト機能を持つか、またはエ ミュレー ション

・ソフ トウェアを利用 してメインフレームと通信がで きる
。外部との リンクは、マルチプ レクサ

を備えた各マルチステーションにっながるモデム経由で行 われ る。

専用入力と出力には、プロッタやマウスなどのさまざまな周辺装置が利用で きるように

な って い る 。

下線を引いた語を簡潔に説明せよ。 18

問4

データ処理の信頼性を確保するには、データを保護することとデータが正確であることが不可欠

である。

a)デ ータへの アクセスが制約され るときの状況を説明せよ。8

b)デ ータのバ ックア ップ法の基本的考え方を述べよ。6

c)チ ェック ・ディジットがどのようた使われるかを例を挙げて説明せよ。4

問5

ある国の雇用局が1つ の本部とy連 の地域事務所を持っている。それぞれの地域事務所は本部が

保有するファイルを調べ、それを更新することができることが必要とされている。このファイル

は職場に欠員が生 じたときの詳細および雇用局に入りたいと考えている求職者のデータを含んで

い る。

'a)本 部 と1つ の地域事務所双方に
っいてのハー ドウェアの構成を示す1枚 の線図

を描け。

b)次 の項目について雇用局 はどういう情報を蓄え ると考え られるか?

i)人 を雇用で きる職場(欠 員の生 じた職場)

ii)求 職者

7

R
V

5

問6

コンピュータ ・システムの開発業務に従事する多 くの技術者 は、オペ レータか らプ ログラマ、 さ

らに システム ・アナ リス トへと進んでゆく。

a)オ ペ レータ、プログラマ、および システム ・アナ リス トに関連す る仕事を説明

せよ。15

b)あ る人が アナ リス トになるためにさらに経験を積みたいと考え るか、また はさ らに

多 くの資格を取得 したいと考えるのはどういう分野であ るか、3つ 挙 げよ。3

-17 一



問7

近代のソフ トウェアは数多 くの種類の被雇用者を助けるための道具と して利用 されて いる次の仕

事 にとって コンピュー タ技術はどうい う助 けになるかを説明せ よ。 またその場合に利用されると

思われ る典型的なソフ トウェアの基本的な特徴を示せ。

a)タ イ ピス ト5

b)フ ァイル処理事務員3

c)事 務作業ア シスタ ン ト5

d)建 築家,5

問8

コンピュータシステムの構成はユーザーのニーズと利用可能 な資金量 によ って異なる。

多 くのユーザーにとって は重要なのはプロセ シングだけでな く、他のユーザーとシステムと交信

で きる能力も重要である。

a)3種 類のネ ッ トワーク構成を図に描いて、その名を明示せ よ。

b)次 の語の意味を説明せよ。

i)デ ータ伝送速度(ボ ー)

ii)全 二重

iii)直 列伝送

c)パ ケッ ト交換と呼ばれ る手法を簡潔 に説明 し、代表的なパケ ッ トの内容を列挙せよ。

6

0
乙

9
‥

2

6
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NCC国 際 認 定 書

コ ン ピ ュ ー タ の 基 礎

採,点 基 準

1991年3月

"採点助手は
、採点基準表に記載されている模範解答は受験者が出 してくる実際の解答のほんの

一部の例にすぎない、ということをわきまえている必要があろう。試験問題が特定の形式の解答

が要求されているということを具体的に述べていないかぎり、事実に即 した正 しい解答あるいは

計算の実際慣行に照らして正しい解答には点数を与えなければならない。解答の正しさに疑問が

生 じた場合は、それに関係するNCCの 教本を第一のよりどころとすべきである。それで も疑問が

解けないときは解答用紙を試験官に相談して(必 要なら調整者に相談 して)2回 目の採点の可否

の判断を求めること。

問1

(a)ディスク ・オペ レーテ ィング ・システム(1点)

ユーザーと機械の間のインタフェース(1点)

(b)構造化 システム分析および設計方法論(1点)

コンピュータシステム開発に向けてのアプローチ(1点)

(c)エラー情報が入れば誤情報が出る。(1点)

エ ラーデータを入力すれば、エラーデータが生み出され る。(1点)

㈲記憶管理(1点)

利用可能なスペースより大 きなプログラムが実行できる。(1点)

(e旧 動預金支払 い機(1点)

コンピュータ化された現金支払い機'

(f)ソフ トウェア(1点)

意思決定を助けるもの。(1点)

(9)広域ネ ッ トワーク、ローカル ・アーエ リア ・ネッ トワー ク(1点)

広域ネ ッ トワー ク:ス テーションがモデムでっながれている。(1点)

(hlプログラム文書管理:個 々のプログラムを詳述す る。(1点)

システム文書管理:シ ステム開発を詳述す る。(1点)

(i)パンチカー ド1コ ンピュータにデータを入力す る。(1点)

キ ンボール ・タグ:衣 料業界で使われ るパ ンチカー ド。(1点)

(j)ビットは1とoの 値を取 る。(1点)

8ビ ッ ト=1バ イ ト(1点)

(k)OCR(光 学式文字読み取 り):あ らか じめ定め られた文字型に合 うパターンによって文字を読

み取 る。(1点)

MICR(磁 気 インク文字認識):磁 気イ ンクの寸法 と分布状態 によ って文字を読み る。(1点)

(1)PROM(プ ログラマ ブルROM):恒 久的(1点)

EPROM(消 去可能PROM):紫 外線光を使って変更可能。(1点)

輌3GL:選 択 と反復の ようなコマン ド
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4GL:ハ イ レベ ル の コ マ ン ド

(n)EBCDlC:IBMlO進 コ ー デ ィ ン グ方 式 一1文 字 あ た り8ビ ッ トーASCIIで128文 字 の 代 わ りに

256文 字 が 使 用 可 能

BCD:2進 化10進 数 一10進 数 を 表 現 す る の に4ピ ッ トを 使 う。

問2

(a)

下記の1つ ずっに1点 。

ディスクパ ックの線図の場合:

シリンダ1つ

トラック1っ

セクター1つ

ブロック1つ

ディス クパ ックの上面 と下面にデータが記入 されているのは不可。

磁気テープの線図の場合:

ブロック間のギ ャップ

ブロックの見出 し

ブロック本体の中にデータが記入 してある。

ブロックの終わ り

(b}

下記の1っ ずつに1点 。

ファイルの位置を見つけ るための探索指標

関係す る トラックにディスクヘ ッ ドを移動させる。(項 目を探す。)

指定の見出 しのデータが出て くるのを待つ。(待 ち時間/回 転待ち)

データブロックを記憶装 置の中に読み込む。

(c)

下記の理由1っ ずっに1点 。

(例)

データへのアクセスが速 い

記憶密度が高 い。

バ ックア ップ操作が容易。

問3

下記解答は表現が短いことが必要である。

オンライ ン:ジ ョブが即座に実行される。

マルチユーザー:同 時 に多数のユーザーによ って利用 され るシステム。

バ ッチ ジョブ:あ とか ら他の者が実行するジ ョブ

4メ ガバ イ ト:記 憶量の数値。1M=220

RAIM:ラ ンダムアクセスメモ リ(一 時的記憶)
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512K:記 憶 量 の 数 値。1K-・1024バ イ ト

ROM:リ ー ドオ ン リ メ モ リ(永 久 的 記 憶)

シ ス テ ム ソ フ トウ ェ ア:シ ス テ ム を 動 か す の に 必 要 な ソ フ トウ ェ ア 。(オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シス

テ ム)

フ ロ ン トエ ン ドプ ロ セ ッサ:実 際 の 処 理 作 業 を 行 な わ な い プ ロセ ッサ 。 入 力/出 力 を 制 御 す る。

CPU:中 央処理装置。実際 に処理作業を行なう。

インテ リジェン ト容量:自 分 自身の処理を行なう能力

モデム:変 復調装置。 これ により電話回線経由の通信が可能となる。

マルチプレクサ:任 意のステーションか ら入力を取 り込み、そのメ ッセー ジを単線経 由で伝送す

る装置。

周辺装置:コ ンピュータに接続 されるハー ドウェア

プロッタ:ペ ンを動かす ことによって図を描 く装置。

マウス:入 力装置の1つ 。手で操作で きる装置を何かの表面上で動 かす ことによ ってカーソルを

コントロールする。

問4

(a}

制約条件1つ ずつに1点 。

(例)

機密保護

カー ド/コ ー ドの使用

データを安全な場所 に保管する。

コンピュータへのアクセスを制限する。

ある限定されたコンピュータか らのア クセスだけを許す。

パスワー ド

(b)

下記の1っ ずっにつ いて1点 。

規則的なファイルのバ ックア ップ

複数のバ ックア ップを保持す る。

コピー(複 数)を 別々の場所 に保管する。

コピーを安全に保管する(安 全な場所に保管す る)。

正 しい環境に保管す る。

(c)

下記の1つ ずつについて1点 。

データそれ自体に実際上無関係なフィール ドにディジットを加え る。

計算がどのように行 われ るかの説明

チェック ・ディジッ トの例

次いでディジットが どのよ うにチ ェックされるかの例
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問5

(a)

下記に示すのは一例であって、 これ と違 っていて も適切な解答であれば正解とす る。

下記1つ ずっに1点 。

本部:中 央 ミニフレーム/メ インフレーム

磁気ディスク記憶装置

各場所へのモデムの接続

地域事務所:LAN

－連のパーソナルコンピュータ/端 末機

プ リンタ

モデム

(b)

記憶蓄積されると思われる情報 は、欠員の生 じた職場 と求職者にっ いての詳細で ある。

下記に示すのは解答の一例である(問4の 場合と同様)。

1つ ずっに1点 。

求職者関連:人 数

名前

保持 している資格

経験

求めている職種

その求職者が働 ける地理的な地域

職場 仕事の内容の説明

会社名

所在地

給与

必要とされる実務経験/資 格

問6

{a}

各仕事につ き、5点 を割 り当て ること。各仕事の中の業務1っ ずっに1点 。下記 に示すの は例で

ある:

オ ペ レー タ

プログラ ミング

:デ ィスクとテープをロー ドする。

コンソールを操作する。

マシンルームを きちんと整頓する。

ちょっと したメインテ ンナンスを行なう。

:ソ フ トウエアの設計

コーディング

テス ト実施

ソフ トウェアの メインテナンス

文書化、文書管理
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ア ナ リス ト :シ ステム分析

システム設計

ソフ トウェアの仕様明確化

システムを実装す る。

システムを監視す る。

(b)

1っ の資格ごとに1点 。

高等検定修了証書/学 位

通信に習熟 していること。

管理業務に習熟 してい ること。

問7

(a)

下記の1つ ずっに1点 。

道具の名称:ワ ー ドプロセ ッサ

特徴:手 元にある既存の文書を編集する。

郵便物の整理

フォン トの変更が容易

綴 りのチェックができる。

(b)

下記の1つ ずつに1点 。

道具の名称:デ ータベース

特徴:デ ータへの アクセスが迅速

データの複製が不要

複雑 な照会が可能

データをつねに最新の状態に維持できる。

(c)

下記の1っ ずつに1点 。

道具の名称:簡 易言語

特徴:"も し … な らどうなるか"型 の分析を実行で きる。

グラフィック情報の作成が容易。

(d}

下記の1っ ずっに1点 。

道具の名称:CAD装 置

特徴:線 図や図を描 くことがで きる。

描いた線 図や図を回転させ ることがで きる。'

縮尺 した図の作成可能。

線図や図を移動/編 集することが可能。

高品質の複数 コピーを作成で きる。
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問8

{a}

1っ の 名 前 ご と に1点 。

線 図1っ ご と に1点 。

{b)1項 目 ご と に2点 。

(i)ビ ッ ト/秒

(ii)双 方 向 同 期 デ ー タ 伝 送

(iii)単 線 の 、1ビ ッ トご と の 順 次 伝 送
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NCC国 際 高 等 認 定 書

シ ス テ ム 分 析 一 設 計 一 問 題 用 紙1

1991年2月

受験者は4問 全部に答えること。

時間:2時 間30分

記入 した解答のうち余分な部分には明瞭に線を引いて抹消すること。

抹消の仕方が不適切であった場合は、最初の4っ の答だけが採点の対象となる。

試験場には、いかなる種類の参考資料の持ち込みも禁止する。

ノ
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4聞 すべてに解答せよ。

問1点 数配分

ケーススタディで説明 してあるHorizons社 の予約 システムのデ ータフローを描け。

この システムに受験者が何 らかの仮定を用いたときはそれを個別に説明す ること。30

問2

Horizons社 の予約 システムの論理的データ構造を描 け。

次の ことを行な うために必要な詳細事項を検索する方法を述べよ:

あ る特定の航海を予約 したすべての客の リス トを作る。 20

問3

サンプル予約用紙(裏 ページを見よ)を 第3の 正規用紙に書き直せ。第1正 規用紙と第2正 規用

紙の間にあるすべての中間ステップを示せ。

問4

a)添 付のケーススタディに与えられている情報にもとついて、下記の各条件 と処置に対す るデ

シジョンテーブルを作成せよ:

条件i)予 約は電話による予約か?

ii)予 約は郵便予約か?

iii)予 約は客が直接に出向いて予約す る形の予約か?

処置i)イ ンボイス(送 り状)を 送る。

ii)確 認 した旨を伝える。

iii)切 符を送 る。

この例の場合、受験者は 「予約 した航海にっ いて支払 いが正 しく行われ る。 」

と仮定 してよい。15

b)あ るシステムの中で起 こる過程を記述するのに使 うことので きる3つ の方法を説明せよ。ケ

ースス タデ ィにもとつ いて各方法についての簡単な例を1っ ずつ挙げよ。15
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ケ ー ス ス タ デ ィ

Horizons社 は、運転者(客)が 車に乗 ったまま船に乗 り降りできる形式のカー フェリーの会社で

ある。現在、9隻 の フェリー船が就航 している。 これまでのカーフェリーに対す る需要の記録を

もとに して12ヶ 月先 までの航海日程表が作成 され、それに もとついて航海予約を受け付ける。 フ

ェリー船の収容能力は乗客約500人 、および乗用車、大型 トラック、大型長距離バス(こ のほか

移動住宅、 トレーラ もあ る)の 総延長長 さ約1000mで ある。

しか し、正確に言えば収容能力は9隻 それぞれ異なる。

予約 は客がHorizonsの 本社に直接出向いて申 し込むか、または同社の地方営業所または旅行代

理店で申し込む形で行なわれる。旅行代理店 は同社の本社 と地方営業所の双方 と取引関係を維持

して いる。

予約のおよそ30パ ーセ ン トは本社への直接電話によって行なわれている。 もし、客が自分の予約

に疑問があれば、 口頭で予約の確認をすることができるし、予約番号を きくこともできる。 口頭

確認のあと直ちに印刷 した確認の書面 と送 り状が急送 される。

予約の60パ ーセ ン トは本社への郵送 による予約である。客は予約用紙に小切手を添えて申 し込ん

で くる。現金が同封 されているときは折 り返 し、切符が急送される。客 か らの送金額が間違 って

いて所定の金額に不足す るときは、その不足額が支払われるまで切符は送付されない。

料金は出港予定 日の30日 以前に、または客が送 り状を受領 してから7日 以内のいずれか遅い方 ま

でに全額支払われ なければな らない。・この期間以内に支払いがなければ客に対する通知な しに予

約は完全に取 り消 され る。

予約の10パ ーセ ン トは客が じかに地方営業所または本社に訪れて予約す るという形で行 われ る。

客は現金を支払 い、その場で切符を受け取 る。

予約 はかならず、グループの リーダー となっている少な くとも1人 の成 人の客 に対 して行 われ

る(1人 で旅行 している人の場合はその人をグループ リーダーとする)。 予約 した客の名は送 り

状 と切符の双方に記載 される。予約 は成人、子供、および幼児か ら成る1っ のグループに対 して

行 うこともで きる。 子供の料金は成人料金より安 く、幼児 は無料である。 しか し、1つ のグル

ープの中に含 まれ る幼児の数は切符に記載 される
。グループの リーダー以外の客の名は切符に記

載 して もよい し、記載 しな くて もよい。予約の7パ ーセ ントは徒歩で旅行する人、または自転車

あるいはオ「 トバ イに1人 乗 りで旅行する人である。予約1件 には最大で1台 の車両を含ませる

ことができる。車 両の長 さに応 じて5種 類の関税率区分のうちのいずれかが適用 される。長 さは

車両+ト レーラの 全長、 または移動住宅の全長とする。車両の登録番号 と運転者の名は切符上に

記載 される。

本社、地方営業所、旅行代理店それぞれで航海の前 日の午後に、各車両 タイプごとにグループ リ

ーダーからのすべての予約を示す船舶積荷/乗 客名簿
、およびグループ リーダーか らの客室予約

を示す客室報告とを表示す ることが定め られている。
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NCC国 際 高 等 認 定 書

シ ス テ ム 分 析 ・設 計 一 問 題 用 紙2

1991年2月

受験者は4問 に答えること。

4問 とはパー トAか ら2問 、パー トBか ら2問 とす る。

時間:2時 間30分

記入 した解答の うち余分な部分には明瞭に線を引いて抹消す ること。

抹消の仕方が不適切であ った場合 は、各パ ■・一トの最初の2つ の答だけが採点の対象 となる

試験場 には、いかなる種類の参考資料の持 ち込みも禁止する。
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パー トAか ら2問 、パー トBか ら2問 、合計4問 に解答せよ。

パー トA

問1

a)次 の事実確認方法 それぞれの主 な長所 と短所を簡潔に説明せよ。

i)面 接

ii)観 察

iii)ア ンケー ト

点数配分

12

b)事 実確認調査の目的で面接を開始して間もなく、被面接者があなたに協力するのを渋り、情

報の提供を控えたいような素ぶりを見せたとする。

被面接者がそういう態度を見せる理由を推測せよ。また、その場合の対処方法を説明せよ。

13

問2

a)フ ィー ジビリテ ィ ・スタディ(=実 行可能性の調査)で あなたが理解 した事柄を説明せよ。

またシステム分析 において実行可能性調査の目的は何か?

b)次 の分類区分のフィージビリティの違 いを説明せよ。その際、それぞれの フィージ ビリティ

が重要となる分野の例を1つ ずっ挙げよ。15

i)技 術的なフィージビリティ(=技 術的に見た場合の実行可能性)

ii)資 金上のフィージビリティ

iii)社 会的なフィージビリティ

問3

a)コ ンピュータシステムにおける リスク分析の役割 りを簡潔 に説明せよ。10

b)パ ーソナル システムのアプリケーションにおいて最重要であるとあなたが考え る リスクを挙

げ、そう考える理由を説明せよ。15

問4

a)シ ステム分析と設計の構造化手法の主な長所と短所を列挙せよ。10

b)い ま、あなたは小規模なシステム部門のシステム管理者の地位にいて、面接を受けていると

する。質問者がこう述べるとする:「 私どもはシステム分析と設計の構造的方法を試 しまし

た が、それらの方法はうまくはたらきませんでした。」

これに対するあなたの答えを述べよ。15
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パー トB

間5

a)"シ ステム"と いうものをあなたはどう理解 しているか、説明せよ。

b)次 の各項目をその違 いがわか るように説明せよ。 また、1つ ずつ例を挙げよ。

i)バ ッチシステム

ii)オ ンラインシステム

iii)リ アルタイム システム

iv)閉 ループシステム

c)

雑さにまっわる問題点を解消す るのにどのように役立っかを述べよ。

4

4

4

4

4
"ト

ップダウン分析"と いうものをあなたが どう理解 しているか、またそれがシステムの複

5

問6

ビジネス用コンピュータを購入するときに次のようなことが しば しば言われ る:

問題解決を目的と して企業がコンピュー タを購入す るとき、2つ の問題が生 じる。

a)こ こに言 う2っ の問題 とは何か。 この言葉の意味 と2っ の問題が起 こる理 由を説明せよ。

10

b)ビ ジネスシステムとコンピュー タの購入が妥当と認め られて最終的に購入 に至る場合の手続

きの主なステ ップを列挙せよ。また各ステ ップごとに簡潔な説明を加えよ。15

問7

システムライフサイクルとは何か。また、何故そう呼ばれるか?

システムライフサイクルの主な段階のそれぞれの機能を簡潔に説明せよ。よく知られた構造化シ

ステム手法の主な段階を、あなたもよく知っている(た とえばSSADM)な どで説明せよ。また構

造化システム手法が重要な役目を演ずる、システム寿命の段階を明示せよ。25

問8

構造化されたウォークスルー(=ソ フ トウェアの見直 し検証方法の1っ)は ソフ トウェア開発の

多 くの分野で利用される重要 な手法である。

a)構 造化されたウォークスルーを説明 し、システム分析においてそれが利用 される代表的分野

を述べよ。8

b)ウ ォークスルーに関係す る人物を明 らかに し、 それぞれが担 う役割 りを説明せよ。8

c)発 表の場で使われる各種の視覚機材を説明せよ。9
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受験者は設問の うち.r⊃ だ{:1を選んで解答せよ。

…}献言;一ゴ}寺間

記入 した解答のうち余分な も冷∴:韻葛練に線 を引い〔抹消すること。'

抹消 しなか った場台 は、絃初 江 っCり答だりが長点の対象 とな る。

試験場 には、いかなる種類め参考資料の持ち込みも禁止する。

表現の水準が良好である解答には点数が与え られ る。
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5っ の問にだけ解答せよ。各問への点数配分 は同 じであ る。

問1点 数配分

a)1グ ループの新入社員が、あなたがよ く知 っているあ る組織で仕事を始め るとす る。それ ら

社員向けの新人訓練プログラムを作れ。15

b)そ の訓練の成功度を示す因子を5つ 列挙せよ。5

問2

a)販 売促進 とはどういう意味か、説明せよ。8

b)販 売促進に伴なう悪影響をい くつか説明せ よ。12

問3

r人は金のためにだけ働 く。」

動機づけ理論の観点からこの言葉を論ぜよ。 ・20

問4

企業は目標を設定 し、そのあと定期的にその目標を見直す。

a)目 標の例を挙げよ。 ・5

b)目 標の見直 しが必要である理 由を説明せよ。15

問5

エ レク トロニ ック ・オフィスという語を、あなた 自身の考えにもとついて詳 しく

説明せよ。20

問6

r社員は雇用者 に対 して義務を負い、雇用者は社員に対 して義務を負 う。」

この言葉の意味を説明せよ。20

問7

計算とマイクロエ レク トロニ クスが製造工程の計画 と制御に対 してどのよ うに応用されるか説明

せよ。20

問8

産業スパ イは健全な組織 に対 して非常に現実的な脅威であ る。

そのような脅威を最小限度に抑えるための方法を述べ よ。 ・20
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NC℃ 国 際 認 定 書

ビ ジ ネ ス 組 織

採.点 、基 準

1991年3月

"採点助手は
、 「採点基準表に記載されている多くの模範解答は、受験者が提出するするであろ

う解答のほんの一部の例にすぎない」、ということをわきまえている必要があろう。特定の形式

の解答が要求されているということが試験問題中に具体的に述べられていないかぎり、事実に即

した正しい解答あるいは計算の実際慣行に照らして正 しい解答には点数を与えなければならない。

解答の正 しさに疑問が生 じた場合は、それに関係するNCCの 教本を第一のよりどころとすべきで

ある。それでも疑問が残るときは、解答用紙を試験官に見せて(必 要なら調整者に見せて)、 採

点のやり直しの可否について判断を求めること。

rビジネス業務の組織」の採点基準表、1991年3月

問1点 数配分

a)適 切な詳細事項が記述されていること。たとえば、組織構造、各部署の所在地、中心的な業

務、苦情申し立て手続きと規律維持の手順、保健と安全、などが論理的な順序で記述されて

いること。

表現の良否

b)講 習の終了時点での反省、講習の結果を報告する担当者が講習に関して気付いた

事柄、アンケー トの結果

0
0

9
'

1

5

問2

a)ど の形式の販売促進にも広告が含まれていてもよいが、ダイレクトメール、実演、品物の無

料提供、割り引き、などが含まれていればなおよい。要するに販売促進は販売高を伸ばし、

顧客に情報を与え、顧客を説得 し、あるいは商品名を思い出させるものでなければならない。

8

b)借 金を勧めることになる、現在のライフスタイルに不満感を抱かせる、他の商品との競争を

弱める、商品価格の上昇にっながる。12

問3

「金は動機づけの1っ の要因であ る。」と述べていること。ただ し、安全性 を もた らす他の要因

と関連 させて論 じ、続いて少な くと も1人 の理論家を正確に引用 していること。最 もよ く知 られ

ているのはMaslowの 「ニーズの階層」である。15

それ以外の理論 も引用されている。ただ し、受験者の論点の補強あるいは比較 と して正確 に引用

されていなければならない。5

問4

a)販 売 目標、市場範囲の拡張、多様化、利益水準、等 々5

b)新 技術の出現、新 しい開発、傾向(ト レンド)、 政府による法規制、国家経済、労働力の供
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給 15

問5

受験者個人の性向や解釈が記述されていてもよい、部署の業務活動と意思決定を統合するための

卓上電子機器を論 じていなければならない。遠距離通信の容易化と高度化にっいて述べているこ

と。できれば・最近開発された設備やシステム、および受験生の所属する教科課程ごとのいくつ

かの応用例についても記載されていること。20

問6

雇用者に対する社員の義務:時 間厳守、出社、協力、忠誠心、努力、正直さ、直感力健康と安全

に対する意識が高いこと、時々は非常な努力を惜しまない性質

9

社員に対する雇用者の義務:健 康的で安全な労働条件の提供、時間に対する妥当な要求、時間通

りの賃金支払い、休日、訓練と昇進の機会を与える。9

'雇 用契約と暗黙の約束、および/ま たは動機づけの管理にっいて記述 していること。2

問7

C胡/CAM－ 図面、図面の変換、測定、ロボッ トの使用、材料分析、労働と機器に対する要求条件

20

問8

社員募集に注意を払うという点がまず最初に記載されていること(身 元証明書の検討、雇用契約

書中の忠誠義務条項)。

管理手続き一手作業による情報システムおよびコンピュータ化 した情報システムに関する管理手

続き:義 務の分類、情報へのアクセスなど。

組織内にとどまらせるための報酬。すなわち報奨や賃金外給付(訳 注:=無 料健康保険 ・住宅手

当て ・交通費 ・年金 ・有給休暇など正規の給与以外に被雇用者に給付されるもの)等 々。20

目標範囲

1

2

3

4

5

6

7

8

問

ABC

X

X

X

X

X

DEFG

XX

X

X

X

内訳(例) 10%30夕610%20%10%10%10%
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ン沁三
口

㊨
二

≡}

受験者は設問のうち任意の5っ だけを選んで解答せよ。

時間:3時 間

記入 した解答のうち余分な部分には明瞭に線を引いて抹消すること。

抹消の仕方が不適切であった場合は、最初の5っ の答だけが採点の対象となる。

試験場には、いかなる種類の参考資料の持ち込みも禁止する。
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5っ の問にだけ解答せよ。点数配分はどの問 も同 じである。

問1点 数配分

管理者層を構成す るメンバー(=甲)は いずれ も、効果的なコ ミュニケー ションがより良い管理

にとって不可欠であること、および甲の仕事の一部は適切な情報とニュースを(そ れが良いもの

であるか、悪 い ものであるかを問わず)甲 の部下 と補佐をす る者 に伝え、説明す ることである、

ということを理解 していな くてはな らない。従業員自身 またはその仕事に影響を及ぼす事柄に関

する情報を彼 ら従業員に知 らせることが必要であ り、関連す る問題についての管理者の立場を説

明することも必要 である ・…

リン ・タウンゼ ン ト(LynTownsend)

クライスラー ・コーポ レーシ ョンの前会頭

組織の中で上か ら下に向か って情報を伝え る4っ の方法を挙げ、それ らの長所 と短所を詳細に相

互比較せよ。20

問2

a)あ なたが働いている会社の一群のマネージャに対 して短いスピーチを行なうと想定 して、そ

のスピーチの原稿を作成せよ。スピーチの目的は、ある新 しい事務機器の購入にっいて彼 ら

マネージャの承認を得ることである。マネージャは必要な費用に関心を持っており、したが

って彼 らを納得させるに足る確実な裏付けが必要であることを念頭に置くこと。あなたの説

明を現実的なものにするために必要な背景データを適宜、創作して差 しつかえない。12

b)提 案具申をするときにそれを効果的なものとするのに、あなたならどういう要因を考慮に入

れるか?8

問3

9月12日 にあなたは ミッチェル社(MitchellCompany)に12ダ ースのデスク用のペ ンセッ トを注文

した。 これは12月20日 にあなたの会社の100周 年記念で顧客への贈 りものとして使 う予定の もの

であった。 このペ ンセ ッ トは高級 なペ ンを、白い大理石製の台に乗せた ものである。1セ ヅ トあ

たりの価格は大理 石の台に3行 のメッセー ジを彫刻 して5.7ド ルであった。全12ダ ースが12月12

日に納品された。 しか しミッチェル社が約束 していた納期 は11月20日 であった。あなたが間違い

に気付いたのは実際の納期、■2月12日 のことである。144セ ッ ト全数の彫刻文字 は 「ShealdCom

panyか ら祈 りをこめて」となるべきところ、rShieldCompanyか ら祈 りを こめて」 とな っていた

のである。

あなたの会社は ミッチ ェル社か ら1200マ イル も離れてお り、プ レゼ ン トは12月12日 に手渡さなけ

ればならなか ったか ら、あなたは ミッチェル社に連絡せずに、その品物を持 って地元の彫刻業者

に駆けつけた。エモ リ ・エ ングレーバーズ社(EmoryEngravers)はShieldと いう文字を磨いて消

し、正 しい文字を彫 り直 した。作業は24時 間で完了 したが、同社が残業 しなければならなかった

ことと超過勤務 と磨き作業がむずか しいことか ら、あなたは超過 料金 を支払わねばな らなか った

。結局、エモ リ・エ ング レーバーズ社か ら216ド ルの請求書が きた。あなたは この金は ミッチェ

ル社が支払 うべ きであると考えた。 ミッチェル社に対す る適 切な手紙を書け。20
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問4

a)規 摸の大 きな会社を経営するの に効果的な会議が非常に重要であるの は何故か?

b)次 の者(物)の 役 目を明確述べよ。

i)取 締役会長

ii)予 定議題

iii)議 事録

8

12

問5

あなたの雇用者は、スタッフの一部に電話応答のマナーの良 くない者が居 るということを気に し

ている。そのオフ ィスのマネー ジャであるあなたは、 これ は非常 に重要なことだと感 じている。

a)正 しい電話の応答の仕方を述べた、スタッフ全員向けの回覧メモを書け。正しい電話マナー

についてあなたが与えることのできる忠告をできるだけ多く書 くこと12

b)電 話メッセージを書き込む用紙を設計せよ。.電話を受けて必要事項をメモに取る人の助けと

なるように適当な見出しを入れること。8

問6

ある地方新聞に掲載された広告に応じてあなたは最近、見習いプログラマのポス トの詳細を知ら

せてくれるように広告主に依頼を出した。その会社は仕事の内容の説明書を送付してきた。そ し

て同封されていた書面で会社は、あなたに、書面で入社応募を申し込むよう要請している。

a)そ ういう仕事に応募する際の正 しい手続きを述べ、最 も適切な応募用書式またはレイアウ ト

について説明せよ。8'

b)最 も効果的な書式またはレイアウトを考えに入れなが ら、あなた自身の応募書類を書け。

12

問7

あなたはあなたの部署の部長から、あなたが精通 しているあるコンピュータ機器またはソフ トウ

ェア ・パッケージに関 してその利点と弱点を明示 した報告書を作るように要求されている。報告

書には適切な標題と小見出しを添えなければならない。報告書を書くのに必要な情報あるいは詳

細事項を適宜、創作 して差 しつかえない。20

問8

あなたの地元の高等学校の校長が、その学校の物理クラブの生徒(48人)を 連れてあなたの会社

のエレク トロニクス部品部を訪問 したい、という趣旨の要請の手紙をあなたによこした。都合の

悪いことにあなたの会社の製品の一部は国防省から"機 密"指 定されているので、国防省からの

許可がなければ生徒たちの見学は許されない。残念ながら校長の要請に応 じられないことと、そ

の理由を説明する、校長宛の手紙を書け。見学の代わりにあなたの会社の研究開発部の部長の話

を生徒たちに聞かせたい、と校長が要望する場合はその要望には応 じることが可能である、とせ

よ。20
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NCC国 際 認 定 書

ヒ ュ ー マ ン'コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

採.点 、基 準

1991年3月(1/91)

"採点助手は
、採点基準表に記載されている模範解答は受験者が出してくる実際の解答のほんの

一部の例にすぎない、ということをわきまえている必要があろう。試験問題が特定の形式の解答

が要求されているということを具体的に述べていないかぎり、事実に即した正しい解答あるいは

計算の実際慣行に照らして正 しい解答には点数を与えなければならない。解答の正しさに疑問が

生 じた場合は、それに関係するNCCの 教本を第一のよりどころとすべきである。それでも疑問が

解けないときは解答用紙を試験官に相談 して(必 要なら調整者に相談して)2回 目の採点の可否

の判断を求めること。'

問1

a)従 業員とのコミュニケーションの方法として可能なもの(各2点)

会議/面 接

電話

手紙/メ モ

社内誌/掲 示/配 付印刷物資料

通告、ポスター、会社構内拡声装置

8点

b)受 験者が解答 した方法の長所と短所それぞれに3点 を与える。

長所 と短所の記述には次のことが考慮されていなければならない:

適切さ

コミュニケーションの時機と緊急度

コミュニケーションの目的

コスト要因

その事務機器が実際に稼動 したときの影響

評価/フ ィー ドバ ックの必要性

人と人が直接に接触する必要性/機 密度

12点

問2

a)提 案の具申においては、アイデア、導入部、装置の性能の優秀さを強調 した中心部、および

まとめあるいは結論を論理的に順序よく並べなければならない。上記各部分に使う時間の長

さは妥当なものであること。主張点は単に装置の特徴ではなく、装置がもたらす利益に置か

れていなければならない。

使用する言葉が適切で、話 し方は流れがなめらかであること。12点
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b)マ ネージャたちと視線を合わせる。

大きな声で、明瞭に話す。

話すペースを適宜、変え る。 イントネーションに気を付ける。

もじもじしない。

質問を予期 し、質問が出た ら答える。

妥当と考え られ る場合は、視覚機器を活用する。 点8

問3

この手紙は レイアウ トについては会社の方針に従 うのがよいだろ う。 それゆえ全体にブロック化

された レイアウ ト、または半ばブロック化された レイアウ トを正解 とす る。手紙 には標題を使 う

のがふっ うで、その場合にはレイアウ トには会社名、所在地、電話番号などを含まなければな ら

ない。

さらに手紙には名宛て人の名前、肩書き、および所在地を表示すること。

重要な手紙には参照番号を表示するのよい。 6点

適切な慣例に したが っていること。たとえば拝啓(DearSir)の 代わ りに本人の名を使 ってあいさ

つする、それに対応 して結びの言葉 一敬具(Yourssincerely)一 を使 うことなど。4点

この手紙は丁重で、説得力があり、センスに富み、何よりもお詫びの気持ちのこもったものであ

ること。採点者は手紙の調子の適切さを評価しなければならない。手紙は今後の関係を絶つこと

を匂わせるものであってはならない。

手紙は事情を論理的に詳しく説明したものであること。10点

間4

a)効 果的な会議が重要である理由としては次のような事項がある:

チームづくり

問題解決

意思決定

下から上へ、上から下へ、および横方向への情報のやりとり

交渉の機会となる。

時間とコズ ト要因

人と人が直接面談できる。

調整

感情/不 満のはけロ

フィー ドバ ックの評価

理解度/規 則 ・指示の遵守の評価 点8
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b)そ れぞれの役割 りの解答 は各4点

取締役会長:次 の事項を挙げていること(例)。

会議を リー ドし、部下か らの貢献を求める。

すべての案件は取締役会長を通 じて議論 され る。

会議の開催を呼びかけ、組織する。

予定議題と議事録の作成を指示 ・監督する。

投票権を持つ ことがで きる

その他

予定議題:次 の事項 を挙げていること(例)。

開催 日時と場所、議論の対象に予定されてい る題 目

正規の手続 き、たとえば各意見の説明、最後(前 回)の 会議の議事録、

今回起 こって いる問題、その他の話題、その他の業務関連の話題、

次回会議の予定 日

規律正 しい討論が行なわれるように手助けする。

議事録: 次の事項を挙げていること(例)。.

決定された事項と処置にっいての正式記録

簡潔で明瞭であること。

議事録には議決の票数、および何らかの処置を提案 した人の名を記録すること。

議事録には作成の連番を振ること。.12点

問5

a)こ のメモには次の項目を含む こと:

発信人:販 売部長および/ま たは名前+肩 書 き

宛先人:す べてのスタ ッフ

日付:

テーマの見出 し

電話使用に関す るメモの内容 としては次の項 目を含むこと(例):

即座に応答する。自分の会社の名を明瞭に、丁重に述べること。

電話をかけてきた人が誰に話を したかったのか確認する。

あなたが取 ろうとして いる処置を、電話をかけて きた人に告げる。

たとえば他の人に電話をっな ぐ、など。

もし、す ぐに電話をっな ぐことがで きない場合は別の方法を相手に申 し出る。

点4

たとえばあとか ら折 り返 し電話する、その まま待 ってもらう、 メッセージを話 して もらう、別の

スタッフに電話をっな ぐ、など。

っねに丁重さが大切である。

その他の役に立つアイデア ーかか って きた電話をすべてメモ してお く、など。

こちらか ら電話をかける場合 一準備す る、相手の番号を間違えないようにす る、注意深 くダイア

ルする、な ど。

電話 は高 くっ くことを忘れてはな らない一解答が、料金の安い電話 をかけ るように、とい う会社

の方針に触れていること。6点
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b)電 話 メッセー ジ用紙には次の事項を含むこと

電話をかけてきた人のフルネーム

電話を受けるべ き人の名

日時

メッセージを記入す るスペース

相手の電話番号と内線番号

電話を取 った人の名 点6

用紙のデザインと適切さ 占4

問6

a)こ の間は受験者 に、最 も効果的な様式またはレイアウ トを決めることを要求 して いる
。現行

の慣例では履歴書、またはデータシー ト(イ ン ドではバイオ ・データと呼ばれ る)
、あ るい

は図表を配置 した様式に応募の補強資料として手紙を添えた もの、が使われている。

そういう様式を挙げた答案には4点 を与える。4点

レイアウトの選定にっいての説明とその理由を挙げた解答にはさらに4点 を与える
。

たとえば:

履歴書は詳細事項と資格を記述するのに便利である。

手紙を添えれば応募が前向きの評価を受ける機会となる。

履歴書は複製して再利用できる。

効果的なレイアウト/様 式は内容を読みやすくする。 したがってそれを受取った人を引きつ

ける可能性が大きい。

効果的なレイアウ ト/様 式は良い印象を与え、見た目にも効果が強く、表現も良好であるよ

うに見える。など。

b)適 切にレイアウ トされた手紙を同封する。また手紙の書き方に関する慣例にしたが

っていること。これには次の事項を含むこと:

発信人と受取人の宛先

日付

あいさっ

補足的な結びの言葉

署名

履歴書/そ の他のレイアウ トは次の事項を含むこと 二

年齢(名 前と住所)

学校/カ レッジの履修履歴

資格

経験

趣味

その他の参考事項

点4

点4

占
…

8
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問7

この間は簡潔な正式報告を求めている。

最初の報告書の レイアウ トはテーマの標題またはタイ トル、報告書の受取人、報告書作成者の作

成日を含むこと。4点

報告書は図表を多用 した レイアウ トとし、見出 し(複 数)は 論理的な順序に並んでいなければな

らない。見出 しには下線を引 くか、あるいは太字にする。

解答の見本を下に掲げ る。見出 しの並べ方を説明するものであ る。

a)目 的または関連語句

その報告書が何にっいて書かれ たものであるか、誰が報告書の作成を指示 したのか、そ して

内容の要約を記述す る。

b)手 順または研究方法

情報を収集 した方法、場所、時

c)明 らかにされた事柄L

セクションまたはサ ブセクションに分けてそれぞれに番号を振 る。

d)結 論

その報告書の主眼点のまとめ

e)提 案

この間7で はと くに提案を求めてはいないか ら、この場合 に限 り、提案の見出 しは解答の中

に入 っていな くて も良 い。

しかし、解答の中で上記の見本と異なる見出しで も適切で見本に代わりうるものは正解とする。

'8点

報告書の内容は正確で、包括的で、事実にもとついて読みやす く表現されていること。

表現のスタイルは正式で、用語は適切でなければならない。6点

表現の仕方は全体的に簡潔で品が良いこと。2点

問8

この手紙はレイアウ トにっいては会社の方針に従うのがよいだろう。それゆえ全体にブロック化

されたレイアウ ト、または半ばブロック化されたレイアウトを正解とする。手紙には標題を使 う

のがふつうで、その場合にはレイアウ トには会社名、所在地、電話番号などを含まなければなら

ない。8点

さらに手紙には名宛て人の名前、肩書き、および所在地を表示すること。

重要な手紙には参照番号を表示するのよい。

適切な慣例にしたが っていること。た とえば拝啓(DearSir)の 代わ りに本人の名を使 ってあいさ

っする、それに対応 して結 びの言葉 一敬具(Yourssincerely)一 を使 うことなど。4点

この手紙は丁重で、説得力が あり、センスに富み、お詫びの気持 ちの こもった ものであること。

採点者は手紙の調子の適切さを評価 しなければな らない。
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手紙は今後の関係を絶つ ことを匂わせるものであってはならない。手紙は、見学実現に向けての

これまでの努力が素晴 らしいものであったことを認め るとと もに、今後予定 され る見学に関す る

包括的な説明を記述 して いなければならない。8点
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EXIN

AMBI88

情報科学者と将来の情報処理技術者の専門家のための、高等職業訓練レベルの訓練と認定試験の

システム。

1。 始 め に

な ぜAMBI88か

2.A細188:構 造

学習分野は情報科学

経験認識的構成

学習単位の積み重ね

職務指向の単位

3.棚188対 象グループ

情報処理の専門職

4.AMBI88:内 容

事前の教育

初等情報科学(E－ セクター)

ファイル組織(B－ セクター)

プログラミングとソフ トウエア(P－ セクター)

システム設計と情報提供の組織(S－ セクター)

5.EXIN財 団による試験

標準試験:成 績の保証

パ スポー トと しての認定書

試験の方法

認定書

試験の期日

6.終 わりに

EXIN財 団

AMBI88

PDI(実 用情報科学修了証書)

CTB(コ ンピュータの応用 とオペ レーティングシステム)

TIS(技 術情報システム)

さ らにAMBI88とEXIN財 団にっいて

内部組織構造
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外部組織構造

訓練機関にっいての情報

1.始 め に

今 日、現代的な設備な しに効果的で効率的な経営をすることは、ほとん ど不可能です。そのため、

先進的な情報処理が組織内部で行われています。コンピュータシステムは、最近 までは主に経営

上の情報を処理す るために使われて きま したが、今 日では技術情報 システムの形で、また実際の

生産を制御す るために広 く使われています。

現代的なシステムは情報科学者に対 して高度 な要求を課 し、その職務の遂行に重要な影響を与え

ます。情報政策 と情報計画 も益々重要になっています。 このことは、情報の品質 ・保護 ・保安措

置などに も当てはまります。 この他、情報科学者 は、経営者やユーザーへの支援や助言に一層の

注意を払 うよ うになっています。

なぜ 棚188か

何十年 もの間、AMBI88は 非正規の情報科学教育 において独特の役割を果 して きました。1960年

には、情報部門 に固有の職業訓練をお こな う必要が生 じましたが、正規の教育はまだ これを提供

で きなかったため、刷lI88が 導入 されました。訓練の正式名称一経営上の情報の処理のシステ

ム化 と機械化一は、このr遠 い」過去を示 しています。EXIN財 団は毎年、試験計画 と認定試験 に

情報分野の変化を取 り込んでいます。1988年 には柵1の 最後の大改定が終わ り、この結果、名称

が新 しくAMBI88と な りました。

2.AMBI88:構 造

学習分野は情報科学

AMBI88は 、高等職業訓練 レベルの訓練 ・試験 ・認定の一貫システムであり、情報科学と関連技

術を扱います。数学や経済などの一般的な知識分野は、主題の適切な扱いに必要な時にのみ論じ

られます。

経験認識的構成

論 じる情報科学の主題は、次の三つの知識分野に分けることができます。

1基 本情報科学

2方 法論的情報科学

3経 営情報学

AMBI88で は、 これ らの分野の知識 を次の四つのセクターに分けています。

一初等情報科学(E －セ クター)

一ファイル組織(B －セクター)
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一 プoグ ラ ミ ン グ と ソ フ トウ エ ア(P－ セ ク タ ー)

一 シス テ ム 設 計 と情 報 提 供 の 組 織(S －セ ク タ ー)
。

E－セ ク ター は 、 他 の セ ク タ ー の 基 礎 と な る もの で す 。P－セ ク タ ー とS－セ ク タ ー は 、 そ れ ぞ れ 基 本

部 分 と上 級 部 分 に 分 か れ ま す 。

図1は 、AMBI88の 構 造 を 示 して い ま す 。

図lAMBIの 構 造

E－セ ク タ ー

▼一 ー一 十 一一 －
B－セ ク タ ー

▼

P－セ ク タ ー

基 本

▼

S－セ ク タ ー

基 本

▼

P－セクター

蛾

▼

S－セ ク タ ー

上 級

表1AMBI88試 験学習単位

コー ド 名称 ポイン ト

HE.O

HE.l

HE.・2

情報提供入門

初等情報科学

初等情報学

4

亡
O

【
O

HB、1デ ー タ ベ ー ス

HB.2デ ー タ解 析 ・モ デ リ ン グ ・制 御

4

』
讐

HP.1

HP.2

HP.3

HP.4

HP.5

HP.6

HP.7

HP.8

HP.9

ソフ トウエアデザイン入門

ソフ トウエアデザイン1

ソフ トウエアデザインII

ソフ トウエア構築;方 法 と技術

オペ レイティングシステム;原 理 と技術設計

データ通信 とネ ッ トワー ク;原 理 と技術設計

DBMSの ための ソフ トウエア;原 理 と技術設計

コンピューターアーキテ クチャ

コ ンパイラ

6

6

6

6

4

4

4

4

4
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HS.l

HS.2

HS.3

HS.4

HS.5

HS.6

HS.7

HS.8

HS.9

組織と情報政策

システム開発

情報処理技法の組織と活用

オフィスオー トメーション

情報システムの品質管理と保安措置(EDP監 査入門)

決定支援用情報 システム

システム開発の方法と手段

経営情報 システム

情報政策と情報計画

6

6

6

4

6

6

6

6

6

HA 卒業学習単位

学習単位の積み重ね

各セクターは幾つかの学習単位に分けられます。各学習単位は、それ自体で完結 し、最後に認定

試験があります。表1は 、各セクターの学習単位と、その学習単位の試験に合格 した学生が受け

取るポイントを示しています。

職務指向の単位

Al1BI88は 特定の情報処理技術職の訓練に適 しています。オランダ情報科学協会は、報告書r情

報科学の職務」(ア ムステルダム1986年)の 中で、多数の職務にっいて、その特性と必要条件

を述べています。この報告書の原則に基づき、一定の職務を果たすためには最低どんな知識を持

っていなければならないかが決められました。そして、この知識の内容を各学習単位に割り当て

ました。棚188の 学習単位は経験認識的ですが、学習単位の組み合わせば職務指向の単位を形

成 します。こうしてEXIN財 団は、細188修 了証書(理 論)と 情報科学の職務(実 践)を 結び付

けまず。表2は 、19の職務にっいて、推奨される試験単位の構成を示 しています
。

表2職 務別試験単位

学習単位

職務

(a)シ ス テ ム 開 発(SystemDevelopment)

・ プ ロ ジ ェ ク トア ドバ イ ザ

・ 情 報 ア ナ リス ト

・ シ ス テ ム デ ザ イ ナ

・ ソ フ トウ ェ ア エ ン ジニ ア

・ 技 術/科 学 ア ナ リ ス ト(Techn
./Scient.Analyst)

(b)サ ポ ー ト(Support)
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・ 情 報 提 供 ア ドバ イ ザ(AdviserInformationsupply)

・ パ ソ コ ン利 用 ア ドバ イ ザ(AdviserPersonalcomputeruse)

・ 情 報 科 学 訓 練 ア ドバ イ ザ(TrainingadviserInformationscience)

・ 監 督 と 安 全 確 保 に 関 す る ア ドバ イ ザ

(AdviserInternalsupervisionandSecurity)

・ 手 法 や 技 術 に 関 す る ア ドバ イ ザ(AdviserMethodsandTechniques)

・ ハ ー ドウ ェ ア や シ ス テ ム ソ フ トウ ェ ア に 関 す る ア ドバ イ ザ

(AdviserHardwareandSystemSoftware)

・ デ ー タ ベ ー ス マ ネ ー ジ ャ

(c)処 理(Processing)

・ シ ス テ ム プ ロ グ ラ マ

・ ネ ッ トワ ー ク マ ネ ー ジ ャ

・ プ ロ ダ ク シ ョ ン ア ナ リ ス ト

・ シ ニ ア オ ペ レ ー タ

(dlシ ス テ ム の 利 用(Systemuse)

・ デ ー タ マ ネ ー ジ ャ

・ 情 報 提 供 コ ー デ ィ ネ ー タ(CoordinatorInformationsupply)

使用記号の説明:

a=推 奨学 習単位(当 該職務 に必要)

k=選 択学 習単位(当 該職務 に望 ましい)

注意:AMBI修 了証書を得るに は、各単位に必修学習単位HE .O,HE.1,HE.2,HAを 加えなければ

な りません。

3.㎜188対 象グル ープ

情報処理専門職

対象グル「プは、管理職員や専門家、情報科学者そ して情報管理者な ど、情報処理 における高位

の幹部職員です。これ らの人々は、(情 報)シ ステムの分析 や設計を行い、複雑なプロジェク ト

を指揮 し、経営者やユーザーにア ドバイスを与え、調整や監視を行 います。㎜188は 、情報処

理専門家 になろうとす る人 々に、一定の職務を適切に果たす ための知識を提供 します。既 に高等

職業訓練 レベルで活躍 して いる専門職の人 々は、 さらに学習単位 を取 ることによって、一定の部

分セクター内での知識を深 め ることがで きます。

4.AMBI88:内 容

事前の教育

EXIN財 団は、試験に参加す るための必要条件を何 も定めていません.た だ し、ある程度の成績を
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一
収めるためには・総合中学校や成人教育大学 レベルの一般教育が不可欠です。大きな番号が付い

ているコー ド名の試験 に参加 して合格するためには、多 くの場合、それ以前の学習単位で扱われ

た主題についての知識を持 っていることが必要です。

初等情報科学(E－ セ クター)

E←セクターは他の セクターの基礎であ り、情報科学の全ての部分セ クターを概観します
。学習単

位HE.O－ 情報提供入門は、コンピュータ化された情報提供の原理 との最初の出会いです。

HE.1一 初等情報科学では、 システムーアーキテクチャ、 ファイル組織、 ソフ トウエア、プログラ

ミングなどの主題 の入門 レベルを扱います。

学習単位HE.2で は、初等情報学、組織化、情報準備、データ解析などが論 じられます。

フ ァイ ル組 織(B－ セ ク タ ー)

B－セクターでは、様 々なデータモデルやデータベースを扱 います。階層モデルやネッ トワー クモ

デルに従って実際にデータベースを操作 した後 は、関係モデルが論 じられ ます。他のデータモデ

ル も扱われ、 この分野を更に広げます。また、データモデルの概念的使用法 にも注目します
。デ

ータモデルで は
、概念を重視す る一方で同時に実際に操作 してみることが必要ですが 、これがB－

セ クターの基礎にな ります。 このセ クターは、次の学習単位から構成 されています。

冊.1一 データベ ース

HB.2一 デーータ解析 ・モデ リング ・制御

プ ロ グ ラ ミン グ と ソ フ トウ エ ア(P－ セ ク タ ー)

㎜188で は、プログラミングやソフトウエアに関する一連 の学習単位から構成される基本情報

科学が方法論的情報科学や経営情報学と並んで独自の位置を占めます。基本情報科学は、データ
の入力 ・処理 ・保存 ・転送 ・出力などのため、技術的設計(機 能構築)と 装置やソフ トウエアの

実現に携わります。

P－セクターでは、複雑なソフ トウエアの建設(構 築)に 重点が置かれます
。

次の四つの学習単位は、r構 築』の理論的基礎に関するものです。

HP.1一 ソラ トウエ アデザ イン入門

HP.2一 ソフ トウエアデザイ ンI

HP.3一 ソフ トウエ アデザインII

HP.4一 ソフ トウエア構築;方 法 と技術

さらに、次の上級学習単位では、多数の特定分野が論じられます。

HP.5'一 オ ペ レイ テ ィ ング シ ス テ ム;原 理 と技 術 設 計

HP.6一 デ ー タ 通 信 と ネ ッ トワ ー ク;原 理 と技 術 設 計

HP.7-DBMSの た め の ソ フ トウ エ ア;原 理 と技 術 設 計

〆
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HP.8一 コ ン ピ ュ ー タ ー ア ー キ テ ク チ ャ

HP.9一 コ ン パ イ ラ

システム設計 と情報供給の組織(S－ セクター)

S－セクターでは、組織内の情報 システムの開発 と利用の分野での、知識 ・理解 ・技能の獲得を目

指 します。

その構成は、最初の三つの学習単位で方法論的情報科学と経営情報学の全知識分野が概説される

よ うに選ばれています。分類は情報供給に関す る作業の流れに沿 ってなされ、分析 ・デザイン ・

利用に分け られます。これ らは、次の学 習単位で扱われます。

HS.1一 組織 と情報政策

HS.2一 システム開発

HS.3一 情報処理技法の組織 と活用

S－セ クターには、次のような上級学習単位が含まれます。

HS.4一 オフィスオー トメー ション

HS.5一 情報 システムの品質管理 と保安措置(EDP監 査入門)

HS.6一 決定支援用情報 システム

.HS .7ー システム開発の方法 と手段

HS.8一 経営情報 システム

HS.9一 情報政策と情報計画

表2に 、これ ら学習単位の間の関係を示 します。

表2学 習単位間の関係

5.EXIN財 団による試験

標準試験:成 績の保証

AMBIの全ての学習単位は、EXIN財 団(財 団法人情報工学国家試験機関)と いう独立の試験機関に'

よって作成 ・実施される全国標準試験をもって終了 します。試験は経済大臣によって監督されま

す。EXIN財団によって発行される認定書と修了証書は、成績を保証するという性格のものです。

これは、経験豊富で確固とした施設から無名の新設施設まで実に様々な研修施設で行われている

非正規教育においては、特に重要なものです。

パスポー トとしての認定書

全国標準試験の もうひとっの利点は、認定書を持 っていることが、その科 目を本当に修得 してい

ることの証明になることです。 これは雇用者に とって、募集、選別、昇進、受講料の払戻、新課
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程の受講許可などを行う際に、重要な意味を持ちます。

試験の方法

卒業学習単位(HA)を 除く全ての試験は、基本的に筆記試験です。卒業学習単位の試験では、候

補者が情報処理の専門家による口頭試問に合格するだけの専門的知識を充分持 っているかが試さ

れます。

認定書

HE－学習単位に合格 し、且つ学習単位HB.1,HB .2,HP.1,HP.6,HS.1,HS.2,HS.3,HS .4の 内

のひとっに合格 した候補者には、AMBI基 礎修了証書が与え られます。

AMBi修 了証書の授与は、ポイン ト制に基づいて行われます。試験に合格する毎 に何点かのポイン

トが与えられ ます(表1参 照)。AMBI修 了証書を得 るためには、候補者は少な くとも45ポ イン ト

取 らなければな りません。朋.0.HE.1,肌2,Mは 必修学習単位ですが、他の学習単位は自由に

選択 して受験す ることができます。

試験の期日

原則として、学習単位毎に、春と秋の年二回、試験を受ける機会があります。

6.終 わ り に

EXIN財 団

EXIN財団の目的は、オランダの情報科学教育の質を向上させることにあります
。これは、科目

(学習単位)の 解説と試験計画の作成、並びに全国標準試験や認定試験の実施によってなされま

す。

これらの試験とその修了証書は、従業員の採用と昇進の基準として
、産業界で頻繁に使用されて

います。

EXIN財団は、公正な試験を行い、毎年何万人もの候補者の採点を処理しています
。財団は約35人

の常任職員を擁する事務局を持ち、また、外部協力者として財団に参加する600人 の情報専門家

からなるネットワークを持っています。

EXIN財団は、候補者の試験準備研修には直接かかわりません。各研修機関が、それぞれの候補者

を、EXIN財団が作成 した試験明細に基づいて指導 します。

EXIN財団は、中等および高等職業訓練 レベルの試験を実施 しています。高等職業訓練レベルの試

験が棚1試 験であり、導入以来、25万人以上が受験 しています。中等融業訓練レベルの試験はP

DI試験(実 用情 報工学認定書)で す。CTB試 験(コ ンピュータの応用とオペ レーティングシステ

ム)は 、様々なパ ソコンソフ トウエア応用分野の技能に関するテス トです
。TlS(技 術情報 システ
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ム)の 試験は・現在作成中です。また、EXIN財 団は、中途退学者情報専門職受入れプロジェク ト

(1SDに 関連 した試験 も採用 しています。

紬{BI88

Alv{BI88は 、高等職業訓練 レベルの訓練 ・試験 ・修了証書か らな る一貫 システムです
。ここで論

じられる情報学の科目は、次の三つの知識分野に分けることがで きます
。

i.基 本情報科学

2.方 法論的情報科学

3.経 営情報学

PDi(実 用情報工学認定書)

PDiは 、中等職業訓練 レベルの訓練 ・試験 ・修了証書からなる一貫システムです
。PDIで は情報

科学の分野が論じられ、初等訓練と特定専門職訓練のふたっの部分か ら構成されます。専門職訓

練には五つの学習方向があり、それぞれがひとっの職能集団一すなわち仕事の分野に関して共通

点の多い職務のグループーを対象としています。専門職訓練は次のような方向から構成されます
。

一プログラミングとファイル管理

一分散型処理

一処理と管理

一オートメーションと技術

一選択方向

CTB(コ ンピュータの応用 とオペ レーティングシステム)

CTB試 験は・様 々なパ ソコンソフ トウエア応用分野 にお ける候補者の技能をテス トします
。CTB

で論 じられる応用分野 は次の ものです。

一 コンピュータの運用

一データ管理

一ワープロ

ー電算

全てのCTB試 験は、特別に開発 された試験 ソフ トに支援されたコンピュータを操作させて行いま

す。 このソフ トウエアは・候補者の行動 と共に、質問に対す る回答の最終結果 も記録 します。 こ

うしてEXIN財 団は・候補者のプ ログラムに関す る知識ばか りでな く
、その候補者の技能 も調べ る

のです。

TIS(技 術情報 システム)

TISは 現在作成中の試験範囲であり、中等あるいは高等技術教育の基礎知識を持
っている技術者

のための高等職業訓練レベルの技術訓練を対象としています
.Tlsは 次の八つの学習単位から構
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成 されます。

一技術情報 システムの応用

一技 術的環境にお けるプログラムとファイル

ーハ ー ドウエァとデータ通信

一技術応用の技術的 側面と設計の側面

一工学 と生産準備の ための技術情報システム

ー生産過程のための技術情報 システム

ー生産システムの設計

一管理と維持のための技術情報 システム

さ ら にAMBI88とEXIN財 団 に つ い て

受験資格の詳細 にっいてはrAMBI88試 験計画』に記載されてお り、Kluwer出 版社(p .《).box160

0.3600BPMaarsen)で お求め頂 けます。

棚188の 内容に関す る詳細な情報をご希望の方、EXIN財 団の事業にっ いて更に知りたい方 は、

遠慮なくご連絡下 さい。

内部組織構造

研究開発部

研究開発部の職員は、EXIN組織を対象とした市場調査や教育調査に携わります。また、各種EXI

N機 関のプロジェク トリーダーや秘書としての役割を果たし、委員会や作業部会をEXIN財団の方

針に合わせて調整 します。この他、広報活動の方針を設定 します。研究開発部は、組織の業務と

製品の保全に関する責任を負っています。そして、研究機関や訓練機関、産業界、政府、個人と

連絡をとるのも業務の一部となっています。

試験部

EXIN財団の最も重要な業務のひとっは、標準試験の作成です。これは、試験部職員グループのひ

とっである試験委員会が行います。

この他に、次のようにして試験委員会を支援します。

一運営および調整への参加

一試験の最適化に関連 して
、教育的助言および試験の技術的側面に関する助言を与える(評 価、

調整、研究)

試験部職員のもうひとっのグループである組織委員会の主な業務は以下のとおりです。
一試験

一結果を判定し
、候補者に資格を与える

一候補者を認定する
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試験部の職員は、試験の日程を計画 し、予想 候補者数分の試験 会場を予約 します。 また、各試験

毎に採点を行 う試験官が いることを確認 します。そ して、監視官や試験監督を試験 に招請 します。

この部の多数の職員が、受験申込書の事務処理を担当 します。

総 務 ・経理部門

この部門は、事務局の全ての業務の実行を支援 します。この部門の職員は、財政や給与事務、内

部国家業務、情報処理業務などを担当します。

組織図

外部組織構造

理事会

総務 ・経理部門

★EXINの活動内容や運営方式の検討

★教育機関や政府等とのコンタク ト

★委員会や作業部会の方針等の調整

★試験委員会をサポー ト

★試験の実施と結果の判定及び認定

理事会は、財団によって、あるいは、財団に代わ って行われる全ての活動に対 して最終的な責任

を負います。

控訴評議会

控訴評議会は、組織や試験内容に関する応募者からの苦情を処理 します。

諮問評議会

諮問評議会は、EXIN財 団の実務分野の内容面 に関 して、GeneralManagerに 助言を与える役割を
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果たします。

実行委員会

実行委員会は、理事会の会議の準備と、理事会が決定 した業務の執行の監督を受け持ちます。

試験委員会

各試験委員会は、試験問題の作成、解答の指示、採点、試験結果の決定、候補者への資格授与を

行います。 この他、各試験委員会の委員長は、特例的な受験の申請の判定を行います。

改訂委員会

改訂委員会 は、棚1.PDI,CTBの 試験計画に対す る年次調整の細かい改訂にっいて、助言や提案

を行います。

開発委員会

☆ コン トロール グループは、特定のプロジェク トの進行に関す る責任を負 って います。☆ プ

ロジェク トグルー プは、特定の プロジェクトの実行を担当 し、 コン トロールグループの監督下に

置かれています。

☆ 作業部会は、プロジェク トか らの下請け仕事の実行に責任を持ち、プロジ土ク トグループの

監督下に置かれています。
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外部組織の構造

BoardofAdvice

(諮 問 評 議 会)

BoardofDirectors

(理 事 会)

ExecutiveCo㎜ittee

(実 行 委 員 会)

BoardofApPea1

(控 訴 評 議 会)

MaintenanceCo㎜ittee

(改 訂 委 員 会)

GeneralManager

ExaminationCommittees

(試 験 委 員 会)

DeveloPmentComittees

(開 発 委 員 会) 事務局

訓練機関についての情報

非正規教育の分野では、多数の機関や研修者が活動 しています。 自由参加の コー スを設けている

所 も多 くあ り、r社 内」訓練を提供 している所 もあ ります。情報工学 教育機関連盟(VOI)で は、

AMBIコ ースを用意 している訓練機関にっいて皆様にお知 らせ してお ります。

.-56一



EXINPDl(実 用 情 報 工 学 認 定 書)

情報処理技術者及びユーザのためのMBOレ ベルの研修及び国家認定試験制度

一 団ヨ次 一

1.は じめに

2.PDl:構 造

研修分野としての情報工学

機能志向型の意図

モジュール構築

3.PDlの 目標グループ

ユーザ

自動化のスペシャリス ト

4.PDl:目 次

予備研修

機能クラスタに関する研修

基本研修

学習進路

5.EXlN財 団による試験

標準試験:品 質保証

パスポー トとしての証明書

試験方法

公認試験センター

PDI・1及 びPDI.2C認 定書

試験データ

定期及び臨時研修のための試験

6.結 論

EXIN財 団

PDI及 びEXIN財 団に関する情報

研修機関に関する情報
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仁 は じめ に

なぜPDlな のか

現代の社会においては、近代的な支援システム無 しに効果的かっ効率的に ビジネスを行 う事は、

殆 ど不可能である。そのため企業や組織の情報化が益々進行 している。PC及 び端末機はほぼ全

ての職場 に普及 した。以前より遥かに多 くの人 々が情報処理 システムを補助手段 と して取 り扱 う

よ うになって来ている。 しか しなが ら、多数の組織内ではMBOレ ベルの情報工学研修を受けた

従業員が不足 している。

最近までMBOレ ベルの情報処理技術者に対 しては国家認定試験による訓練が無かった。その必

要性が大いにあるため、EXIN財 団はMBOレ ベルの研修、試験及び卒業証書の総合単位であ

る実用情報工学認定書(PDI)を 開発 した。
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一2 PDI:構 造

研修分野としての情報工学

PDIは 情報工学の知識分野を取 り扱 っている。数学や経営学のようなより一般的知識分野 は、

それが教材を正 しい取 り扱いのために必要な場合のみ考察の対象 となる。

EXIN財 団 はPDI開 発の際にオランダ情報工学会社の報告書 「情報工学における諸機能」を

利用 した。

機能志向型の意図

PDIは2っ の部分から成る:即 ち基礎研修及び特別職業訓練である。職業訓練は5つ の学習進

路から成るが、これらの学習進路はそれぞれ機能クラスタ、っまり作業分野に関して多 くの共通

点を持つ一群の機能、に対して向けられている。PDIは それにより機能指向型になっている。

図1に はPDIの 構造が示されている。

図1

PDIの 構造

情報工学の基本原則

プログラム作成及びファイル管理

処理及び管理

分散型コンピュータ使用

情報処理と技術

自由な学習進路

モジュール構築

基礎研修及び学習進路は個別モジュールに分割 されている。各モ ジュールは国家認定試験 により

終了する。

基礎研修及び各学習進路の両方と も3っ のモジュールか ら成 る。表1は 全てのモジュールを示 し

てお り、各モジュール当り全平均学習負荷を時間単位(sbu)で 表示 している
。
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表iモ ジ ュー ル

コ ー ド

-

り
乙

つ
○

G

G

G

M

M

M

名称

情報工学の基本原則

技術的手段

システム及 びアプ リケー ション

PC使 用の基礎

sbu

190

180

110

プ ログラム作成及び ファイル管理

MP.1プ ログラム作成の原則

MP.2ソ フ トウェア及 びファイル管理

190

150

1

2

00

V

V

V

M

M

M

処理及び管理

計算センターの組織及び管理

計算センター及び技術

応用知識

150

190

150

分散式 コンピュータ使用

MD.1分 散型機器及び技術

MD.2応 用パ ッケー ジ及びMS-DOSの 練習
225

190

1

9
ム

つ
O

刀
怯

A

A

A

A

M

M

M

M

情報処理と技術

デジタル ・システム

生産の自動化

情報伝送

基礎ソフ トウェア

190

265

265

190

MT.1

MT.2

MT.3

プログラム作成言語

BASIC

COBOL

Pascal

150

265

150
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3.PDlの 目 標 グ ル ー プ

ユ ーザ

ユーザとは自分の日常の活動のために情報処理 システムを補助手段と して使用する者であ る
。多

くの人々が特 に情報処理部門でない専門分野においてPCの ユ ーザになって来ている。最良の機
能を確保す るにはこれ らのユーザは情報工学の最初の諸原則をマスターす る必要がある。

図2は ある ドイツの調査か ら得たデータを示 しているが、同調査は 「電子データ処理が各種の専

門分野において職務を遂行す るのに大きな役割を果た して来ている し、今後 も同様である」と述
べている。PDIの 基礎研修は多数の職業のための補足スクー リングと して適切である

。

情報処理の専門家

PDIの 第二目標グループは情報処理が第一任務である従業員か ら成る。彼らは情報処理の中間幹部
にある人達である。彼らはシステムを 味 決定の状態」に保っている:彼 らは管理を行ない

、
システムを保守 し、且つ同システムを使用する際に支援を与える。
スペシャリス トにとっては基礎研修は自分の学習の始まりにしか過ぎず、彼らは自分の仕事や重
要性に応じて学習の方法を選択する。

図2就 職の機会の推移、職場及び電子データ処理
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出典:労 働市場及び職業調査6/1987

3)コ ン ピ ュ ー タ混 合 グル ー プ

4)コ ン ピ ュ ー タ 中 心 業 務
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4 PDl:内 容

予備研修

LBO-C又 はMAVO-Cレ ベルの研修を受 けた者な ら誰で もPDI・1の 研修を開始できる。

しか しなが ら、各学 習の方向に対 して同予備研修は英語を最終試験パ ッケー ジに推薦す る必要が

ある。

r情報処理 と技術」の学習進路は例外である。例えば 「中級電子工学」又 は数年間のMTS電 子

工学の研修を通 じて得たアナログ及びデジタル電子工学の知識がかな り必要である。

機能クラスタに関する研修

PDIは 個別の機能について教育するのではなく、機能クラスタについて教育する。情報処理の

ような比較的新 しくて躍動的な専門分野においては各機能は今後も益々具体化 して来るであろう。

その上、情報処理の機能の内容は組織に応じて大いに異なる。

PDIが 予備研修するクラスタは下記の通りである:

1

2

弓
0

4

プログラム作成又はソフ トウェア及びファイル管理に関する機能

計算センターにおける機能

分散処理に関する機能

情報処理技術又は技術の自動化に関する機能。

PDIは これらの4つ のクラスタの内の一つ又は同クラスタの一つの組合せ内の練習に対する受

講者を対象とする。受講者は特定の資格の基盤を成す一般原則を学ぶ。特定内容は後で例えば提

供業者の講座を通 じて教育されなければならない。PDIは 資格取得者に対して情報処理におい

てある期間の間リー ドできる充分な技能を与える。

図3に はPDIの 構造が示されている。学習進路ばかりでな く、個別のモジュ一一ルも示 されてい

る。
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図3モ ジュール構造

基本研修

MG.1-M(}.Z-MG.3→

情

報

工

学

認

定

書

1

学習進路

プログラミング及びフ・

アイル管理(シ ステム

の構築及び保守に関係

する機能)'
『 三MP拓鴇.

十畷1

→'

L屍1:

{

ぼ1逗 、1笥
処理及び管理(計 算セ

興1.1主:{
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轍:二嚥)墾i黙}隔

離 麟 術夏 蚕雁 塁曇購
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噸 穂懸
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情

報

工

学

認

定

書

2

KM=選 択モ ジュール、MTモ ジュールを除 く学習進路中の各モジュール

KM1=選 択モ ジュール、各条件下の学 習進路中の各モ ジュール

ーMP .1と の組合せたMTモ ジュール1個 のみ

－MTモ ジュールは2個 は許 されてない。

■=選 択の時点
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基礎研修

基礎研修においては専門分野中の全ての重要 な概念が取り扱われている:

一 情報、データ及びファイル;

一 情報システム;

一 情報提供組織;

一 情報処理の結果。

多数の これ らの概念 は学習進路の継続モジュールにおいて選択 した方向に応 じて更 に深め られる
。

基礎研修中のモジュールMG.3の 受講者はPDI・1の 卒業証書を出され る前 にあるコンピュ
ータに 「触れた」ことがあることを保証 している

。試験 に際 しては受講者 は自分が制御 システム

を操作で きること、簡単なファイルを操作で きること、及びワープロ作業の基本機能を応用で き

ることをディスプレイの上に示 さなければな らない。

学習進路

プログラミング及び在庫管理

この学習進路 はシステムの構築及 び保守 に関係する機能に向け られている。

モ ジュールMP.1及 びMP .2は 技術及びこの場合に取 り扱 うべ きシステム開発及びプログラ

ム ・ライブラ リの手順 、プログラム作成言語の構造、並 びにPasca1の 応用の基礎 レベルについ

て論 じている。

この学習進路は一つのプログラム作成言語、選択による一つのMTモ ジュールで終了する。

処理及び管理

この研修で は2つ の専門を理解する。第一の専門(MV .2)は 計算セ ンターにおける内部手順

並 びに機器及びソフ トウェアの操作 に向け られて いる。

第二の専門(MV.3)は 計算セ ンターの受講者を 「顧客」支援のために準備 させ、且つユーザ

側の管理の 自動化の諸問題を取 り扱 う。

これ らの2っ の専門は選択モ ジュールにより終了する。

分散型コンピュータ使用

この学習進路においては受講者はPC又 は分散設置機器(知 能端末機を考え ること)の ユ ーザが

どのように且つ どの領域で支援を受 けなければな らないかを学ぶ。科 目はユ ーザ と情報処理スペ

シャリス トとの間の任務分割、情報セ ンターの役割及び応用パ ッケー ジの練習であ る
。最後の科

目はモ ジュールMG.3と してディスプ レイ上で試験 される別個のモ ジュール に取 り入れ られて

いる。受講者は 「分散コンピュータ使用」の学習進路を選択モ ジュールによ り終了する
。
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情報処理と技術

この学習進路は3っ の専門にっいて学ぶ:

一 生産の自動化;

この専門は自動化生産 システムの設計の際の支援、CAD/CAM設 計者の支援及び コンピュー

タ制御生産 システムの管理(例 えばCNC機 器又はフレキシブル生産セル)の 活動を行なってい

る従業員を対象と して いる。

このモジュールは測定及び制御技術・コンピュータ制御 システム、CAD/CAMの 原理及びロ

ボッ ト工学 を取 り扱 う。

一 データ通信及びネ ッ トワー ク;

この専門はネ ットワークの導入及び保守を行ない、且つネッ トワー クのユーザを支援する従業員

に極めて適 している。

取 り扱い内容は通信技術、プロ トコル及び各種ネ ットワークの作業である。
一 システム導入及び保守;

この専門はコンピュータ ・システムの設置、管理及び保守、並 びに顧客の支援のような任務を持

つ従業員を対象 として いる。Devicedriver 、制御システム、システム生成及び システム.ツ 一一

ルの作業がこのモ ジュールの科目である。

自由な学習進路

自由な学習進路は特定の作業分野や一群の機能に向けられているのではない。この学習進路は例

えば企業においては各部署で専門的な活動をしている中小企業の従業員に極めて適 している
。受

講者は特定の限界内で他の学習進路から選択すべきモジュールで自由な学習進路を自ら編成する

ことができる。

表2に は各学習進路においてどのような機能を考えることができるかが示されている
。ここで一

つ注意しておきたいことがある。練習においては各機能に対して各種の名称が取り扱われる
。特

に技術的機能の中では全国的に統一された機能説明は用意されてない
。
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表2

学習進路

プログラ ミング

及びファイル管理

処理及び管理

分散型コンピュータ使用

情報化及び技術

学習進路と機能の関係

専門

計算セ ンター

顧客

生産の自動化

データ通信及び

ネッ トワーク

システム設置及び

保守

機能

アプリケーションプログラマー

プログラム ・ライブラリ管理者

書類管理者/供 給者

容量管理者

オペレータ

生産立会人

分散型コンピュータ施設管理人

顧客立会人

応用管理人

パソコン使用立会人

コンピュータ販売店内の販売員

生産自動化技師

技術/販 売従業員

ネットワーク技師

技術/販 売従業員

現地サービス技師

技術/販 売従業員
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一5 -EXlN財 団 に よ る 試 験

標準試験:品 質保証

PDIの 全てのモジュールは独立 した試験機関であり、EXIN財 団(財 団 「情報工学国家試験

機関」)が 作成及び実施する全国的に標準化した試験である。試験は経済大臣の監視下にある。
EXIN財 団が交付した証明書は品質保証的な性格を持つ。これは各研修機関の豊富な段階が内

容となっている臨時研修において特に重要である。(多 大な経験を積んだ有名な研修機関から無

名の研修機関まである。)

パスポー トと しての証明書

全国的に標準化した試験の第二の長所は合格証明書を持っている申込者は教材を実際に習得した

という証明を手にしていることになることである。管理者にとってはこれは募集及び選択
、昇進、

受講料の払戻 し、又は次の講座の継続許可の授与の際に重要になる。

試験方法

全ての試験はMG.3及 びMD.2を 除 き筆記試験である。それぞれ基礎研修及び 「分散型コン

ピュータ使用」の学習進路の一部であるMG .2及 びMD.2の 試験 は試験用 ソフ トウェア ・プ

ログラムを用いてコンピュータによって行なわれる。

公認試験センター

EXIN財 団はコンピュータ管理された技能試験の分散試験を開始する
。多数の条件を満たす研

修機関は公認試験センター(AEC)と して登録できる。コンピュータ管理 した技能試験はこの

方法により国内の各所で行なうことができる。

PDl・1 、及 びPDl・2の 認 定 証 書

基礎研修のMG.1、MG.2及 びMG .3の 試験に合格 した受験者は情報工学認定書1(PD

I・1)を 取得する。一つの学習進路を終了 した後、又、3っ の試験 に合格 した後 は情報工学認

定書2(PDI・2)が 授与 され る。

試験データ

原則と して各モ ジュールに対 して年間2回 受験す ることがで きる:上 半期及び下半期。

MG.3及 びMD.2の 試験 は原 則として毎 日行なわれ る。 これに関す る更に詳 しい情報はEX

IN財 団の試験係で入手可能である(030-344811) 。
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定期及び臨時研修のための試験

EXIN財 団 はその設立以来、臨時研修の試験を実施 している。

一方、EXIN財 団 は定期研修の試験 も実施 している。

PDIは 臨時研修を目的と してい るが、EXIN財 団はPDI開 発 に当 って は臨時及び定期の両

方の研修を含めた。 目的は相互研修プログラムの範囲の調整であった。

研修員システムの枠内の多数のMBO学 校及び研修は現在、PDIモ ジュールを学習プログラム

に採用 し、EXIN財 団とのその生徒のEXIN財 団の試験への参加について協定を行 った。
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6一 糸吉 言命

EXlN財 団

EXIN財 団はオランダにおける情報工学の品質向上 に貢献す ることを 目的としている。EXI

N財 団はモジュール説明及び試験計画を作成す ること、及び全国的に標準化 し、国家が認めた試

験を行な うことによ りこの 目的を達成する。

企業はこれ らの試験、付属の認定書を多 くの場合、従業員の募集の際の基準 として取 り扱 ってい

る。

EXIN財 団は年間数万人の申込者が正 しい方法で試験及び評価を受けられるように配慮してい

る。このためEXIN財 団は約35名 の常勤従業員を持つ事務所並びに外部従業員としてEXI

N財 団と結び付いている600人 の専門情報関係者の広範囲なネットワークを所有 している。

EXIN財 団はMBO及 びHBOレ ベルで試験を 行 ってい る。MBOレ ベルの試験 はPDI試

験(実 用情報工学認定書)で ある。HBOレ ベルの試験は良 く知 られているAMBI試 験であり、

これには導入以来25万 人以上の受験者が受験 した。CTB試 験(コ ンピュータアプ リケーシ ョ

ン及び管理 システム)はPCソ フ トウェアの各種の応用分野における技能をテス トす る。TIS.

(技術情報 システム)の ための試験 は開発中であ る。EXIN財 団は同時に中途退学者情報専門

職受入プロジェク ト(ISI)に 関連 した試験 も採用 して いる。

PDl及 びEXlN財 団に関する情報

詳 しい試験条件はrPDI試 験計画」に取 り上げ られている。このPDI試 験計画はKluwer出 版

(私書箱1600、3600BPMaarssen)で 入手可能である。

PDIの 内容にっいてより詳 しい情報を希望する場合、あるいはEXIN財 団のサー ビスに関 し

てより詳 しく知 りたい場合、私共にご連絡下 さい。

研修機関に関する情報

臨時の分野においては多数の研究所及び研修指導員が活躍 している。多数の人々は一般公開参加

式の講座を手配 してお り、一部の人々は 「社内」教育も提供している。

情報工学教育機関連盟(VOI)はPDI講 座が提供している研修機関について情報を与えるこ

とができる。

一69一



コ0フ ォ ン

グラフィック形状設計

設定

印刷
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1≡ ×lNCTB

(コ ン ピ ュ ー タ の 応 用 と

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム)

多様型PCソ フ トウェアの為の研修制度及び国家試験

一 目 次 一

1.は じ め に

2CTB:構 造

応用分野に関する研修

手段 としての特別パ ッケージ

応用分野

二っの水準

モジュール構築

3.CTBの 目標グループ

ユ ーザ

スペ シャ リス ト

4.CTB:内 容

予備研修

コンピュータ管理

電子計算

データ管理

ワープ ロ

5.EXlN財 団による試験

品質保証標準試験

パスポー トとしての証明書

試験方法

公認試験センター

試験データ

6.結 論

EXIN財 団

AEC、CTB及 びEXIN財 団に関す る情 報

研修機関に関す る情報
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－fま じ め`こ

なぜCTBな のか

現代の社会においては、近代 的な支援システム無 しに効果的かっ効率的にビジネスを行 う事は、

殆 ど不可能である。 そのため企業や組織の情報化が益 々進行 している。 この間PCは 多数の職場

に普及 し、あ らゆる業務 に適応す るソフ トウェアの入手が可能 となっている。

機器やソフ トウェアを有効的 に使用するには、講座への参加が必要である。管理者は、講座がど

れほどの効果を もたらすか確認できることが重要だと感 じている。従業員が どの程度機器や、 ソ

フ トウェアを習得 してい るかを知 りたが って いる。

職場や当局 においては、研修効果の必要性が益々高 まっているように思える。 この ような状況の

中でこの基準設定、品質管理に関するものは全国的に標準化 した試験制度を作成することができ

る。 しか し、国家公認のPCソ フ トウェア講座は存在 していなか った。そのためEXIN財 団は

コンピュータアプ リケ ーション及 び管理システム(CTB)の ための技能試験をAshton-Tate 、

LeidseOnderwijsinstellingen、Lotlls、Microsoft及 びWordPerfectと の協力で開発 した。

2CTB:構 造

応用分野に関する研修

CTBは 研修、試験及び証明書と全般的に関係 している。試験 はPCソ フ トウェアの各種の応用

分野における技能 をテス トす る。PCの ためのソフ トウェアの量 は膨大である。新 しいパ ッケー

ジ及び/又 はバージ ョンが現れるペースは早 く、その流れに着 いてい くのはひ じょうに困難であ

る。そのためCTBの 試験方針は先ず特定の応用分野内の技能に基づ いている。受講者 は特別な

ソフ トウェアを用いて これ らの技能を学ぶ。

手段 としての特別パ ッケー ジ

PCソ フ トウェアの応用分野は例えば ワープロ作業である。 この応用分野に対 してEXIN財 団

は試験条件を作成 している。技能試験を可能にす るためにワープロ作業パ ッケージを使用 してい

る。パ ッケージは要求 されている技能をテス トで きるものを提供 しなければな らない。

従って、研修及び試験 は特定の技能の習得に向け られている。 この場合、特別パ ッケージの使用

は補助手段 であり、それ 自体が目的ではない。

応用範囲

CTBで 議論 されている応用分野 は下記の通 りで ある:コ ンピュータ管理、 ワープ ロ作業、デー

タ管理及 び電子計算。特 にCAD及 びdesktoppublishingの 普 及 は明 らかで あ る。
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一
二 つの レベル

各応用分野当 り2っ の レベルが区別されている ・

図1に はCTB構 造が表示されている。

コ ン ピ ュ ー タ 管 理

電子計算

データ管理

ワ ー プ ロ

「ユ ー ザ ー 」 及 び 「ス ペ シ ャ リス ト」 で あ る
。

モ ジ ュ ー ル

1
1

1
ユ ー ザ ー ス ペ シ ャ リス ト

1 1

MS-DOS

1 1

Lotus1-2-3 Lotus1-2-3

1 1

dBase dBase

↓ ↓

WordPerfect WordPerfect

モ ジュール構築

CTBは 設計段階か らモ ジュール型である。 これはモ ジュールが互いに重なることがないこと
、

又、範囲として制限されそいることを意味している。各モジュール当り研修合計時間が時間単位

(sbu)で 表 ユに示 されている。

表1モ ジ ュ ー ル

モ ジュールの名称

コン ピュータ管理

MS-DOSス ペ シャ リス ト

電 子 計 算

Lotus1-2-3

Lotus1-2-3

ユ ー ザ

100

ス ペ シ ャ リ ス ト

sbu

100

100

デ ー タ 管 理

dBase

dBase

ユ ー ザ

ス ペ シ ャ リ ス ト

ワ ー プ ロ

WordPerfect

WbrdPerfect
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3 目 的 グ'ノ レ ー フ 。CTB

ユ ー ザ

ユーザとは自らの 日常の活動のためにPCソ フ トウェアを補助手段と して使用する者である。 し

か しなが ら、最 も旨 く機能す るようにするにはユーザはソフ トウェアを徹底的に習得す る必要が

ある。ワープロ作業の大部分を応用できるタイピス トは表面的に しか知 らない人 より効率良 く作

業できる。

スペ シャリス ト

CTBの 第二目標グループはスペ シャ リス トか ら成 る。スペ シャリス トはユーザの立合 い及び支

援を行 う。又、スペ シャ リス トは第三者のためにアプ リケーションを開発する。スペ シャリス ト

はf情 報工学」という専門分野出身であり得 るが、これは必ず しも必要で はない。従業員は実際

の任務に加えて他 のユーザの立合いを行い、補助的な事務機能を果たす ことが規則的 に発生する。

これが企業におけるスペ シャ リス トであ る。

一4 CTB:内 容

予備研修

MAVO-C又 はLBO-Cレ ベルの研修を積んだ人な ら誰で もCTB研 修 「ユーザ」を始める

ことがで きる。 「スペ シャ リス ト」に至 るまでの研修としてはHAVO-/MBOレ ベルの予備研

修が望ま しい。試験 の中の数学及び英語 は適 した科目と言 える。

より良 く理解す るためにはEXIN財 団 はPDI-1レ ベル(情 報工学認定書)の 自動化の基礎

知識を推薦す る。

コ ンピュータ管理

MS-DOSス ペ シャ リス ト

このモ ジュールにお いて は候補者 は特にDOSの 下でのフ ァイル管理資格(名 称、種別及び選

択)、 周辺機器の接続及 び制御、ディレク トリ構造の樹立、調整、及びエラー ・メ ッセージの除

去を習得す る。更 に、DOSコ マ ン ドが取 り扱われ、候補者はEDLIN、SHELL及 びDE

BUGの よ5 .な補助プ ログラムをどのよ うに使用 すべ きかを学ぶ。

電子計算

Lotus1-2-3ユ ー ザ

こ の モ ジ ュ ー ル の 主 要 構 成 要 素 はspreadsheetmodelの 作 成 の 習 得 で あ る。 この ほ か 、 候 補 者 は

内 蔵 機 能 の ア プ リケ ー シ ョ ン及 び グ ラ フ ィ ッ クに よ る デ ー タ 再 生 も学 習 す る。 注 目 さ れ て い る も

う一 つ の 部 分 はLotus1-2-3の 補 助 プ ロ グ ラ ム で あ る 。
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Lotus1-2-3ス ペ シ ャ リ ス ト

この モ ジ ュー ル は 第 三 者 の た め のspreadsheetmodelの 設 計 を 取 り扱 って い る
。 特 に モ デ ル 、 構

造 及 び 構 築 、 使 い や す さ 、 エ ラ ー 入 力 の 場 合 の 対 処 に っ い て の 話 が 取 り上 げ られ る
。 マ ク ロ の 設

計 、 エ ラ ー の 発 見 及 び 修 正 もや は り この モ ジ ュ ー ル の 一 部 を 成 す
。

データ管理

dBaseユ ーザ

パ ッケージの導入を学んだ後はデータ ・モデルの作成及びdBase在 庫の操作にっいて詳 しく

論 じる。更に、入力保護の設計を学ぶ。各種の周辺機器に応 じたデータ出力について も注意が向

.け られる。

dBaseス ペ シャ リス ト

アプ リケー ショ)《の開発、編集及び試験がこのモ ジュールで は詳 しく取 り上げられる
。その他の

課題 は下記の通 りであ る:デ ータの先取り操作(存 在報告、QUERIES、 フィルター)、 エラー
・メッセージの安全確保

、確認及び解除。

ワ ー プ ロ

WordPerfectゴ ーザ

このモジュールにおいては候補者 はパ ッケージの導入並びに書類の作成
、変更、仕上げ、保管及

び印刷を学ぶ。又、候補者はスペ リング ・チェック等の簡単な機能を使用 しごかっ書類及び在庫

をまとめる。

WordPerfectス ペ シャ リス ト

このモジュールはワー ド・パーフェク トのユーザの試験内容に一層深 く入る
。そのほか、グラフ

ィックの可能性、構成部品の対応のためのエ レメン ト、単語表、同義語表の作成、同義語の使用、

及びエラー状況の解 決に注意が向けられ る。 更

新

各モ ジュールは一般的試験内容に書換え られている技能に基づ いている。 このため新 しいパ ッケ
ージ及び/又 は新 しいバー ジョンを講座や試験 において実施す ることはかなり簡単である

。CT

Bは これにより常に更 新された状態 とな る。
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E×IN財 団 に よ る 試 験

品質保証標準試験

全てのモ ジュールは独立 した試験機関である、EXIN財 団(財 団法人 「情報工学 国家試験機

関」)が 作成及び実施す る全国的に標準化 した試験である。試験 は経済大 臣の監視 下にある。

試験に合格 した申込者 は国家試験合格証明書を受 け取 る。 例えばrWordPerfectス ペシャリス

ト」又は 「dBaseユ ーザー」といった具合である。

EXIN財 団が交付する試験合格証書は品質保証的性格を持つ。 これは各研修機関の臨時研修に

おいて特 に重要である。(多 大な経験を積んだ有名な研修機関か ら無名の研修機関まである。)

パ スポー トと しての証明書

この試験の第二の長所は、合格証明書を持っている者は教材を実際に習得したいという証明を手

にしていることになることである。管理者にとっては、これは昇進認定、次の受講料の払戻し、

次の講座の継続許可の授与の際に重要になる。

試験法

しか しなが ら、全ての試験 はソフ トウェア ・プログラムを用いた コンピュータの後で行なわれ る
。

EXIN財 団 はこのため に特別のソフ トウェアを開発させて いる。受験者は試験対象のソフ トウ

ェアの機能や便利さを利用 しなければな らない問題を与え られ る。試験官が作成 された試験をモ

ニター上に呼び出 した時に、試験 ソフ トウェアは受験者が試験中に実行 した処理を表示す る
。 こ

の方法によれば受験者がパ ッケー ジを実 際に処理できるかどうか直 ぐに明白となる
。試験結果は

数週間で知 らされる。

公認試験 センター

近い将来、、EXIN財 団はコンピュータ管理された資格試験の分散試験を開始する。多数の条件

?満 たす研修機関は公認試験センター(AEC)と して登録できる。受験者はAECで 試験を受
{オることがで き、受験のためにE】(IN財 団法人の受験場に行 くためにユ トレヒ トまで行 く必要

中 い・

ノ
＼ノ試験デ ータ

原則として・各モジュールに対 して毎 日受験する事が可能で ある。(毎 日=労 働 日)。 これに関

す る更 に詳 しい情報 はEXIN団 体で入手可能である(030-344811) 。
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6 糸吉 言命

EXlN財 団法人

EXIN財 団 はオランダにおける情報工学の品質向上に貢献することを目標 としている。EXI

N財 団は教育及び試験計画を作成すること、及び全国的に標準化 し、国家が認めた試験 を行 うこ

とによ りこの 目的を達成 して いる。

企業はこれ らの試験、付属の試験台格証明書、及び卒業証書を多 くの場合、従業員の募集や昇進

の際の基準と して取扱 って いる。

EXIN財 団 は年間数万人の 申し込み者が正 しい方法で試験及び評価 をうけ られるよ うに配慮 し

ている。 これ は外部従業員と してEXIN財 団と結び付 いている600人 の専門情報筋のネ ッ ト

ワークとの協力で行われて いる。

EXIN財 団はMBO及 びHBOレ ベルで試験を行っている。MBOレ ベルの試験はPDI試 験

(実用情報工学認定書)で あ る。HBOレ ベルの試験は良 く知 られて いるAMBI試 験であ り、

これには導入以来25万 人以上の受験者が受験 した。CTB試 験(コ ンピュータアプ リケーシ ョ

ン及び管理 システム)はPCソ フ トウェアの各種の応用分野における技能をテス トす る。TIS

(技術情報 システム)の ための試験 は開発中である。

AEC、CTB及 びEXlN財 団に関する情報

公認試験セ ンター及びCTB試 験要綱の内容に関 してより詳 しい情報を希望す る場合、あるいは

EXIN財 団 サービスに関 して より詳 しく知 りたい場合、私共 にご連絡下さい。

CTBの 試験計画はKluwer出 版(私 書箱1600、3600BPMaarssen)で 入手可能であ る。

研修機関に関する情報

臨時の分野 においては多数の研究所及び研修指導員が活躍 している。多数の人々は一般公開参加

式の講座を手配 して おり、一部の人々はr社 内」教育 も提供 して いる。

情報工学教育機関連盟(VOI)はCTB講 座が提供 している機関 にっいて情報を与えることが

できる。更 に詳 しい情報はCTBで 使用されているソフ トウェア ・パ ッケージの メーカーか ら入

手す ることが可能 であ る。

コ ロ フ ォ ン

グラフィック形状設計

設 定

印 刷

CasparieProjektbv

CasparieHeerhugowaardbv

CasparieAlmerebv
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資料(ヒ ア リング調査)

さる1992年7月6日(月)10:30か ら16:00に わ た って 、 オ ラ ンダの エ ンス

ヘ デ にあ る トウ ェ ンテ 大学 の 応 用教 育 科 学部 を 見 学 、 同時 に ス タ ッフ と情 報 交

換 を行 った。 以 下 はそ の 報 告 の要 旨で あ る。

1.聞 き取 り調 査

フ ァ ン ・デ ・ リンデ ン教 授

Prof.Dr.W.J.vandeLinden,DivisionofMeasurementandDataAnalysis

まず 、 学 部長 で 測 定 ・デ ー タ分 析 講座 主 任 の フ ァ ン ・デ ・リンデ ン教授 を訪

問 、学 部 の 構 成 や専 攻 分 け な ど にっ いて 聞 いた あ と、 実験 、 メデ ィア製作 、 文

書 処理 、 画 像処 理 な どの 設 備 を見 学 した。 教育 工 学(ToegepasteOnderwijsk-

unde(D)応 用 教育 科 学)専 攻 の学 生 は理 論の 勉 強 の ほか 、 写 真 の 現像 法 、編 集

印刷 、 ビデ オ な どの メ デ ィア製 作 な どの 実習 も行 う。 聴 衆40～50人 の コ ンサ ー

トも開 け る大 き さの あ る(テ レ ビ)ス タ ジオ の 設 備 が あ り、 こ こで は教 室 を シ

ミュ レー トす る こ と もで き る。 国 際的 に も知 られ た 設備 で あ る とい う。

フ ァ ン ・メ リエ ンブー ル 博 士(教 授 技 術論)

Dr.J.J.G.vanMerrienboer,DivisionofInstructionalTechnology

中等 教育 の レベ ル で の コ ン ピュ ー タ ・プ ログ ラ ミングの コー ス で、 既 に存 在

す るプ ロ グラ ム と修 正 と拡 張 に重 点 を 置 いた授 業 ス トラテ ジ と、全 くプ ログ ラ

ミングの デザ イ ンと コ ーデ ィ ングを 強 調 した ス トラ テ ジの 比 較 や 、 これ らの ス

トラ テ ジ と学 習者 の 認 知 ス タ イ ルの 関 連 を調 べ る研 究 な ど、 一 連 の注 目すべ き

研 究を 行 って い る。 以 下 の 研 究 プ ロジ ェ ク トにっ い て聴 取 した 。

＼プ。グラ ミングの教示方略についての研究

・きラ ン ト制御 シ ミュ レー タ

・ズログラ ミング分野 での課題生成 プログラム

|

コリス已士(教 育用装置論)

Dr・B・A・Co1}1is・DivisionofEducationalInstrumentation
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マ ル チ メデ ィア研 究 な どにっ いて聴 取 した。 東京 工 業大 学 の坂 元 昂 教 授 と コ

ンタ ク トを と って い る とい う ことで あ った。 この 講 座 の 主 任 は モ ー ネ ン教 授

(Prof.Dr.J.C.M.M.Moonen)で あ り、 コ リス博士 はモ ーネ ン教授 と と もに教 育

科 学 省 発 行 の 調査 研 究 報 告 書 「教育 に お け るマ ル チ メデ ィア」 の著 者 の 一 人 で

もあ る。

2.教 育

トウ ェ ンテ大 学 は もと も と工学 系 の 単 科 大学 で あ ったが 、 はや くか ら社 会科

学(行 動 科 学)系 の 専攻 科 を擁 して い た。経 営(工)学(Bedrijfskunde(D))や

応 用 教育 科 学 が その 例で あ る。応 用 教 育 科学 部 の 職 員 は約140名 で そ の 半 数が

教 授 な ど教 育 研 究 ス タ ッフ であ る。 学 生 は1学 年75名 、全 体 で350名 ほ どで あ

る。現 在 、教 授 技 術 論(lnstructionalTechnology,お そ ら くイ ンス トラ ク シ ョ

ナ ル ・デ ザ イ ンに近 く、 教 示方 略 な どお もに ソ フ トウ ェア面 を扱 う)、 教 育 用

装 置論(lnstrumentationTechnology,CAIや マ ル チ メデ ィア な どの ハ ー ドウ

ェ ア面 を扱 う)、 カ リキ ュ ラム 工 学(CurriculumTechnology),教 育 経 営 論

(EducationalAdministration),教 育 測定 ・デ ー タ分 析(EducationalMea-

surement&DataAnalysis,通 常 、方 法論 と呼 ば れ る研 究 法 の研 究 開発 お よ び

教 育 を 専 門 とす る)の5っ の講 座(vakgroep(D)・division)に 分 か れ て い る。

この ほか 教 育 養成 課 程 もあ る。

3.研 究

同学部では情報処理教育 の分野での研究 も行 って いる。 ファン ・メ リエ ンブ

ール博士 らの授業 ス トラ ジと学習者の認知 スタイルの関連を調べ る研究 や
、 プ

ログラ ミング分野での課題生成プ ログラムの開発の ほか、若年失業者 などを対

象 に した情 報処理技術研修 コースの評価研究など も行 っている(す べ ての応募

者 に受講 させ るのでな く選抜すべ きで あること、学習教材をコースの 目的 に合

わせて作 ること、受講者がつ く可能性 のある職場 にっ いてのより正確 なイメー

ジを コースの中で提供す るべ く注意 をは らうことなどを教育省に提言 した)。

企業内教育 に関す る研究 も行われている。
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第2編 情 報 処 理 教 育 を と り ま く 新 し い 動 向 に つ い て

海外 におけ る情報処理教育を とりま く環境的 な要因 を、産業界や技術の動向、

求め られ る人材像 、新 しい教育方法 、評価法などの観点 か ら検討 してみた い。

DIALOG情 報サー ビスを介 して検索で きるERIC教 育関連 文献 データベース、およ

びINSPEC科 学 技術文献 データベ ースやその ほか参考文 献欄 に掲げた資料 を利用

した。

情報処理教育はい うまで もな くたいへん広い概念 であ って、大学 レベルの計

算機科学(ComputerScience)教 育か ら、 さまざまな情報処理 システムやその

他の コンピュータを主要 な要素とす るシステムの設 計や高度な利用に関す る教

育、中等教育 におけ る情報処理の基礎概念の学習、 さ らに コンピュータ ・リテ

ラシ教育 の レベルまで を含んでいる。 これ らを体系的 に扱 うことはここで はで

きないので、必要に応 じて 「動向」の それぞれの話題 にっ いて、それ らが どの

レベルの情報処理教育 を対象 にす るものかを明示す るに とどめ る。

2.1産 業 ・技術の動 向

コ ンピュータを は じめ とす る情報処理機器の社会生 活への浸透は加速 されつ

っ あ り、 こう した機器 やそれ らを主要 な要素 とす るシステ ムの質が、われわれ

の生活や安全に直接 ・間接の影響を拡大 させてい く傾 向 は今後 もますます強ま

るで あろ う。

これ までのよ うな金融や流通、運輸、 また企業管 理の分野での情報処理 は蓄

積 され たソフ トウェア資産の維持 と改善のために、引 き続 き質の高いサー ビス

を必要 とす るであろ う し、ネ ッ トワーク化、オ ープ ンシステム化、 ダウンサイ

ジングなどの新 しい動 きにと もな って、情報処理 システムの開発者、保守管理

者、 さらには一部の利用者が より高度 な知識 を獲得す ることを要求 し続け るで

あろ う。

一方
、 これ らの動 きは コンピュータを直接 ・間接 に操 作 し、またその影響を

受け る人口が これ まで とは比較で きないほど増加す ることを も示 している。特

にパ ーソナル ・コ ンピューティ ングの分野の進展 はめ ざま しく、IBMのPC

(パ ーソナル ・コン ピュー タ)が10年 前に登場 して以 来、PC業 界 は一挙 に巨
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大産業 に成長 した。 さらにマルチメデ ィアの 発達 に象徴 されるよ うに、コ ミュ

ニケー ションの メデ ィアと しての コンピュー タの利用がます ます拡大 して い く

であろ う。 こうした用法のひ とっが、知識 の伝達装置 としてのマルチメデ ィア

の利用で ある。 また21世 紀 に向けて、われわ れが今 日知っている形態での コ ン

ピュータを超えて、文房具のよ うなみかけを もっ大量のコンピュータが ネ ッ ト

ワー クによ って相互に連絡を保 ちっっ、生活 に とけ込んだ道具の ひとつ になる

可能性 もある。ゼ ロ ックスPARCの コ ンピュー タ ・サイエ ンス研究所のM.ワ イ

ザー博士が 「21世紀の コンピュータ」 とい う論 文(「 日経サイエ ンス」1991年

11月 号)で 説 く、 コンピュータ としての存在 を誇示 しないコンピュータ、ネ ッ

トワー ク化 された文房具がそれである。 ここでは コンピュータは家電 なみ、場

合 によ って はまさに家庭電化製 品その もの として開発、生産 され販売 されて い

くことになる。

PC業 界の大手50社 は、1990年 に世界各国 で450億USド ル以上に相 当す るP

Cを 販売 した ことが報告 されているが、さ らに これ らの うちの上位4社 だけ で

市場の ほぼ半分(45.8%)を 構成 していた ことが知 られている。そのほかの比

較的小 さな企業の多 くは、長期 の技術開発で はな くセールスやマ ーケティ ング

に重点をお いて いる。 この ことは、製品のア フターサー ビス もこれ らの企業 に

とって重要 な業務になることを示 している。

これ に対 して、 ソフ トウェア業界 はマイ クロソフ ト社のWindowsに 代表 され

る一般利用者 にも扱いが容易なユーザ ・イ ンタ フェース、 またさまざまなハ ー

ドウ ェアを利用 している組織に受 け入れ られやす い互換性の高 い製品(こ れ も

一種の イ ンタフェース
、組織 とのイ ンタ フェース と呼べるであろう)の 開発 と

販売 に努力を傾注 している。 ここで明 らか なのは、情報処理の改善をメモ リの

容量や演算速度で とらえ るの とは全 く別 の、人 間にとってわか りやす く使 いや

す い システ ムを開発 し、利用す る技術の重要性 である。

この ことは、過去 にメインフレーム用 に開発 され たシステムが直 ちに無用 化

す ることを意味 しない。む しろ、 ここで もうひ とっのイ ンタフェース、す なわ

ち過去の ソフ トウェア資産 と新 しい世代のユーザを結びつ けるイ ンタフェース

の技術が重要 にな ってい くとい うことであろ う。
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2.2求 め られる人材

前節でみた ように、情報処理がメイ ンフレーム ・コンピュータのイメー ジか

ら遠ざか るにつれて、情報処理産業 やユ ーザ産業、 また教育機関で求め られる

人材の姿 も変わ って くるであ ろう。

これ も前節で述べ たが、新 しい技 術や製品 に情報処理 システムの主流が動 い

てい って も、過去何十年かの プログラムやデータの資産が捨て去 られ るわけで

はないか ら、COBOLそ の他の伝統的な言語で開発 されたハ ー ドウェアを維持補

修す る人材 は当分の間は必要であろ う。 だが、パ ンチカー ドのパ ンチャーや和

文 タイプの技能者が仕事 を失 ってい ったように、 こう した言語を駆使す る技能

が陳腐化 して い く可能性 は否定で きない。 しか し、 より抽象的な レベ ルで デー

タの表現や構造を理解 し、古 いソフ トウェア資産を新 しい システムのなか に生

か してい く技術を持 った人材 は、今後 ます ます必要 にな るであろう。

2.2.1イ ンタフェース ・デザイナ

コ ンピュータが ち ょうど電話機 と同 じよ うなネ ッ トワー ク ・サ ー ビスの端末

や一種の文房 具 として一般 家庭 に入 り込んでい くとす ると、 こうした道具 と人

間 のイ ンタフェースの質が これまで とは比較 にな らないほど重要 になる。そ こ

で、人間に とって使 いやす い道具をデザイ ンす る技術が不可欠になる。 こうし

た技術の基礎 をなす ものは、人間の認知機能 に関す る科学的な知識 と認知機能

を拡張 してよ りよ く利用す るためのノウハ ウであろ う。

認知的イ ンタ フェース(海 保他著 「認知的イ ンタフェース」新曜社、1991年)

ユーザ ・イ ンタ フェース、HCI(ヒ ューマ ン ・コ ンピュータ ・イ ンタラクシ

ョン)な どと呼ばれ る学際的 な研究教育分野が こう した問題を扱 っている。米

国における認 知心理学/認 知科学の第一人者のひとりであるD.A.ノ ー マ ンの

「誰 のためのデザイ ン?:認 知科学者のデザイ ン原論」(原題:Thepsychology

ofeverydaythings.1988年 発行)は 「行為遂行の7段 階理論」 により、情報

処理 システ ムのデザイ ンに関 して、利用する人 間の立場か ら設定 され るべ きさ

まざまな原理 について論 じている。
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7段 階とは、

ゴールの形成

意図の形成

行為の詳細化

行為の実行

外界の状況の知覚

外界の状況の解釈

結果の評価

(実行)

(評価)

で、実行 と評価のそれぞれの面でユーザの意 図とシステムの振舞 いとの間 に大

きなギ ャップが生 じうる。 こうしたへだた りを埋め るためのデザイ ンの原則に

は、

可視性

よい概念 モデルの導入

よい対応づ け

フィー ドバ ック

などがあ る。

また、スウ ェーデ ンのY.ヴ ァー ンも 「人 とコ ンピュータのサ イコロジ」(原

題 は、Cognitiveaspectsofcomputersupportedtasks.1989年 発行)で 入

間 とコ ンピュータの相 互作用 に関 して認知心理学的 な立場 か らまとめている。

この分野 では米国 と英国を中心 に西欧各国で活発 に教育研究が行なわれてい

る。 英国では、科学研究教育の方 向づけをお こな う国家機 関である各種 リサー

チ ・カ ウンシルの うち、医学、経済社会、科 学技 術 の3カ ウ ンシルが共 同 で

1989年 に ジョイ ン ト・カ ウンシル ・イニ シアテ ィブを設 置 し、5年 計画で認知

科学 と ヒューマ ン ・コンピュータ ・イ ンタラクシ ョンの研 究 と教育の補助を重

点的 に行 な って いる。 この機関の目的 は、

(a)3っ の カウ ンシルの境界領域 にあたる認知的調査研 究の質 と量の両面 で

推進す ること;

(b)情 報処理 システムの使いやす さを改善す ること;

(c)複 領域的(Multi-disciplinary)に 教育訓練を受 けた研究者の供給を改

善す ること。
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で ある。

こう した研二究教育の領域の成立 自体が これか らの情報処理教育 に求 め られ る

方 向を物語 って いるといえ る。

我国で も近年や っと中京大学情報科学部 に国内初の認知科学科が誕生 し、千

葉大学文学部 に も認知情報学講座が設置の予定であ る。

2.2.2真 の技術者

情 報処理技術 を真の技術者(エ ンジニ ア)の レベ ル で と らえ るの か技 能 者

(テ クニ シャン)の レベルで と らえるのかによ って、求め られ る人材像 は変わ

って くる。欧米 では この2っ の職種の区別がは っき りしてお り、 それ ぞれの社

会的な役割が定義 されている といわれ る。技術者 は大学の専 門学科 で、基本概

念、原理、倫理な どの教育 を通 じて育 成され、技能者 は実務 や専門学校 で特定

技能の訓練を受け る。

情報処理技術者 もまた 「技術者(エ ンジニ ア)」 であるとい う観点か ら、大

学教育を通 じて技術者と しての一定の理論的知識 と倫理感を植え付 けることが

重要であ ると、 カナ ダの クイー ンズ大 学のパ ーナス教授 は主張 して いる。彼 は、

世界的な傾向と して、大学での計算機科学の教育において理論教育 と実践的技

術教育 との分離がみ られることに警鐘を鳴 らしてお り、理論計算機科学 にお い

ては過度 に複雑 なモデルを開発す ることに急で数学モデルの簡潔性 を評価 しな

い、実践的分野 においては工学の基礎 たるシステマティックな分析 がないが し

ろにされてい る、 などの問題点を指摘 して いる。パ ーナス教授 の提唱す る新 し

い教育 プログラムは基礎数学、基礎科学、電気工学 を含む工学 的課 目、そ して

体系的 プログラ ミング手法や ドキュメ ンテーシ ョンなどを含む計算科学か らな

る。

こうしたプログラムが示 唆す る技術者像(1)で述べたイ ンタフェース ・デザイ

ナ とは一見かけはなれてい るが、科学 と工学の基礎を教育す る ことを強調す る

背景には、技術者は優れた技能によって 目先 の問題を解決で きるだけでは十分

で な く、例えば情 報処理 システムの安全性を理論的に保証す る能 力が要求 され

るとす る考え方があ り、ユ ーザに関す る理論的知識を拡充す るアプ ローチと補

完的で はあれ矛盾す るもので はない。
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2.3新 しい教育方法

情報処理教育の分野での新 しい教育方法を考え る場合、 目標 と手段 の2つ の

側面 に分けて考え るのが順当であ ろう。教示(イ ンス トラクシ ョン)の 方法の

如何 に先立 って、何を 目標に何を教え るのかが重要で ある。 これについては既

に前節で述べ たとお りであ り、技術者教育か技能者訓練か によ って もその答 は

異 なって くるであろ う。 しか し教育機関にお ける技術 スタ ッフのよ うな、どち

らか といえば技能者に相 当する レベルにおいて も、 これ までの教育訓練 はハ ー

ドウ ェアの操作やプログラムの利用の技能面 に偏 っていた とい う反省があ り、

たとえば ミネ ソタ州立大学教育学部の ヴァルデス博士の論文で は、単 に事実的

知識や技能の修得に重点をお くのでな く、情報処理 システムが支援 しようとし .

ている活動 のあ りうべ き姿にっ いての ヴィジョンを教育 し、 それを実現す るた

めの方略を教えることが重要であると している。技術者 は経験 によって学ん だ

技能を発揮で きるだけで はな く理論的知識に基づいて問題 も分析 し、 さ らには

技術 その ものの主効果、副次効果 をあ らか じめ予測 して、社会的 に有用な人工

物 を作 り出 し、同時にそれ らの人工物の副次効果か ら社会 を保護す る義務を負

っている。

一方
、教示ない し教授の技法論 ではイ ンス トラクシ ョナル ・デザ イ ンの考え

方 やマル チメディア ・ハ イパーメデ ィアの利用が浸透 しっっある。 マルチメデ

ィア とはこれ まで は別 々に存在 していたテキス ト、グラフィ ック、 コ ンピュー

タ動画、 ビデオ、音声などを コンピュータ制御の もとに統 合 し、情報 を直観的、

複感覚的 に伝える ことをさ してい る。2っ 以上の メディア、 コ ンピュータ制御、

ユーザ との双方 向的なアプローチの3っ がその要件であ るとされ る。 ハイパ ー

メデ ィアはハイパ ーテキス トの概念をマルチメディア的 に一般化 した ものであ

る。ハ ーバーテキス トは通常の書籍のよ うに文章をただ ひとつの流 れ、あ るい

は並べ方で提示す るの と対照的 に、 コンピュータ制御 によ ってテキス トをよ り

自由な順序で提示で きる仕掛を さ してい る。ハイパーメデ ィアはマルチ メデ ィ

アの特殊 な使 い方 とも言え るであ ろう。
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2.3.1イ ンス トラク ショナル ・デザイン課程の実例

インス トラ クシ ョナル ・デザイ ンは米国 において は大学院の専攻課程 に もな

ってお り、例えばマサチューセ ッツ大学 ボス トン校 における修士課程 のコース

・プログラムは次 のよ うである。

目 的:履 修者が教師、訓練員などと して ビジネスや教育機関、行政機関、

社会福 祉機関な どのさまざまな環境 において活躍で きることを

めざす。

修了の条件:メ デ ィア技法、経営や組織 に関す る知 識、グループや個人 と効果

的に接 す る能力に関わ る課 目を中心 に36単 位を修得す る。修士号

を獲得 す るためには修士論文また はイ ンス トラクショナル ・デザ

イ ンの プロジェク トを完成 させ ることが必要であ る。 「イ ンス ト

ラクシ ョナル ・デザイ ン序論」 「成人学習者」 「メディア ・リソ

ースの選 択 と評価」 「コ ミュニケー ション理論」の各課 目は必修

にな っている。本課程 に直接関連あ る職業にっ いていない履修者

は1学 期相当の実践経験(6単 位)を ふむ必要があ る。

これ らをメデ ィア技法の専門家、 コ ミュニケー ション理論の専門家などの指

導の もとで修得す る。

2.3.2新 しい教育方法の実践

カナダのヴィク トリア大学の コ リス博士 らは中等教育 レベルでの コンピュー

タ ・サイエ ンスの教師や ソフ トウェア開発 に取 り組む教育専門家をめざす大学

生向 けにイ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ンとソフ トウェア ・エ ンジニア リング

の原理 を組み合わせ た、プ ロジェク トチーム志 向の コースを開発 した。 コ リス

博士 は現在 はオ ラ ンダの トウエ ンテ大学応用教育学部教育工学講座 に移 ってい

る。彼女はオ ラ ンダ教育科学省発行の調査研究報告書 「教育におけるマルチメ

ディア」の著者の一人で もある。

ハイパーメデ ィア に基づ く教材やその他の情報 システムの開発 の課程 自体 が

さまざまなメデ ィアや コ ンピュータの技術面のみな らず、イ ンス トラクシ ョナ

ル ・デザイ ンの方法論やチームによるプ ロジェク トの実施 を学ぶ教育機会であ

ることが指摘 されて いる。オース トラ リアのキャ ンベ ラ高等教育単科大学の フ
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イールデ ンらは1988年 「コンピュー タを利用 した訓練へのマルチメデ ィア ・ア

プ ローチ」 と題 した発表の中で、ハイパ ーメディアを利用 したキ ャ リア開発 ガ

イダ ンス システムを開発す る課程で は、イ ンス トラクショナル ・デザイ ンをは

じめメデ ィア製作、 コ ンピュータ ・プログラ ミング、 データ通信、ハー ドウェ

ア ・イ ンタフェース、チ ーム活動な どの必要になることを示 した。

コロラ ド大学教育科学部の ジョナセ ン博士は企業における教育訓練 の役割 と

機能 は公共教育のそれ とは非常 に異 なっていることか ら、企業内で活動す る ト

レーナや教示デザイナーのニーズに対象を しぼ った教育 プログラムを開発 した。

彼はニーズ分析の重要性を強調 して いる。

2.3.3情 報処理教育の方法の研究

新 しい教育方法の実効性にっ いての研究 も行なわれてお り、ア リゾナ州立大

学教育心理学科の クライ ンは学習の原理 とコンピュータを利用 したイ ンス トラ

クシ ョナル ・デザイ ンの方法の基礎を教育研修生 に教 え、 これ らの概念を応用

して授 業を計画する課題を与えたところ、ほとんどの研修生 において 成功をみ

た と している。サヴ ェニ ェ らも1991年 にイ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ン教育

の効果 を検討す る調査を報告 している。

マルチメディアにっ いて は、英国の クランフィール ド工科大学の ブル ックス

らが 、テキス ト教材 に画像や音声 をっ け加えた場合の学 習の客観的効果や学習

者の主観的評価にっ いて実験的な研究を行なった。通常 型の ヒューマ ン ・コ ン

ピュータ ・イ ンタラ クシ ョンの技能 を、彼 らの研究の対象にな った よ うな大学

生を相 手に実施す る場合 は大がか りなマルチメデ ィア ・システムは必ず しも要

求 されない というのが結論だが、将来の技術の主な動向 と してマル チメディア

・サー ビスの発達が予想 され、その場合 はよ り広範 なユーザ層が想定 されるた

め、マルチメディア教育の必要性が否定 されたわけで はな いと して いる。

トウェンテ大学応用教育学部教育工学講座のモーネ ン教授 ほかが行 な った調

査で は教育 に対す るマル チメデ ィアの効果に関 してさまざまな実証的 な研究 を

まとめ、次のように結論づ けてい る:

1)ど のよ うなメディアを利用するに して も学習者 によってそれぞれ異な る

効果が予想 され る。
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2)一 般的な効果性 はメデ ィアが導入 され る文脈 に依存 している。

3)特 定の システムの効果性 はその システムが利用 され る文脈 に依存 して い

る。

4)学 生はメディアによ って支援 されっつ学ぶ ことを積極的に評価す る。

5)メ ディアは大局的総合的 な教育方法論上のア プローチを支援すべ きであ

り、唯一のあ るいは最 も重要な要因 と見な されて はな らない。

6)教 授者 自身が装置を容易に操作で きることが重要である。

7)メ ディアの双方向性(対 話性)が 重要であ り、 これはさまざまな方法で

実 現できる。

8)教 育 にお けるメデ ィア利用の基盤は教育方法 論的なニーズと、 これ らの

ニーズをみたすためにどのメディアが最 も適 してい るかにつ いての注意深

い評価 に置かれな くて はな らない。-

9)利 用者のニーズの多様性に対処で きるか どうか とい うメディアの柔軟性

の度合がそのメデ ィアの教育方法論的なポテ ンシャルの上限を決定す る。

これ らの結論を もとにモーネ ン教授 らは、オラ ンダの学校教育 においてはま

ず既存 のコ ンピュー タやAV装 置 などを概念的にっな ぎあわせるところか ら出

発 し、数年後には じめて統合的なマルチメデ ィアの導 入やコ ミュニケー ション

・ネ ッ トワー クを利 用 した教育支援を行 な うことを提 案 している
。 この調査研

究の報告書 「教育 におけるマルチメデ ィア」は1991年 にオランダ教育科学省か

ら発行 されている。

情報処理教育の方法の研究 に関 してはそのほか に同 じくオラ ンダの ファン ・

メ リー ンブール らが 中等教育の レベルで の コンピュータ ・プログラ ミングの コ

ースで、既 に存在す るプログラムと修正 と拡張 に重点 をおいた授業ス トラテ ジ

と全 く新 しいプログラ ミングのデザイ ンとコーデ ィングを強調 したス トラテ ジ

の比 較や、 これ らの ス トラテジと学 習者 の認知 スタイルの関連を調べ る研究な

ど、一連 の注 目すべ き研究を行な って いる。
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2.3.4実 践 及 び 研 究 報 告 の ソ ー ス

コ ン ピ ュ ー タ や マ ル チ メ デ ィ ア を 利 用 し た 教 育 の 実 例 や 研 究 は さ ま ざ ま な 学

会 の ほ か

"Ed
ucation&Computing"(Netherlands,ISSN:0167-9287)

"J
ourna正ofEducationalMultimediaandHypermedia

(USA,ISSN:1055-8896)

"J
ournalofResearchonComputinginEducation"(ISSN:0888-6504)

"J
ournalofEducationalComputingResearch"(ISSN:0735-6331)

"Ed
ucationalandTrainingTechnologyInternational"

(UK,ISSN:0954-7304)

``Ed
ucationalTechnology,ResearchandDevelopment"(ISSN:1042-1629)

"J
ournalofEducationalTechnologySystems"

``l
nteractiveLearningInternationar'(UK,ISSN:0748-5743)

`℃
omputingTeacher"(USA,ISSN:0278-9175)

``Th
eComputerEducationQuarterly"(USA,ISSN:0163-6626)

``J
ournalofComputer-BasedInstruction"(USA,ISSN:0098-597X)

な ど の 定 期 刊 行 物 に 発 表 さ れ て い る 。

2.4評 価 法

情報処理技術者の教育評価については、情 報処理技術者試験に関す る報告書

な ど他 の報告書 に くわ しいので ここでは省略す る。

学 習者の受 け入れの段階で、その認知 スタイルや適性 その他の心理学的 プロ

フィールを評価 し、ATI(適 性 処遇相互作用:Aptitude-TreatmentIntera-

ction)に 配慮 した教授方法 、学習方法を選ぶ ことを適性処遇学習 と呼ぶ。初中

等の学校教育 のよ うな集団場面で はと もか く、個人単位の教育 を実施 しうる成

人向 けの個別教育や、CAIで はこの実現性 は高 いと思われ る。特に成人の場

合、職業経 験などを通 じて得 られた知識や技能を利用 しない手はないので、前

節のマサチ ューセ ッツ大学のイ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ン課程 にみ られ る

よ うな配慮 も必要で あろう。
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